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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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唯ただ一人、宮きゆう殿でんの霊れい廟びように祀まつられる茶師あり。

在ありし日に生き、生しよう涯がい皇こう帝ていに仕えたその者の名は茗めい聖せい。

敵国との間に立ち、和を以もつて茶を煎せんじ、

幾いく度ども戦いくさを止めた茗聖は、死の淵ふちで皇帝に誓ちかった。




「世に平安をもたらすために、私は必ず生まれ変わります。

私のあらたな生の証あかしは、誰だれにもかなわぬ夢見心地ごこちの一煎。

ですから、どうか私を見つけてください。きっとこの国のお力になれるでしょう」




世を去った茶師の亡なき骸がらに、皇帝は涙なみだながらに伝えた。

そなたは余にとって、聖なる茶師──茶聖であった。

約束する。余の子孫が、必ずそなたを見つけよう。





『龍りゆう国こく史記』より
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　目の前に出されたのは、黄金色の茶だった。

　蓮はすの模様に彩いろどられた紫し砂さの茶ちや杯はいから、清すが々すがしくも香こうばしい香かおりが立ち上り、あの動乱が噓うそのように思えてくる。

「どうぞ」

　旅人はそう言って、幼い楓ふう花かに微笑ほほえみかけた。けれど楓花には、その笑顔に応こたえる気力はなかった。燃え盛さかる茶ちやの樹きの光景が、まだありありと脳のう裏りに刻まれていたからだ。

　半日ほど前のこと。〝獅し〟と刻まれた墨すみ色いろの旗を掲かかげた騎き馬ばの軍勢が、楓花の生まれ育った国境の茶樹の里に、突とつ如じよ攻せめ入った。

　火矢が飛び交かい、里はあっという間に炎ほのおの渦うずにのまれた。楓花の両親、兄と妹、友達や親しん戚せきたちも、次々に茶樹とともに炎の中へと消えていった。

　突然のことに足がすくみ、故郷が真っ赤な炎に包まれていく様を、楓花はそのとき、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできずにいた。

　──逃にげるんだ！

　偶ぐう然ぜん通りかかった旅人が、そう叫さけんで馬に乗せてくれなければ、楓花もあの炎にのまれていただろう。

　馬を駆かけ続け、いくつもの集落を過ぎて落ち着くことができたのは、どことも知れぬ村はずれの廃はい屋おくである。雑草にまみれてひっそりと建っていた家の屋根は、一部が崩くずれ落ちており、天窓のように夜空をのぞかせていた。

　泣き疲つかれて放心していた楓花が見上げると、ちょうどそこに、静かに浮うかぶ満月があった。

「いい月だね。きれいだ」

　両手で茶杯を持った旅人は微笑み、美しい所作でそれを口に運びながら言った。

「名乗りが遅おくれたね。あたしの名前は翠すい明めいだ。あんたは？」

「……楓花」

　青い月光に照らされながら、埃ほこりまみれの板いた床どこに正座して、背筋をぴんと伸のばしているその人を、楓花はあらためて見つめた。

　年の頃ころは二十歳はたちくらいだろう。髪かみを頭頂で束ねており、丈たけの短い袍ほうの上に、頭ず巾きんのある外がい套とうを着ていた。長いまつげに縁ふち取どられた一ひと重えの瞳ひとみが、人なつこい面おも立だちを艶つややかに引き立てており、微笑むたびに左の頰ほおにえくぼができる。

（女の人なのに、どうして一人で旅なんかしてるんだろう……）

「……なんで、旅をしているの？」

　楓花が訊たずねると、翠明は茶を飲んでからふっと口角を上げた。

「あの里にいたってことは、あんたは茶農家の生まれかい？」

　楓花がうなずくと、翠明はニッと笑った。

「なら、いままで見たあたしの持ち物で当ててごらん。答えはそこにあるよ」

　遊びめいた問いかけに、楓花の心は少しだけ浮き立ち、すぐに茶杯を見下ろした。

　美しい意い匠しようが施ほどこされた小ぶりの茶杯は、急きゆう須すとともに二つ揃そろいで木箱に収まっていた。旅をするには邪じや魔まなはずのそれを、水の入った瓢ひよう簞たんとともに、先ほど翠明は大きな荷に袋ぶくろの中から軽々と取り出したのだ。

　湯を沸わかすための苦労はあったものの、その後の手て際ぎわは見み惚とれるほどのよさだった。そして、忘れてはならないのが茶葉だ。いくつもの茶ちや筒づつや茶ちや壺つぼが、荷袋の中に見え隠かくれしていた。

　あらたな茶葉を求めて仕入れるために、旅をする者たちを楓花は知っていた。楓花の家にも、訪おとずれたことがあったからだ。

「もしかして……茶師？」

　おずおずと答えた楓花に、翠明は笑みを浮かべてうなずいた。

「当たり」

　茶師とは、茶葉の個性を見み極きわめることができ、客の依い頼らいがあれば好みに合わせて配合し、旨うま味みを最大限に引き出す者たちの名めい称しようだ。彼らは茶問屋にはじまり、茶館や茶さ房ぼうなどに必ず存在している。

　特別な資格は必要ない。だが、修練すれば誰にでもできるというわけではなかった。

　正確な味覚力、香りを嗅かぎ分ける嗅きゆう覚かく、すべての五感を研とぎ澄すます集中力、多た岐きにわたる茶葉を記き憶おくする知力が必要で、それらは持って生まれた能力に依よるところが大きかった。

　その才能にもっとも恵めぐまれた伝説の茶師が、この龍国には一人だけ存在していた。

　生涯皇帝に仕えた、茶聖と呼ばれた茶師──茗聖。

　彼の煎じた茶は夢見心地の味であり、ひとたび飲めば活力が湧わく。さらには、皇帝とともに知略を巡めぐらし、敵国との間に立って茶を煎じ、幾度も戦を止めたという。

　茗聖の出現によって、茶は龍国の人々にとってなくてはならない価値のあるものとなり、茶師は誰もが憧あこがれる仕事になったのだ。

　二百年前に他界した茗聖は、平和な世を常に願い、必ず生まれ変わると皇帝に約束した。それは物語となって言い伝えられており、終わりのない戦の時代に生きている人々の中には、茗聖の生まれ変わりを信じている者が少なくなかった。

　楓花もそうである。だから、茶師に出会うたびに訊ねていた言葉を、翠明に対しても思わず投げかけてしまった。

「もしかして、あなたは茗聖様の生まれ変わり？　茶聖なの？」

　好こう奇き心しんいっぱいに楓花が訊ねると、翠明は照れくさそうに笑った。

「そんなわけあるかい。新しい仕入れ先を求めて旅をしてただけの、しがない茶師だよ。蒼そう河が州しゆうの眉び茶ちやは有名だからね。どうしても欲しくてやっと来たものの……」

　……やられたな。

　そうつぶやいた翠明は笑みを消すと、哀かなしげに目を伏ふせた。楓花もうつむいて、足の上で拳こぶしを握にぎった。

「さあ。飲んで」

　目に涙をためた楓花に、翠明は優やさしく言った。こくんとうなずいた楓花は、小さな手で茶杯を包み込んだ。息を吹ふきかけながら、一口飲む。大だい丈じよう夫ぶだと語りかけてくるかのように、茶葉の香ばしい味わいが身体からだ中に広がった瞬しゆん間かん、大おお粒つぶの涙が楓花の頰に流れた。

「……おいしい」

　それは、忙いそがしい一日を終えた後で、母が淹いれてくれたことのある茶の味だった。すると、翠明はささやくように静かに言った。

「あたしも夫を戦で失ったよ」

　楓花がはっとして顔を上げると、翠明は遠い眼まな差ざしで茶杯を見下ろしていた。

「二年前だ。嫁とついだ先は小さな茶房でね。夫は問屋を介かいさないで、茶農家から直接茶葉を仕入れることを好んだ。お互たがいの顔が見えたほうが楽しいし、おいしい茶を淹れられると言ってね。でも、旅先で戦に巻き込まれて死んだ」

　ゆっくりと茶を飲み干した翠明は、床ゆかにそっと茶杯を置いた。

　長い間、戦いくさは常にどこかで起きている。相手は里を急きゆう襲しゆうした軍勢と同じ、西に位置している獅国だ。大国であるこの龍国に抗あらがい、挑いどむかのように、隙すきをついては領土を拡ひろげようとして攻せめて来る。

　繰くり返される戦に、人々は慣れてしまっていた。楓花や翠明のように、大切な人を戦で失うことは、けっして珍めずらしいことではなかった。

「夫にたくさんのことを教えてもらった。だからこうして、生きていられる。茶を飲むたびに思い出すよ。話したこととか笑ったことやなんかが頭に過よぎってね。それで……慰なぐさめられる」

　そう言った翠明は、一人で茶房を切り盛りすることになってから、店名を変えたと続けた。

「……どんな名前？」

「流りゆう星せい茶さ房ぼうだ。皇こう都とでやってる」

　流れ星は死の予兆。不ふ吉きつとされる証あかしだったが、それを変えたのもまた茗聖である。

　病に倒たおれた皇こう帝ていが、夜空に流れ星を見た。自分は死ぬのだと言った皇帝に、茗聖は告げたのだ。

　──星々にはあまたの祖そ霊れいが宿っており、流星は地上に降りてくる証です。だからそのとき、願いを唱えれば、祖霊が叶かなえてくれるでしょう。

　完治を願った皇帝は、病を乗り越こえた。以来龍国では、流れ星は吉兆となったのだ。

「……願いを叶えてくれる、流れ星のお茶屋さん？」

「そうだよ。流れ星みたいにさ、茶で誰だれかの願いを叶えたり、幸せにしたりすることができればいいなと思ってつけたんだ。それは、夫の願いでもあったからね」

　翠明は丁てい寧ねいな仕草で、茶ちや杯はいを茶ちや巾きんで拭ふき上げる。指先にまで神経が行き届いているのが、楓花にはわかった。ひよこを抱だくように茶道具を扱あつかうのは、腕うでのいい茶師の証だ。

「どんなに辛つらいことがあっても、一いつ杯ぱいの茶に慰められる。それと、誰かとおしゃべりをすることも大事だ。起きたことはしかたがない。哀しいことだって、無理に忘れなくていい。だからこそわかることもあるからね。それに、人生は悪いことばかりじゃない」

　楓花は両手に持つ茶杯と、その中でゆったりとたゆたう茶を見下ろした。いま抱いているやるせのない哀しみは、すぐには消えないだろう。でも……。

（……なんでかな。翠明さんとおしゃべりすると、お茶を飲んでるときみたいに、気持ちがちょっとだけ、ふわって軽くなるの）

　茶房の名前の由来も、素す敵てきだと思った。とたんに、翠明のもとで働きたいという思いが、楓花の胸の中でふくらみはじめた。

（お茶で誰かの願いを叶えたり、幸せにしたりできる茶師っていいな。そんな茶師になれたら、ずっとずっと大人になったとき、いつか……）

「……生まれ変わりじゃなくても、茗聖様みたいな茶師になれますか」
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　思いがぽつりと声になった。楓花はうつむきながら、茶杯を包む両手に力を込めた。

「……こんなのは、もういやだ。二度と、戦は起こってほしくない。茗聖様みたいな茶師になれたら、きっと戦を止められるんでしょ？　そういう茶師に、なれますか」

　きつくまぶたを閉じると、ふたたび涙なみだが頰ほおに落ちた。

「あんたに才能があれば、茶師にはなれるだろう。でも、茗聖のようになりたいって言うなら、それは天命によるね」

「天命？」

　楓花が顔を上げると、翠明はうなずいた。

「茗聖のような仕事をするには、宮きゆう廷ていに上がらなくちゃいけない。平民の茶師がそうなるには、抗えないほどの運命の導きってやつが必要だ。あんたにその天命があるのかないのか。それはまあ、茶師になってみなけりゃわからないだろう」

（だったら、知りたい。自分がそうなれるのか──知りたい！）

　茶師にはずっと憧れていたし、いつか師と仰あおげる誰かのもとで働けたらと夢に見ていた。その絶好の機会が、いまここにある。そのことに気づいた楓花は、翠明に向かって懸けん命めいに言葉をつむいだ。

「わたしの夢は茶師になることです。翠明さんとおしゃべりして、わたしも、お茶で誰かの願いを叶えられる茶師になりたいって思いました。そしていつか……茗聖様みたいな茶師になりたいし、そうなれる天命があるのか知りたい。だから、翠明さんの弟で子しにしてください！　掃そう除じもお洗せん濯たくも食事を作ったりも、なんでもします！」

　ぎょっとした翠明は、目を丸めた。

「弟子だって？　うちはあたし一人でこと足りてるし、そのほうが気楽なんだよ。まいったねぇ、あんたをこのまま放ってもおけないから、帰りの道中で奉ほう公こう先を見つけてやろうと思ってたんだけど……」

　楓花は必死の思いで翠明を凝ぎよう視しする。と、ふいに翠明は、いたずらっ子のように笑えんだ。

「……なら、問題だ。いま飲んだ茶は、さて、なーんだ？」

　わかるわけがないと、どうやらからかっているらしい。でも──。

「──緑りよく茶ちやの、珠しゆ茶ちやです」

　きっぱりと迷いなく答えた楓花に、はっとした翠明は驚おどろきを隠かくさなかった。

「どうしてわかった？」

「茶師の人を泊とめると、お礼にいろんなお茶をくれたんです。それで、母さんが淹れてくれたことがあるの。そのときに父さんが、これは茶葉が粒つぶつぶになるまで揉じゆう捻ねんしたものだから、香こうばしい渋しぶみがぎゅっと詰つまってる味だって。目が覚めてしゃっきりする、お日様みたいなお茶だぞって教えてくれたんです」

「……その味を、覚えていたって言うの？」

　こくんと楓花はうなずく。そう、楓花はちゃんと覚えていたのだ。

「茶葉も見ずに一発で当てるなんて……」

　びっくりだ、と翠明は感かん嘆たんした。

「……正直なところ旅に出ている間、店を閉めて来ているから、任せられる茶師がいると助かるとは思っていたんだよ。もしもあんたが、本気で茶師になるつもりなら……」

　わっ、と興奮した楓花は、翠明に顔を近づけた。

「本気です！　わたしも皇都に連れて行ってください！」

　翠明は、楓花の目をまっすぐに見つめ返した。

「あたしの茶房で働くんなら、守ってもらうことが一つだけある。一度自分が引き受けた仕事は、相手が誰であっても、なにがあっても、最後までやりとげること。約束できるかい？」

　茶師になれるのなら、どんなことでも乗り越える。その一心で、楓花は大きくうなずいた。

「はい。約束します！」

　元気のいい返事に、翠明は思いきり破顔した。

「──よし！　なら、いいだろう。決めたよ、連れて行く！　面おも白しろそうだ」

　わっ！　と楓花は立ち上がって、ぴょんと小さく飛び跳はねた。

「……あーあ、とんだ荷物を拾っちゃったよ。きっと天国の夫は笑ってるだろうな。このお人ひと好よしって」

　そう言った翠明は、抜ぬけ落ちた天てん井じようをなにげなく見やった。翠明につられて、楓花も見上げる。流れる雲に月が隠されると、星々が水面みなものように闇やみ夜よできらめく。と、そのときだった。すっと一筋、一点の光が落ちた。

「おっ、流れ星だね。さっそく願いを託たくそう」

　きゅっと楓花は目を閉じた。

　──いつか、茗聖様のような茶師になれますように！

　そう願った直後、ぐう、と翠明のお腹なかが鳴った。楓花は思わず笑いそうになり、失礼だと思ってぐっと唇くちびるを引き結ぶ。なのに翠明は照れることもなく、上を向いたまま目を瞑つぶると、堂々と大声で言い放った。

「道中で、あたしを満足させてくれる山ほどの旨うまい食べ物に、タダでありつけますように！　全部大盛りで！」

　翠明は大食いのようだ。とうとう堪こらえきれなくなった楓花は、やっと心の底から、声を上げて笑える気持ちを蘇よみがえらせることができたのだった。




　そして、この運命的な出会いから──十年の歳月が流れる。
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　花々の咲さき誇ほこる季節が、赤い瓦かわら屋根のひしめく龍国の皇都、紅こうに訪おとずれていた。

　どこまでも続く頑がん強きような城じよう壁へきに守られた都からは、一点の曇くもりもない青空に映はえた山さん峰ぽうが遠くに望める。風がそよぐたびに樹木は枝葉を踊おどらせて、それに応こたえるかのように雀すずめが舞まい、蝶ちようは色とりどりの羽をはばたかせながら、通りを飛びまわっていく。

　龍国の紅玉と謳うたわれる都の中心にあるのが、皇こう帝ていの住まう宮きゆう殿でん──麗れい龍りゆう城じようだ。

　日が昇のぼったばかりの朝。北に位置する内延の小宮殿から、一人の男が小走りで姿を見せた。

「お待ちください！」

　そう言った男は、回かい廊ろうの先を行く緋ひ色いろの袍ほうを追いかけた。年の頃ころは三十代前半。藤ふじ色いろの袍の上に、紫し黒こく色の褙はい子しを羽織っており、艶つやめく黒くろ髪かみを背に流している。涼すずしげな瞳ひとみが印象的な面立ちだが、きりりとした眉まゆの間には、疲ひ労ろうをうかがわせる皺しわが深く刻まれていた。

「陛下」

　男に呼び止められた第十一代龍国皇帝──熙き龍りゆう帝ていは、足を止めると振ふり返る。漆しつ黒こくの仮面が、今日も外されることなく、鼻から上を覆おおい隠していた。

「なんだ、奨しよう文ぶん」

　熙龍帝は仮面に空いた二つの穴から、鋭するどい眼まな差ざしを奨文に向けてきた。疲ひ弊へいに抗あらがうその瞳は、いまや真しん紅くに染まりきっている。

「まだ政務には早い時間です。少しでいいですから、横になってお休みください」

　熙龍帝は皮肉げに口の端はしを上げた。

「横になってどうするのだ。まさか〝眠ねむれ〟と言うわけではないだろうな。眠れない俺に」

「目を閉じるだけでも安まると、侍じ医いが言っておりました」

　奨文の言葉に、熙龍帝はきつく目を眇すがめた。

「……目を閉じれば、さまざまなことが頭に浮うかんで正気を失いそうになる。そうであれば、政務をしていたほうがまだマシだ。成すべきことが、俺には山ほどあるからな」

「たしかにそうですが、しかし、私もいるのです。すべてをご自分で成そうとせずに、どうか頼たよっていただきたい」

「充じゆう分ぶん、頼っている」

　はっとした奨文が息をのむと、熙龍帝が言った。

「俺のために、あなたが尽つくしてくれていることはわかっている。いつも感謝している。だから、あなたこそ休んでくれ。もう、侍医の薬も漢方茶もなにもいらない。いずれ倒たおれれば眠るはめになるのだ。俺につきあって起きていることはない」

　奨文は驚いた。自室で起きていると告げたことなどないのに、なぜ知っていたのか。

「私が起きていることを、ご存知だったのですか」

「あなたの様子を見ていればわかる。俺こそ、あなたに倒れられては困るのだ。今日の謁えつ見けんは午前に一人だけだ。午後からは休むといい。これは提案ではない、命令だ」

　熙龍帝はさらりと告げて、前を向くと歩きはじめた。

　齢よわい十九の若き皇帝は、常に宮きゆう廷てい内の隅すみ々ずみにまで意識を張り巡めぐらせている。そばにいる奨文の様子の変化に、気づかないわけがなかったのだ。

（──いま、陛下に倒れられるわけにはいかない。一刻も早く眠っていただかなければ）

　拳こぶしを握にぎった奨文は、熙龍帝の後ろを歩きながら、あらためてそう強く決意した。







　日ひ射ざしが天頂で輝かがやきはじめた午後。休むことなく奨文は、麗龍城の北門からひっそりと外へ出る。足早に歩いて通りに出た瞬しゆん間かん、後ろから突とつ然ぜん声をかけられた。

「こんな時間にお出かけなんて珍めずらしいじゃないか。どこへ行くんだ、奨文？」

　ぎょっとした奨文が振り返ると、帯たい剣けんしている二十代後半の男が、いつの間にか後ろにぴったりとくっついて歩いていた。

　藍あい色いろの曳えい撒さんに、龍の刺し繡しゆうが輝く黄金の帯が凜り々りしい。すっきりとした短たん髪ぱつで快活に歩く姿に、野生の獣けもののような俊しゆん敏びんさが見え隠れしている。つり上がった目つきは鋭いが、左の口角が常にきゅっと頰ほおへ引かれているため、人好きのする性格が伝わってくる容よう貌ぼうだ。

「さては、女によ人にんと逢おう瀬せか？」

　にやついた顔でそう言われ、キッと奨文は男を睨にらんだ。

「そんなわけあるか！　まったく、どうしておまえはことあるごとに、そうやって私をからかうのだ、冬とう輝き！」

「いっつも眉み間けんに皺を寄せやがって、小難しいこと考えてそうなおまえの顔を見てると、なんつーのかなあ。じわじわっとこう、からかいたくなっちゃうっつーの？」

「……理由になっていないな。感覚的なおまえの言葉が、私にはなに一つ理解できんぞ」

「おまえは考えすぎなんだよ。もっと肉体を鍛きたえろ！　そうすればわかるはずだ」

「……鍛える……おぞましいな。わかりたくもない」

「はいはい、そーでしょうとも。で？　どこへ行くんだよ」

「とある茶さ房ぼうだ」

　冬輝は瞬時に笑えみを消した。

「茶房って……そこによさそうな茶師がいるのか？」

「ああ。昨夜叔父おじ上うえから教えてもらったからな、確かめに行く。もちろん、陛下のことは話していないぞ」

「文士の賀が孟もう殿どのか……なるほどね」

「茶にうるさい叔父上がご執しゆう心しんとなれば、確かめて損はないだろう。なんでもその茶房の茶師は、闘とう茶ちやで負け知らずの叔父上を連敗させているそうだ」

　闘茶とは飲んだ茶名を当てる遊びで、茶好きの間で流行はやっていた。休きゆう憩けいがてらに宮廷の文官たちが遊んでいることもあり、茶にうとい冬輝も知っていた。

「そいつはすごいな」

「だが、私が気になっているのはほかのことだ。その茶師の淹いれる茶は、どんな茶葉も仙術がかけられたかのように、夢見心地ごこちな味なのだそうだ。そしてなぜか活力が湧わくと、叔父上は言いきった。そのような茶を淹れる茶師を、ほかには知らないとも断言した」

　冬輝は半笑いで、奨文を横目にした。

「……おいおい。まさか、茗聖の生まれ変わりだなんて言うなよ？」

「そんなもの、私が信じているわけがないだろう。叔父上がそう見ているという話だ」

　茗聖が他界したのち、何人かの茶師を召めし抱かかえたものの、能力はとうてい及およばなかった。やがて歳月を経て、生まれ変わりを国中で捜さがしたものの、見つからなかった。我われこそはと手を挙げた茶師を、宮廷に上げたこともあったが、ほとんどは名めい誉よや金銭を目的にした者たちで、断罪した苦い過去がある。

　その傷が宮廷に根強く残り、いつか捜すことをやめてしまった。そのため、茶聖の名を継つぐ宮廷茶師はいまだに不在である。茶を淹れるだけであれば、女官でことが足りるからだ。

「茗聖の生まれ変わりを信じているのは、茗聖に憧あこがれを抱いだく茶師か、叔父上くらいなものだろう。とはいえ、自尊心の高い叔父上にそうまで言わしめる茶師だ。能力の高さはお墨すみ付つき。私にとってはこれが最後の手立てだ。正直、焦あせっている。時間がないからな」

　奨文は眼差しをきつくした。

「侍医の薬は効かず、茶博士が煎せんじた漢方茶も徒労に終わった。それらが功を奏しないとなれば、残るは大陸茶の茶師を頼るのみ」

「……つってもなあ。たかが大陸茶で陛下が眠るようになるとは思えないぞ。それならご自分で淹れている茶で、とっくに眠っているはずだろう？」

「わかっている。しかし、侍医の見立てはお心の問題。ならば、夢見心地の茶とやらを飲んでいただいたところで、薬にはならずとも毒にもならないはずだ。いま陛下に倒れられては、アレの……斐ひ周しゆうの勢力が活気づく。その果てに玉座に上がられでもしたら……いや、それだけはなんとしてでも回かい避ひしなければならん。おまえも同じ思いだろう、冬輝」

　奨文と視線を交かわした冬輝は、眼差しを矢のように鋭くさせた。

「ああ。同じだよ、もちろん」

　軺よう車しやを拾った二人はそれに乗り込み、都人たちが艶あでやかに闊かつ歩ぽする通りを、右へ曲がった。

「それで？　その茶師ってのは、仙せん人にんみたいな爺じいさんか。それとも婆ばあさんか？」

「どちらも違ちがう」

　しばらく行くと雅みやびな気配はすっかり消えて、迷めい路ろのように入り組んだ路地になる。そこで軺車から降りた二人は、ふたたび歩きはじめた。

　赤あか瓦がわらの平屋が寄り添そうように建つ下町では、道ばたに卓たくを置いて盤ばん上じようを睨む男たち、洗せん濯たく物ものを抱えながら立ち話をする女たちで賑にぎわっていた。その誰だれもが、場違いな容相の二人を見るなり瞠どう目もくし、すぐさま口を閉とざす。

「教えろよ、奨文。賀孟殿から聞いてるんだろ」

　立ち止まった奨文は、前方を見すえながら言った。

「──若い娘むすめだ」

　二人の視線の先に、ささやかな看板を掲かかげた茶房──流星茶房はあった。
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「ほう！　これが、いまは亡なき鳳ほう国こくの民たみたちが愛した擂れい茶ちやか！」

　上品な灰はい色いろの袍ほうがよく似合う、長い白しら髭ひげをたくわえた老年の男が、素そ朴ぼくな陶とう器きの茶ちや杯はいを手にしながら興奮気味に言った。

「はい。生しよう姜がに雑穀と胡ご麻ま、それから大豆と米べい菓か子しをすって、緑茶に混ぜて作るんです。冷めてもおいしいんですよ」

　売り台の端はしにある、小さな卓を前にして座る男に向かって、楓花は大きな瞳ひとみをきらきらと輝かせながら微笑ほほえんだ。袖そで丈たけの短い象ぞう牙げ色の上衣に、萌もえ黄ぎ色いろの裳もを穿はき、その帯を胸の下で締しめた装よそおいは、一人前の茶師として働く女性の正装である。

　翠明との出会いから十年が経ち、楓花はやっとこの装いを許された。それは、一人前の茶師として翠明に認められたことを意味した。以来、楓花はこの姿で働けることが、誇ほこらしくてたまらない。

「さりげなく甘く、なんとも風味豊かな味だのう。気に入った！　しかし、十五年も前に獅国に平定された小国の茶であるのに、なぜまたおまえさんが作り方を知っておるのだ？」

「先日、龍国に逃のがれて暮らしているという鳳国の方が、緑茶を買いにいらっしゃったんです。そのときに、おしゃべりのついでに教えてもらいました」

「なるほど……。それにしてもおまえさんの淹れる茶は、どうしてこうも旨うまいのか。どんな茶であっても、常に茶葉がいきいきとして、この世のものとは思えぬ味わいになる。そしてわしには、なぜか活力が湧いてくる。そのような茶を、わしはいまだかつて味わったことがない」

　男はまじまじと茶杯を見下ろしながら続けた。

「きっと茶葉が喜んで呼応するなにかが、おまえさんにはあるのだろう。なんにせよ、おまえさんは絶対に、茗聖の生まれ変わりに違いないと、わしは思っておるのだぞ！」

　名のある文士の毎度の言葉に、楓花は声を上げて笑った。

「ありがとうございます！　だけど何度褒ほめてくれても、茶葉のお値段は変わりませんよ、賀孟さん」

「そうか、残念だのう……って、値引きをしてもらうために褒めたのではないぞ！　まったく、いつもさらっと流してくれるの。もしや自分が茗聖の生まれ変わりかもしれぬと、おまえさんはちらりとも考えんのか？」

「えっ!?　ありえないですよ！　だって、茗聖様は天才だもの。だけどわたしは地道に学んできただけだし、翠明さんに茶師として認めてもらったばかりです。そんなわたしが茗聖様の生まれ変わりだなんて、ないない！　ホントにないですから！」

　茗聖の生まれ変わりだと言われることは素す直なおに嬉うれしいが、そう思えるたしかな自信がないのだ。〝そのとおりです〟と断言することなど、できるはずがない。でも、だからこそ──。

「生まれ変わりじゃなくても、賀孟さんにずっとそう言ってもらえるように、もっと学んで、いろんな方にお茶を淹れて、立派な茶師として都で名を馳はせるつもりです！」

　そうすればいつか、噂うわさを聞きつけた宮きゆう廷ていの誰かが、迎むかえに来てくれるかもしれない。天命になど頼たよっていられない。自分の力で運命を引き寄せてこそ、である！　それが茗聖に近づくための、楓花の地道な人生計画だった。

　決意をあらたにした楓花が、鼻息荒あらく右の拳こぶしを握にぎって見せると、賀孟はフォッと笑いながら髭を撫なでた。

「おまえさんの行く末が、ますます楽しみになってきたわ。とにかく擂茶は気に入った。詳くわしい作り方を教えてもらえんかな？　それと、いつもの茶葉をもらおうか」

「はい！　わたしは覚えてしまったので、作り方を書いた木簡をさしあげますね」

　忙いそがしい時間がいっとき落ち着き、客は賀孟と、二つしかない卓の一つを囲む顔なじみの女たち三人だけだった。

　細長く奥へと続く店内の左の壁かべには、丁てい寧ねいに並べられた茶ちや筒づつや茶道具が陳ちん列れつされており、その手前に人が通れるほどのすき間を保って、草花を彩いろどった意い匠しようの流りゆう麗れいな売り台がある。

　売り台には無数の突とつ起きが並んでおり、楓花はその一つをつまみ上げた。手て際ぎわよく茶さじで茶葉をすくい、天てん秤びんで量る。空の茶筒にそれを入れてから、後ろの棚たなの引き出しを開けた。木簡を手にした楓花が振ふり返ると、賀孟は店内を見まわしていた。

「して、楓花。さっきから姐ねえさん茶師殿どのの姿がないが、どうした？」

「わたしが一人前になれたので、翠明さんは十年ぶりに旅に出ているんです」

「それまたどこへ？」

「西せい黄おう峰ほうです。珍めずらしい岩茶があるらしくて、絶対に手に入れるんだーって、叫さけびながら旅立って行きました」

　それを聞いた賀孟は、興奮気味にカッと両目を見開いた。

「なんと、西の弦げん州しゆう、西黄峰！　もしや狙ねらいは、そこに住まう山さん岳がく民族、雁がん族の岩茶か！」

「わっ、すごい！　そのとおりです！」

「当たった！　さすがはわし……！」

　キラリと目を光らせながら、賀孟はぐっと拳を握って引く。そのままの体勢で、うかがうように楓花を見上げた。

「ということは……闘とう茶ちやはできぬのか？」

「そうなんです。闘茶は翠明さんがいないと、あのお茶を淹いれられる人がいないので……」

　ふたたび賀孟の前に腰こしを下ろした楓花は、木簡と茶筒を差し出す。受け取った賀孟は代金を楓花に渡わたし、心底残念そうにふさふさの眉まゆを八の字にさせた。

「久しぶりにと思って来てみたが……まあ、いたしかたあるまい。姐さん茶師殿の絶ぜつ妙みような配合茶がなければ、わしとおまえさんの真の勝敗はつかぬからな。緑茶に緑茶、青せい茶ちやに青茶……銘めい柄がらをそのまま出さないうえ、混ぜられた二種の茶葉を当てろなどとは、正気の沙さ汰たとは思えん意地悪さだ。だがな楓花。おまえさんはそれを当てる。尋じん常じようではない！」

　賀孟にピッと人差し指を向けられて、えっ、と楓花はきゅっと両りよう肩かたを上げた。

「あれを当てるおまえさんはまさに神がかり！　だからこそわしは、なんとしてでも勝ちたいのだ！　勝・ち・た・い・の・だっ!!」

　興奮した賀孟は中腰になり、ぐっと身を乗り出してきた。ええーっ、と楓花がのけぞったときだった。

「大人げのない絶ぜつ叫きようが、外に筒つつ抜ぬけですよ、叔父おじ上うえ」

　開け放たれている扉とびらから姿を見せた人物が、間かん髪はつ容いれずに言った。その瞬しゆん間かんこのささやかな茶さ房ぼうは、華はなやかな気配にいっきに包まれた。

　賀孟はうっと声をつまらせて振り返る。奥にいる女たちは瞠目し、瞬時に固まった。

（あの絹の褙はい子しの色……宮廷の高官様だわ！）

　そんな人が訪おとずれたことなど、いまだかつて一度もない。しかも、賀孟のことを〝叔父上〟と呼んだ。呆あつ気けにとられた楓花の視界に、高官の後ろにいた男の姿も飛び込んできた。腰には、龍りゆうを象かたどった紅玉が光る柄つかの剣けん。あきらかに、宮廷に仕える武官である。

「い、いらっしゃいませ……？」

　突然のことに戸と惑まどう楓花は、のけぞった体勢のままでなんとか声にした。すると、賀孟はにんまりと笑って椅い子すから立ち上がった。

「なんだ、奨文。さっそく来たか」

　色いろ香かの漂ただよう眼まな差ざしを涼すずしげに細めて、奨文と呼ばれた男は賀孟を流し見た。

「ええ。叔父上にあんなに力説されては、訪問せざるをえないですからね」

「ここはわしの隠かくれ家だ。誰にも教えたくないところだったが、おまえが涙なみだながらに訊たずねてくるからしかたなく……だぞ？」

「泣いたのか、奨文」

　武官の男が突つっ込んだ。奨文はまなじりを鋭するどくさせて男を睨にらんだ。

「泣くわけあるか！　叔父上も私をからかうのはおやめください！」

　そんなやりとりを、目で追うだけで精せい一いつ杯ぱいの楓花を振り返った賀孟は、にっこりと笑んだ。

「これはわしの甥おいだ。なにやら元気になりたいらしいから、最高に旨い茶を淹れてやってくれ。ではな、楓花。また来る！」

「あっ、はい！　お待ちしています！」

　慌あわてて腰を上げた楓花は、扉口に立って賀孟を見送った。

（……高官様が甥だったなんて、全然知らなかった！）

　茶房を訪れて賀孟が話すことといえば、茶についてばかりだったのだ。知る由よしもない。驚おどろきを隠せないまま、楓花がゆっくりと振り返ると、奨文は間を置かずに言った。

「では、さっそく茶を淹れてもらおう」

　楓花を見下ろす眼差しには、値ね踏ぶみするかのような威い圧あつ感かんがあった。

「どうした。早くしてくれ」

　平民だと見下しているからか、不ふ遜そんな物言いが癪しやくに障さわった。賀孟とは似ても似つかない、失礼な甥である。高官様に気に入ってもらえれば、宮廷への道筋ができるのかもしれないが、許せないのだから我が慢まんは無用だ。眉根を寄せた楓花は、扉口を手でしめした。

「ここは、ゆっくりとお茶を楽しむ茶房です。お気持ちにその余よ裕ゆうがないのでしたら、もっとお時間のあるときに来てください。出口はそちらです！」

　ムッとしたように、奨文は楓花を見すえる。ああ、嫌きらわれた。でも、それで上等！　ふんっ、と一歩も譲ゆずらずに踏ふん張る楓花に向かって、武官は楽しそうにニヤッとした。

「そのとおりだな。余裕のない男は嫌われるぞ。謝れよ、奨文」

　むっつりとした表情で目を伏ふせた奨文は、「すまない」とぼそりとささやき、賀孟が座っていた椅子に腰こしかける。その隣となりに、武官も座った。帰るつもりはないらしい。

　奨文の肩かたに手を置いた武官は、人なつこい笑えみを浮うかべた。

「このお方はいろんなことを抱かかえ込んじまってて、気持ちがいっぱいいっぱいらしくてな。かわいそうだろう？　同情して許してやってくれないか」

　その手を虫のように振り払はらった奨文の眉み間けんには、くっきりとした皺しわが刻まれている。忙しさのあまり、時間を気にしていたらしい。謝ってくれたし、そんなに嫌いやな人でもないようだ。

　それでも楓花の気はおさまらない。おさまる方法は、ただ一つである。

　──自分の淹れた茶を飲んでもらい、おいしいと言わせること！

「お茶をおいしく飲んでいただきたいので、少しだけ時間を忘れていただけますか」

「……できる限り、そうしよう」

「茶葉はいかがいたしましょう。お好みの味はございますか？」

「いつも飲んでいるものがいい。天てん湖こ龍りゆう井せい茶ちやを頼たのむ」

　緑茶の中でも特級品、最高級の銘柄だ。楓花は卓たくをまわり込み、小窓に沿って配された作業台に立つ。黒こく檀たん木ぼくの茶ちや盤ばんに、春の景色が描えがかれた青花白磁の急きゆう須すと、茶ちや杯はいを二個すえた。

　風ふ炉ろの上で湯気を立てる釜かまの湯を柄ひ杓しやくですくい、まずは茶杯に注ぐ。茶杯を温めている間、楓花は鮮あざやかな手さばきで、急須に何度も湯をかける。

　急須が温まったところで、白磁の茶ちや壺つぼの一つを引き寄せて、茶さじで茶葉をすくう。それを急須にそっと落としてから、湯を注ぎ入れた。産うぶ毛げの多い堂々たる茶葉が踊おどりだす様を目にして、楓花の頰ほおは自然にほころんだ。同時に、湖こ畔はんを連想させる清せい涼りような香かおりが立ち上ってくる。

「……いい香りだ」

　まぶたを閉じた武官がつぶやいた。奨文の表情が見る間に和やわらいでいく。楓花は、茶杯の湯を茶盤に捨ててから急須を持ち、ゆったりとした動作で茶杯に注いだ。

　茶の水すい色しよくは、透とう明めい感かんのある黄緑色。茶杯の中で輝かがやくそれを、楓花は二人にすすめた。

「どうぞ」

　息をついた奨文は、ゆっくりと両手で茶杯を持った。武官も片手でそれを摑つかみ、冷ましながら口に寄せる。二人が同時に茶を飲んだ。

　はっとしたように、奨文が瞠どう目もくした。その思いを代弁したのは武官である。

「──旨うまい！」

　信じられないと言わんばかりに奨文は茶杯を見つめ、また口に運ぶ。すると武官が言った。

「女によ官かんやおまえがいつも淹れる茶とは、味が全然違ちがうぞ、奨文」

「……これは本当に、私の伝えた銘柄か？」

　旨いと言ったも同然の言葉に、楓花は満面の笑みになる。してやったり！

「はい。間違いなく天湖龍井茶です」

「俺は酒のほうが好きだが、これは気に入った。気分がすっきりして軽くなるのがわかるぞ。ああ……いい気持ちだ」

　うっとりとする武官に、奨文はなにも言わなかった。だが、深く刻まれていた眉間の皺が消えていることに、楓花は気づいていた。

　やがて茶を飲み干した奨文は、ゆっくりと茶杯を置いた。もう一いつ杯ぱいくれとねだる武官の男を立たせると、自分も椅子から腰を上げ、楓花をまっすぐに見下ろした。

「きちんと詫わびよう。先ほどは失礼な態度をとってすまなかった。許してもらえるか」

　きっぱりとした突とつ然ぜんの謝罪に驚いた楓花は、奨文をまじまじと見上げてしまった。

「はっ……はい」

「ありがとう。ではそのうえで、あなたに頼みがある。私の知人に、毎夜眠ねむれず苦しんでいる方がいる。その方をあなたの茶で、眠らせていただきたい」

「──えっ！　わたしの淹れたお茶で……ですか？」

　奨文は小さくうなずいてから、切せつ羽ぱ詰つまった様子で告げた。

「薬も漢方茶も効果がなかった。医者はお心の問題だろうと言っている。そうであれば、あなたの淹いれる大陸茶でいっときでも心安らかになってもらえれば、眠っていただけるかもしれない。正直なところ驚いた。いつも飲んでいたはずの茶の味がまったく違うのに加えて、なぜかはわからぬが私の疲ひ労ろうが消えてしまった」

　唐とう突とつな依い頼らいに一瞬戸と惑まどったものの、眠れないことの辛つらさを想像した楓花は迷わなかった。

「わたしにできることでしたら、お引き受けいたします。その方はいついらっしゃいますか？」

「ここへは来ない。私があなたを、その方のもとへ連れて行く」

　外へ出られないほど衰すい弱じやくした、高こう齢れいの方らしい。そう解かい釈しやくした楓花に、奨文は続けた。

「その方は常に神経を高ぶらせているため、慣れている味のほうがよいように思う。愛飲しているのは、いま私が頼んだものと同じだ。それをあなたに、あらためて淹れていただきたい。茶葉はこちらで用意する」

「わかりました」

　奨文は強い決意をあらわにするかのように、ぐっと両目を細めた。

「本日のちほど、また来る」

　支払いを終えた奨文は、名残なごり惜おしそうな武官を引き連れて外へ出た。見送るために楓花が駆かけ寄ると、ふと立ち止まった奨文が振ふり返った。

「名乗りそびれていたな。私は李り奨文。こちらは鄭てい冬輝だ」

　冬輝がニッと笑いかけてきた。楓花も笑顔で自分の名を告げると、奨文はにこりともせずに、背中を向けながら言った。

「馳ち走そうになった。夢見心地ごこちの、見事な茶だった」

　歩き去る二人の背中を見つめながら、楓花は「はぁ」と息をついた。自分でも気づかないうちに、かなりの緊きん張ちようを強しいられていたらしい。相手が相手だったのだ、無理もない。

（……って、待って。さらっと聞き流しちゃったけど、李と鄭って名前……まさか！）

　あんぐりと口を開けた楓花は、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。文の李家、武の鄭家。どちらも代々皇族に仕えている貴族の名で有名だった。さらに驚きよう愕がくしたのは、賀孟がその親族だったことである。優ゆう雅がな文士だからお金持ちだろうと思ってはいたが、まさか貴族だったとは！

「……そ、想像したこともなかった……！」

　小さくひとりごちた直後、突然後ろから話しかけられた。

「ちょいと楓花！　すごいじゃないか！」

　いつの間にか楓花の後ろに立っていた三人の女たちが、ぬっと顔を近づけてきた。

「わっ！　ちょっ、みなさん近いです！」

　のけぞりながら訴うつたえる楓花に、興奮で頰を上気させた三人は、さらに顔を近寄せる。

「李奨文様が直々に願い出たってことは、あんたが茶を淹れる相手は、宮きゆう廷ていの偉えらい人だよ！」

「禁軍の部隊長様か、州しゆう侯こう様か……」

「……もしくはそれこそ──皇こう帝てい陛下かも！　ああ、きっとそうだよ、間違いないね！」

　三人の合唱が店内にとどろいて、楓花はたじろぎながらも苦く笑しようした。

「いっ、いえいえ！　さすがにそれはないですって！」

「いや絶対にそうだって！　けど、もしも陛下となれば、やっかいだねえ……」

　顔を見合わせた女たちが眉まゆを下げる。その懸け念ねんは、楓花にもよくわかった。

　半年前に即そく位いした若き皇帝は、妃きさきを持つどころか後宮の規模を小さくしていた。若いのは舞ぶ芸げいに長たけている女官だけで、あとに残っているのは、なぜか熟年ばかりだという。

　強ごう引いんな手しゆ腕わんのせいで、気き性しようが荒あらいと揶や揄ゆされる。その容姿を知っている者が広めているのか、いまや不ふ名めい誉よな噂うわさが都を飛び交かっていた。

　──変わり者で醜みにくい、熙龍帝。

「ねえ、楓花。変わり者の熙龍帝に、どんな無理難題を押し付けられるかわかったもんじゃない。断ったほうが身のためだよ？」

「ま、まだそうと決まったわけじゃ……！」

「あたしらの勘かんはそこらの易者よりも当たるんだ。とにかくね、陛下が見み目め麗うるわしく変わり者じゃなければ、みんな手放しで喜ぶさ。けど、そうじゃないんだ。だから、お迎むかえが来るまでによく考えておきなよ、いいね？」

　支し払はらいを済ませた女たちは、心配そうに帰って行った。あまりに突然のことで気持ちが追いつかず、楓花はその場にたたずむことしかできないでいた。

　だって、もしも茶を淹れる相手が、熙龍帝であったなら──。

「──まさか……天命？」
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　奨文がふたたびあらわれたのは、夕ゆう闇やみが迫せまりはじめたときである。

　楓花は茶ちや巾きんと茶さじを入れた巾着を持ち、外へ出て店の戸と締じまりをした。

　前を歩く奨文は、向かう先について一言も話さないまま、やがて大きな通りへ出る。そこに停とめられていたのは、二頭立ての立派な軒けん車しやである。さらに帯たい剣けんしている馭ぎよ者しやは、冬輝と同じ装よそおいの武官だった。ということは、この軒車は宮廷人のためのもの。行き先は、間違いなく宮きゆう殿でんだ。

　これが天命か否いなか、楓花にわかるはずもない。けれど生まれてはじめて、宮殿に足を踏ふみ入れることがかなうのだ。高ぶる思いとは裏腹に、緊張のせいでじわりと額に冷や汗あせが浮うく。躊ちゆう躇ちよする間も与あたえられず、楓花は奨文と馭者にうながされて軒車に乗り込んだ。

（……まずは落ち着こう。この機会に浮かれたりしないで、きちんと仕事をしなくちゃ）

　そう自分に言い聞かせたとき、無言を貫つらぬいていた奨文が口火をきった。

「これから見聞きすることは、けっして他言しないように」

「はい。もちろんです」

「あなたのことはすでにその方に伝えてある。それから、あなたに謝らねばならないことが二つある。一つは、あなたに正しいことを伝えなかったこと。それは、ほかに客がいたからだと理解してもらいたい。もう一つは、これからあなたのお会いする方が、あなたを手放しで歓かん迎げいしていないということだ」

　その言葉に、楓花の鼓こ動どうは激しくなる。いてもたってもいられなくなって、楓花はとうとう訊たずねてしまった。

「……あの！　もしかして、わたしがお茶を淹れる方というのは──」

「──主上陛下だ」

（やっぱり──熙龍帝だったんだわ！）

「どうしてわたしなんですか!?」

「叔父おじ上うえが茶師を褒ほめることなど皆かい無むだ。その叔父上があなたを気に入って褒めていた。それにたしかに、あなたの淹れた茶には、ほかの誰だれにもかなわぬなにかがあった。……だからだ」

　奨文は思し慮りよ深げな様子で腕うでを組むと、そう言ってから口を閉とざした。







　楓花が奨文に案内されたのは、庭園に囲まれてひっそりとたたずむ小宮殿、養よう宝ほう殿でんである。朱しゆに染まった壁かべや龍りゆうの意い匠しようが施ほどこされた柱、それが支える装そう飾しよく瓦がわらの屋根の優美さは、幻げん想そう的で美しい。けれど楓花には、その光景を楽しむ余よ裕ゆうなどまるでなかった。

　殿へ続く階段を上りながら、奨文は言った。

「私が話している間、一言も言葉を発さないように」

「わかりました」

　奨文が殿内へ入って行く。楓花も後に続いた。

「陛下は薬も漢方茶もいやというほど口にされている。そのどれも効果はなく、〝いずれ倒たおれれば眠るはめになる〟と決めてしまわれている。だからあなたに対しても、まるで期待をしていない。だが私はなんとしてでも、あなたの淹れた茶を陛下に飲んでいただきたい。そのために、強く説得したうえで会っていただく了りよう承しようを得たことを、覚かく悟ごしてもらいたい」

　奨文の言葉には、熙龍帝の気難しさが示し唆さされている。なにを言われても動じるなと注意されていることに、楓花はすぐに気づいた。

　浮かれるどころか、実際にここまで来てしまうと、恐おそろしさが頭をもたげてくる。宮廷を訪おとずれる日を夢に見てはいたが、それはもっとずっと先のこと。堂々と胸を張ってここを訪れる自分は、賀孟ほどの年ねん齢れいになっているだろうと想像していた。その人生計画が、大きく外れた。

　茶師として認められたばかりの、十六歳の自分のはずではなかったからだ。

　いつものようにできるだろうか。手が震ふるえて粗そ相そうをしたらどうしよう。歩くたびに全身に震えが走るのを、楓花は感じていた。

　落ち着くために帯に手を添そえて、楓花は小さく深呼吸をした。

（……ううん、大だい丈じよう夫ぶ。翠明さんが、一人前の茶師として認めてくれたんだもの）

　それは、茶で願いを叶かなえて幸せにする、流星茶房の名を背負う意味も含ふくまれていた。

（引き受けたんだから、最後までやりとげる。それに、これは間ま違ちがいなく──）

　──そう。茗聖様に近づく、最初の一歩になる！

　衛兵が両開き扉を開ける。左右に配された宮灯がほのかに照らす廊ろう下かを歩くと、その先にも扉があり、また二人の衛兵が立っていた。近づいて行くと、右に立っているのが衛兵ではなく、冬輝であることを楓花はみとめた。

「ようこそ、流星茶房の楓花」

「あっ……鄭様」

　なぜか吹ふき出した冬輝は、「〝鄭様〟はやめてくれ」と照れくさそうに苦笑する。

「俺も奨文も、名で呼んでくれていいよ」

　冬輝のくったくのない笑えみに、楓花の緊きん張ちようは少しほぐれた。だがその笑みは、奨文を視界に入れるとすぐに消えてしまった。

「ついさっきから、陛下の頭痛がひどくなってる。そのせいで、機き嫌げんがすこぶるよろしくないぞ。出直したらどうだ？」

　奨文は顔をしかめる。せっかく消えた眉み間けんの皺しわが、ふたたび深々と刻まれた。

「いや、時間がない。扉を開けろ」

（時間がないって、どうして？）

　楓花が理由を訊ねるすきもなく、目前の両開き扉が開け放たれる。うねる流雲を舞まう龍の意匠が、左右に分かれたその先に、鮮あざやかな金糸に彩いろどられた純白の几き帳ちようが障しよう壁へきとなって、真正面の奥に鎮ちん座ざしていた。

　均等に配された小ぶりの宮灯が、室内を琥こ珀はく色いろに染め上げる。床ゆかの隅すみ々ずみに配されたそれらは、几帳の向こうにおわす人物の輪りん郭かくを、影かげ絵えのように浮き上がらせていた。

　──この国の皇帝陛下が──熙龍帝が、あそこにいる！

　一歩も歩けないほど緊張する楓花の背後で、無情にも扉が閉まった。奨文にうながされながら、なんとか几帳のそばへ向かった楓花は、そこで両りよう膝ひざをつきひれ伏ふした。

「先ほど伝えた茶師をお連れしました。流星茶房の茶師、楓花と申す者です」

　畏おそれ多すぎて、楓花は額を床に押し付けた。すると、几帳の奥から静かな声こわ音ねが放たれた。

「……休めと言った命令を聞かずに、連れて来たのはその者か。まさに茶番だな、奨文。俺にはそこでひれ伏す茶師が、とりたてて秀ひいでたもののない、ただの娘むすめに見えるんだが」

　嘲ちよう笑しよう交じりの語調には、抑おさえた苛いら立だちがあきらかに含まれていた。ちくりと胸に痛みが走り、楓花は悔くやしい気持ちに襲おそわれる。だからといって一国の皇こう帝ていを相手に、文句を言い放てるわけもない。いまは傷ついたその思いを、強く押し込めるしかないのだ。

「奨文。その娘が、茗聖の生まれ変わりかもしれぬと言うのは、本当か」

　はっとした楓花は、目を見張って顔を上げた。隣となりにいる奨文が、几帳に向かって口を開く。

「はい。その可能性はあると思われ──」

「──い、いえ！　違います！」

　言葉を発してはならないはずが、思わず口をついて飛び出していた。

　奨文がきつい眼まな差ざしで楓花を横目にした。楓花の淹いれた茶を飲んでもらうために、奨文は熙龍帝にそう言って説得したのだと悟さとったものの、ときすでに遅おそい。

「答えが違うな。真実はどちらだ？　茶師楓花、答えろ」

　口を閉ざした奨文は、眉まゆ根ねを寄せるとぐっと息をのむ。楓花は背筋を正して、まっすぐに几帳を見つめた。

「そのように言っていただくのは、茶師として光栄です。でもわたしには、そんなふうに思えるちゃんとした自信がありません。自信がないのに、茗聖様の生まれ変わりかもしれないだなんて、言えません」

「……では、違うのだな？」

「はい。わたしは、茗聖様を目標にしている茶師です」

　楓花が迷いなく答えると、几帳の向こうからクスクスと、乾かわいた笑みがもれてきた。

「……目標か。ならば、あなたのような茶師は掃はいて捨てるほどいるだろう。というわけだ、奨文。茶なら自分で淹れられる。帰ってもらえ。互たがいの時間の無む駄だだ」

「いえ──陛下！　せめて一いつ杯ぱいだけでも」

　奨文が声にしたときだった。すっ、と几帳の狭はざ間まから指先が伸のびた。あっと思う間もなく、すらりとした姿態の輪郭が、緋ひ色いろの艶つややかな絹の袍ほうとなって、楓花の目前に現れた。

（──えっ！）

　楓花は瞠どう目もくし、瞬しゆん時じに身体からだをこわばらせた。几帳を背後にして立ちはだかった人物が、その顔を、唇くちびるだけを残して鼻から額までを──黒い仮面で覆おおい隠かくしていたからだ。

（──仮面!?）

　まばたきも忘れて、楓花は仮面の熙龍帝を見上げた。肌はだは透すきとおるように白い。漆しつ黒こくの仮面に空いた二つの穴から、こちらを見下ろす瞳ひとみは、血のような真しん紅くに染まって煌こう々こうとしていた。それは、猛たけり狂くるう寸前の龍の眼まなこを連想させた。

　そう見えるのは、室内を照らす宮灯のせいだろうか──いや、違う。

　──眠ねむれないからだ。

　身動きが取れずにいる楓花の前で、苦しげに瞳を細めた熙龍帝は、頭痛を和やわらげようとするかのように額に片手を添えた。腰こしを上げた奨文が、熙龍帝の身体を支えるために手を差し伸ばす。しかし、熙龍帝はそれをあっさりと払はらいのけ、冷たい声音を放った。

「その娘を、いますぐに追い出せ」

　背中を向けた熙龍帝に、奨文は食い下がった。

「いえ。この者がなんと言おうと、私も私の叔父おじも、茗聖の生まれ変わりである可能性に期待をかけております。なぜならばこの者の淹れる茶は──」

「戯ざれ言はやめろ、奨文」

　たしなめる口調で、熙龍帝が振ふり返った。

「その娘の淹れた茶を俺に飲ませるために、信じてもいない噓うそをついたのだろ。あなたの思いはありがたいし、罰ばつするつもりはない。だが、覚えておけ」

　押し黙だまった奨文は、言い当てられた気まずさを払ふつ拭しよくするかのように、眼光を強くして拳こぶしを握にぎった。そんな奨文に、熙龍帝はとどめを刺さす。

「〝ただの茶師〟の淹れた茶で、俺が眠ることはない。それならばとうの昔に、眠っているはずだからな。期待が裏切られる落らく胆たんに、いまの俺は耐たえられない。連れて行け──目め障ざわりだ」

　吐はき捨てるように告げると、熙龍帝は几帳へ手を伸ばした。楓花は焦あせった。

（待って……待って！　せっかくのこの機会を逃のがせない！　わたしはまだ──）
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　──まだ、茶師としての仕事を、なにもしていない！

「お、お待ちください！」

　中ちゆう腰ごしになった楓花が呼び止めると、奨文が驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。肩かた越ごしに振り返った熙龍帝は、楓花を睨にらむように見下ろした。

「なんだ」

　鋭するどい瞳は、よく見れば切れ長で美しかった。その眼差しに射い貫ぬかれて、うまく言葉が出てこない。しかし、このままでは帰れない。楓花は意を決して、思いの丈たけをたたみかけた。

「わたしは、茗聖様に少しでも近づきたいと思っています。一度引き受けた仕事は、最後までやりとげるのがわたしの茶さ房ぼうの信念です。どうかわたしに、機会をください。必ず──陛下の願いを叶かなえます！」

　瞠目した奨文が、息をのんで楓花を見つめていた。ゆっくりと向きなおった熙龍帝は、楓花の前に立ちはだかると、真意を探さぐるかのような眼差しを向けてきた。

　その視線から、楓花は目をそらさなかった。沈ちん黙もくが続き、肌を刺すような緊張が走った瞬間、熙龍帝は整った唇を開き、言った。

「ならば、まずは俺を喜ばせてみろ」

（──えっ？）

　意図がわからず面めん食くらう楓花に、熙龍帝は続けた。

「眠れないのに加えて、長いこと心が浮き立っていない」

　楓花は、はっとした。

「己おのれがなにを喜ぶのか、俺自身が忘れている」

　仮面に隠れているために、確かな表情はわからない。けれどその声こわ音ねには、逃れようのない苦しみの響ひびきがあり、楓花の胸はぎゅっと強く締しめ付けられた。

　熙龍帝は、楓花を見つめたまま言った。

「明晩、もしもそれができたなら、一度だけあなたの淹れた茶を飲んでやる」

　そう言い残すと背中を向けて、熙龍帝は几き帳ちようの奥へと姿を隠した。
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「……あなたには驚おどろかされた。私が諦あきらめかけたところで、あのような言葉を告げるとは」

　閉とざされた扉とびらの前にたたずんだ奨文は、心底感かん嘆たんした様子で嘆息した。

「ずいぶん早く終わったな。それで、どうなったんだ？」

　冬輝が落ち着かない様子で訊たずねてくる。ことの顚てん末まつを奨文が話すと、冬輝は一いつ驚きようした。

「きみ、すごいな！　つっても……どうするつもりなんだ？」

　実のところ、楓花にもわかっていない。熙龍帝を眠らせるための茶を淹れる前に、喜ばせなければならなくなったからだ。でも──。

　胸の痛みがまだおさまらなくて、楓花はうつむいた。

　楓花の暮らしは、賑にぎやかな楽しさに満ちていた。それをもたらしてくれたのは、翠明である。十年前のあの出会いがなければ、楓花にも苦しく辛つらい運命が待っていたかもしれないのだ。

　心が浮き立つことのない、喜びのない運命が。

（変わり者であろうが姿がどうであろうが、そんなこと関係ないわ。眠れなくて苦しんでるんだもの。そんな人を、放ってなんておけない！）

「陛下に喜んでいただけそうなことは、明日までに考えます。とにかく機会はいただけました。必ず……やりとげます！」

　楓花が言うと、奨文はそれまでこわばらせていた表情を、かすかに和らげた。

「こちらこそ、よろしく頼たのむ。とにかく、今夜は帰りなさい。明日また、私が迎むかえに行こう。冬輝、茶房へ送ってやれ」

　殿でんを出るまで、奨文は楓花を見送っていた。ふと楓花が振り返ると、奨文はまだそこにいて、切実な眼まな差ざしで楓花を見つめていたのだった。







　軒けん車しやに乗り込んですぐに、隣となりに座る冬輝が口を開いた。

「なにはともあれ、びっくりしただろう、陛下に」

「はい……」

　仮面で覆おおわねばならないなにかが、熙龍帝の顔にはやはりあるようだ。

（でも……瞳ひとみは切れ長で美しかったな）

　だが、眠れない苦く悶もんをたぎらせていて、いまにも頽くずおれてしまいそうに見えた。

「冬輝さん、陛下はどれくらい、眠っていらっしゃらないんですか」

「たぶん……十日以上は起きているはずだな」

「そんなに!?」

　楓花は驚きのあまり息をのんだ。腕うでを組んだ冬輝は、眼差しを遠くして楓花に語った。即そく位いしてから眠りが少しずつ短くなり、それとともに気き性しようが棘とげのあるものに変化した。やがてはまったく眠らなくなったのだと話す。

「奨文が時間がないと言っていたのは、次の新月までに眠れなければ、倒たおれるどころかお心が壊こわれるだろうと、侍じ医いに忠告されているからだ」

「そんな！　じゃあ、次の新月っていつですか!?」

　焦りながら楓花が訊ねると、冬輝は息をついてうつむいた。

「三日後だ。もっともすぐってわけじゃないんだろうが、それを基準にしてそうなるだろうと、侍医は予想をしているらしい。近ちか頃ごろは日によって体調がころころ変わるから、奨文はかなり焦ってる。いろいろと手を打ったものの、どれも効かなくてな。それで、奨文は賀孟殿どのが褒ほめていたきみを頼たよったんだ」

（そうだったの！　その機会を潰つぶさなくて、本当によかった……！）

　だが、安心はできない。目の前に難題が待ち受けているからだ。

　なにをすれば、熙龍帝は喜ぶのか。楓花が考えを巡めぐらせていると、ふいに冬輝が言った。

「喜ばせろ……か。陛下はたぶん、滑こつ稽けいなことを求めていない。きみにしかできないことを見てみたいんだろうな」

「わたしにしかできないこと……ですか？」

　楓花は冬輝を見つめた。目が合った冬輝は、ニッと口角を上げた。

「陛下は知的な方だ。頭脳戦とまではいかなくても、なんつーのかな……遊びめいて競きそうものがお好きなはずだ。昔からそうだったからな」

　その言葉に驚いた楓花は、つい訊きいてしまった。

「もしかして冬輝さんは陛下と、子どもの頃からのお知り合いなんですか？」

　冬輝は目を細めると、笑えみを消してうつむいた。

「……ああ。陛下である前にあの方は俺にとって、ガキの頃から一いつ緒しよにいる弟みたいなものだ。きっときみに失礼なことを言ったと思うが、本当の陛下は他人をちゃんと思いやれる優やさしい人間だ。だからこそ、いまの地位に眠ねむれなくなるほど苦しんでる。けど、俺じゃどうすることもできない。でも……だからこそ、なんとか助けてやりたい」

　そう言う冬輝こそ、優しい人だと楓花は思った。茶房では奨文をさりげなくかばい、さっきだって、この人の笑顔にほっとさせられた。どことなく翠明に気性が似ている気がして、楓花はいっきに打ち解けた。

「大だい丈じよう夫ぶです。さっき陛下に傷つくことを言われたので、意地でも眠っていただきます。それがわたしの仕返しなんです！」

　悔くやしい思いはお茶で返す！　この、自分の流りゆう儀ぎにはなにがあろうと反しない！　楓花の決意にぽかんとした冬輝は、次の瞬間破顔すると、声を上げて笑い出した。

「ハハハッ！　それがきみの仕返しか！　面おも白しろい茶師だな、気に入った！」

　ひとしきり笑った後で、くしゃりと髪かみをつかんだ冬輝は、小さくうつむいた。

「本音を言っちまうと、大陸茶で陛下が眠るわけがないって思ってたんだよな。けど、きみが淹いれてくれた茶を飲んで、考えが変わった。もしかしたらきみなら、陛下を助けてくれるかもしれない……ってな」

　かすかな笑みを浮うかべたままで、冬輝は続けた。

「俺は茶に詳くわしいわけじゃないが、きみの淹れた茶は生まれてはじめて飲んだ旨うまさだったなあ。清すが々すがしくてちょっと甘くて、まるで天てん女によの唇くちびるの味……って、それは俺の妄もう想そうだしどうでもいいな。とにかく気持ちが軽くなってな、胸がこう……喜びで満たされた感じがしたんだよな。それに、茶さ房ぼうの雰ふん囲い気きも気に入った。あれはたしかに、賀孟殿の言うとおり隠かくれ家ってやつだな。お気に入りだから、あんまり教えたくないってやつ？」

「茶房を褒められると、自分が褒められたみたいで嬉うれしいです。またいつでもいらしてください」

　そう言ったのと同時に、賀孟とのやりとりが脳のう裏りに浮かんで、楓花はクスッと笑みをもらす。翠明が帰って来たら、ふたたび闘とう茶ちやで競うはめになるのだろう……。

「……って、あっ！　あるわ！　わたしにしかできなくて、きっと陛下に喜んでいただけそうなこと！」

「思いついたのか。そいつはなんだ？」

「闘茶です！　それを、わたし一人がやります」

「闘茶？……って、飲んだ茶名を当てるやつか？」

「はい。宮きゆう殿でんには、天湖龍井茶のほかにも茶葉がありますよね？」

「まあ、あるだろうな」

「じゃあ、どの茶葉でも構わないので、わたしに淹れていただきたいんです。できれば、陛下ご自身に」

「……それを、きみが当てるっていうのか？」

　呆あつ気けにとられて冬輝が訊ねると、楓花は笑みを見せて答えた。

「はい！　その茶名を当てますと、陛下にそうお伝えください」

　ニヤッと笑った冬輝は、大きくうなずいた。

「いいぞ、陛下がお好きな感じだ。きっと喜ぶ！」







　軒車を降りた楓花は、「陛下に必ず伝える」と笑顔で言った冬輝を見送ってから、茶房へ戻もどった。店内にろうそくを灯ともし、茶ちや筒づつや茶葉を眺ながめながら考えを巡らせはじめる。

「新月まで三日。悠ゆう長ちようなことはしていられないわ」

　即そく、淹れたその茶で眠っていただかなければ、間に合わない。飲んだ瞬しゆん間かん、五感に訴うつたえかけながらも、瞬時にそれらを静めるものでなければならない。だが、直接的に眠りを誘さそう茶葉は、大陸茶に存在していなかった。

　温かな茶ちや杯はいの手て触ざわりや香かおり立つ湯気、喉のどに伝わる安あん堵どの味に心をほぐすからこそ、人々はゆるやかな眠りへと身を委ゆだねるのだ。

　しかし、熙龍帝は別である。

　薬も漢方茶も効かないとなれば、その神経の高ぶりは楓花の想像をはるかに超こえていた。

（陛下の尖とがりきった心を安らげてくれる茶葉は……どれだろう）

　楓花は売り台の突とつ起きを持ち上げ、仕分けられた茶葉を茶さじですくっては香りを嗅かいでいく。時間を忘れてしまうほど同じことを繰くり返し、やがてその一枚一枚が、ぎゅっと小さく硬かたく縮んでいる茶葉をすくった。

「珠茶……」

　香こうばしい茶葉の香りが、楓花を優しく励はげましてくれる。

　香りや味で記き憶おくが蘇よみがえることがある。哀かなしみに覆われた心を軽かろやかに救ってくれたその味は、翠明とともに見上げた流れ星の思い出と常に重なった。それはいつも寄り添そって、楓花のそばにいてくれる。だから珠茶を飲むたびに、楓花は心からほっとするのだ。

　一人じゃないと、思えるから。

「……あ！」

　そのとき、楓花は気づいた。熙龍帝にも大切な思い出があるはずだ。忘れがたいときが、場所が、記憶の中に刻まれているはず。

　もしもそれを知ることができたら、その記憶を茶葉で蘇らせることができたら──。

「……できるかな」

　ううん、そうじゃない、と楓花はすぐに叱しつ咤たし、弱気な思いを打ち消した。

　──陛下に眠っていただくために、なんとしてでも、やりぬいてみせる！
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　新月を二日後に控ひかえた翌晩。迎むかえに来た奨文に連れられて、楓花は昨夜と同じように軒けん車しやに乗り込んだ。すると奨文は常に険しい眉み間けんをほぐして、かすかに笑んだ。

「昨夜とはうって変わり、陛下はあなたの到とう着ちやくを楽しみにしているご様子だ」

　そう言う奨文こそ、嬉しそうである。

　茗聖の生まれ変わりを信じていないのに、奨文は噓うそをついてまで、楓花の淹れた茶を熙龍帝に飲ませようとしていた。褒められたことではないが、奨文のその必死さには、冬輝の思いと同等の重みがある気がした。そして楓花は、間ま違ちがいなく奨文に期待されている。だからこそ、態度がこんなにも違うのだろう。

（でも、いやな人ってわけじゃないわ。それほど陛下のことを思ってるってことだもの）

　楓花がそんなことを考えていると、奨文はほくほくと浮かれたような声こわ音ねで続けた。

「叔父おじ上うえを連敗させているあなただ。陛下がどんな茶を淹れたとしても、きっと当てるだろう。その後に、茶を淹れてくれるのだろう？」

「あっ……いいえ。今夜はお茶を淹れません」

　楓花の返答に、奨文は笑えみを打ち消して困こん惑わくした。

「なに？」

「時間が残されていないことは、冬輝さんからお聞きしました。焦あせる気持ちはわたしも同じです。だからこそ適切な茶葉を選びたいので、今夜は陛下に質問だけさせていただくつもりです」

「……質問？」

　楓花はうなずいて微笑ほほえんだ。

「はい。一つだけ」







　養宝殿へ通された楓花は、謁えつ見けんの間に入ってすぐ、驚おどろいて立ちすくんでしまった。

　仮面を着けた熙龍帝が几き帳ちようを後ろにして座り、楓花を待っていたからである。

　その手前には、花々の舞まう流りゆう麗れいな意い匠しようの座ざ卓たくがすでに配されており、天あま駆かける龍りゆうが刻まれた釜かまが、風ふ炉ろの上で湯気を立てている。茶ちや盤ばんの上には、中は純白、外は細かな文様が折り重なっている朱しゆ色いろの茶杯が一個。そして、茶杯と揃そろいの急きゆう須すも一個。一茶類を淹れるつもりらしい。

　様子を見るためか、閉とざされた扉とびらを背にして冬輝が立った。楓花は奨文にうながされて、座卓の前に座す。その場でひれ伏ふそうとすると、

「いい。やめろ」

　熙龍帝にそう言われて、楓花はすぐに居ずまいを正した。真正面にいる熙龍帝を視界に入れたとたんに、どくどくと鼓こ動どうが脈打ちはじめた。

　仮面に隠された表情の見えない顔──その瞳ひとみはやはり真しん紅くに染まっている。しかし、唯ゆい一いつあらわになっている唇の口角は、昨夜とは違い少し上がり気味に見えた。

「茶師、楓花。まずは、この提案を褒ほめてやろう」

　突然名前を呼ばれて、楓花は飛び上がりそうになりながら返事をした。

「はいっ、ありがとうございます」

「だが、せっかくの闘茶だ。勝敗の行方ゆくえが必要だろう。だから、今度は俺から提案する。あなたが茶名を当てたならば、あなたの淹いれた茶を飲んでやる。だが、もしもあなたが当てられなければ、すぐに茶房へ帰っていただく。今後いっさい、ここへは一歩も入れさせない。わかったな」

「わかりました。でも、わたしが茶名を当てたとしても、今夜は陛下にお茶を淹れません」

　けげんそうに、熙龍帝は片方の目をきつく細めた。

「……どういうことだ」

「陛下にお訊たずねしたいことがあるからです。だから今夜はお茶を淹れず、陛下に一つだけ質問をさせていただきたいんです」

「質問？」

「はい。茶葉を選ぶために、どうしても知りたいことなんです」

　熙龍帝は射るような眼まな差ざしで、楓花をとらえた。

「……いいだろう。なにを問われても答えてやる。当てられるとはとうてい思えないがな」

　そう言うと柄ひ杓しやくを持ち、まずは茶杯を温めるために湯を注ぐ。

「急須にはすでに、俺の選んだ茶葉が入っている。では、はじめよう」

　茶杯の湯を茶盤に捨てて、急須に湯を注ぎ入れる。蓋ふたを閉めて急須を持ち、茶杯に注いだ。とたんに、苔こけむした山間でたき火をしているような香りがかすかに漂ただよった。

　熙龍帝は注ぎ終わった茶杯を、すっと楓花に差し出した。

　大陸茶は製せい茶ちやの手順の違いによって、青茶に分類される烏ウー龍ロン茶ちや、緑茶、黄き茶ちや、白はく茶ちや、紅こう茶ちや、黒こく茶ちやの六茶類に分けられている。楓花は茶杯を見下ろした。どことなくとろみがある茶の水すい色しよくは、赤しやく銅どう色だ。茶杯を両手に持ち、今度はゆっくりと香りを嗅ぐ。これはやはり、堆たい積せき発はつ酵こうさせた黒茶に分類される茶らしい……が？

（おかしいな。雲うん流りゆう州しゆう原産の普ふ洱じ雲うん茶ちやみたいなんだけど、この煙けむたい香りがひっかかる）

　熙龍帝を上うわ目め遣づかいにすると、勝ち誇ほこったかのように口の端はしを上げている。ますます怪あやしい。

「いただきます」

　楓花は茶杯を口に運んだ。瞬間、独特な渋しぶみと苦さ、舌に絡からみ付くような甘さが、口の中いっぱいに広がった。

（あっ、一茶類じゃないわ。ほかにもなにか茶葉が混ざってる。しかも、適当に！）

　それぞれの茶葉の旨うま味みが、まったく引き出されていない。飲めなくはないが、おいしくはない。茶葉の相あい性しようがよくないのだ。

　茶名を当てさせないためとはいえ、大切な茶葉をこんなふうに、無む作さく為いに配合してはいけないのだと、熙龍帝はきっと知らないのだろう。もしも配合したかったのなら、それだけでもほかの茶師に頼たのんでもらいたかった。そうすればいまのような茶には、ならなかったはず。

「妙みような顔をしてどうした。わからないのか」

　眉まゆ根ねを寄せる楓花に向かって、熙龍帝はさも楽しげな語調で言った。

　知らないのだ。だから、これをしてはいけないのだと、伝えなければいけない。

　だがその前に──まずは当てる！

　誰もが顔をしかめそうな味の茶を、楓花はゆっくりと味わった。

（一茶類はやっぱり普洱雲茶だわ。これが強いのかな）

　茶を口に含ふくみ、楓花は静かに目を閉じた。舌に残る普洱雲茶の味の奥に、さらに重じゆう厚こうで濃のう厚こうな、燻いぶされたような苦みを感じとる。ああ……なるほど、これは難しい。

　もう一度飲み、暗がりに潜ひそむ旨味の名残なごりを探さぐっていく。燻された渋みに、かすかな爽そう快かいさを思わせる味が、喉のどを過ぎていく。また飲む。威い張ばり散らす二茶類の奥に、さらりとした上品な甘さが隠かくれていた。続けて飲む。うん……混ぜられた銘めい柄がらは、どうやら三種類らしい。

　時間をかけて、舌に残る味を何度もじっくりとたしかめていく。それとともに、記き憶おくしている膨ぼう大だいな数の産地と茶名が、突とつ風ぷうのように楓花の頭の中を過よぎって──。

　──合がつ致ちする。

　まぶたを開けた楓花は、息をついた。そうして、両手の中の茶ちや杯はいを見下ろす。かわいそうに、こんなふうに飲んでもらいたかったわけではないはずなのに。

　楓花は茶杯を口に寄せてすべてを飲み干し、それを座卓に置いた。

「茶杯を空にしたな。わからなかったのか」

　楓花は口元に笑みを残す熙龍帝を見つめた。

「とても難しかったです。でも、わかりました」

　熙龍帝の口元から笑みが消えた。

「……わかった、だと？」

「はい。でも答える前に、無礼を承知で申し上げたいことがあります」

　熙龍帝が押し黙だまる。緊きん張ちようが走り、楓花はさらに背筋を正した。平民の茶師が皇こう帝ていにもの申すのだ。恐おそれていては伝えられない。勇気を振ふり絞しぼるために、楓花は足の上で拳こぶしを握にぎった。

「いろんな人たちが心を込めて育てて、作っている茶葉は、茶師にとって大切なものです。いま、陛下が淹れてくださったお茶には、その茶葉の旨味が感じられませんでした」

　激げき昂こうされるのは覚かく悟ごのうえで、楓花は言葉をつむいだ。

「無作為に配合されると、茶葉の旨味は引き出されません。わたしに当てさせないためであることは、わかっています。だけどもしもそうであれば、配合だけでもほかの茶師に頼んでいただきたかったと思います。闘茶は、おいしいお茶を飲んで楽しむ遊びです。いつかまた、このようなことがあったときは、ぜひそうしてください。お願いいたします」

　無言の熙龍帝をまっすぐに見つめながら、楓花は意を決して告げた。

「では、答えます。一つ、雲流州原産の普洱雲茶。次に、弦州原産の弦げん川せん秀しゆう芽が。そして、獅国原産の白はく武ぶ烏ウー龍ロン。以上です。ご馳ち走そうさまでした」

　熙龍帝は息をのみ、瞠どう目もくした。

「……なぜ、わかった」

「十年学びました。いまも学んでいるところです。そのおかげです」

　翠明は優やさしかったが、同時に厳しい師でもあった。楓花は十年という歳月をかけて、自分の持っている才能を、ぎりぎりまで研けん磨ましてきたのだ。そのおかげで、今日がある。

　熙龍帝は、食い入るように楓花を見つめながら深く嘆たん息そくし、両りよう袖そでに手を入れた。

「……すべて、明察だ」

　そう言って口をつぐんだ熙龍帝は、まるで楓花の内面のすべてを探ろうとしているかのように、ちらりとも目をそらさない。そうしてしばらくしてから、重たげに口を開いた。

「無知であった俺への指し摘てき、ありがたく聞いておく」

　楓花はひどく驚おどろかされた。怒おこるどころか、自分のことを無知と言い放ったからだ。信じられない思いで熙龍帝を見返していると、ふいにかすかに笑えんだ。

「あれを当てるとはな。あなたの勝ちだ。それに、久しぶりに心が浮うき立った。最後には叱しかられたがな」

「えっ！　い、いえ……あの、申し訳ありません。どうしてもお伝えしなければと思って」

「謝るな。あなたのおかげで、一つ利口になった」

　どうにも噂うわさと違ちがう気がする。たしかに仮面を着けてはいるけれど、けっして変わり者などではない。むしろ知的だ。そう、冬輝の言ったとおりに。

　印象が変わっていく。本当のこの方は──いったいどんな人なのだろう。

「約束だ。答えてやる。俺への問いとはなんだ」

　険しい眼差しを見つめ返しながら、小さく深呼吸をした楓花は、静かに訊ねた。

「大切にされている、思い出の場所はありますか」

　瞳を細めた熙龍帝は、きゅっと右の口角を引くと、自じ嘲ちよう気味な声こわ音ねを放つ。

「ずいぶんくだらない質問だな。知ってどうする」

「陛下にお淹いれする茶葉を選ぶために、どうしても必要なんです」

「なぜだ」

「その場の風景や香かおりを、一いつ杯ぱいのお茶に込めたいからです」

「おかしな茶師だな。そのようなこと、できるわけがない」

「やってみなければ──わかりません！」

　その言葉は、自分に向けたものでもあった。できるかどうかはわからないが、やるしかないのだ。食い下がる楓花の真しん剣けんな様子に、熙龍帝は目を見張った。するとおもむろに目を伏ふせて、憂うれいを秘ひめた眼差しを遠くさせながら、逡しゆん巡じゆんしたあとでぽつりと声にした。

「……八歳から、二年間だけ暮らした離り宮きゆう──白はく和わ園えん」

　直後、奨文と冬輝がはっとしたかのように、絶句したのが伝わってきた。

　熙龍帝は楓花に視線を移して見すえた。足の上にのせた両手を強く握った楓花は、大きく息を吸ってから、はっきりと告げた。

「──では、明晩。わたしの淹れるお茶で、陛下をそこへ連れて行ってさしあげます」

　熙龍帝が、目を見開く。不ふ眠みんの陰かげが消えない瞳ひとみに楓花を映したまま、微び動どうだにしない。

　楓花は拝礼してから、ゆっくりと立ち上がって熙龍帝に背を向けた。冬輝が慌あわてた様子で扉とびらを開ける。廊ろう下かに出た楓花の後ろに奨文が立つと、冬輝は扉を閉めながら言った。

「茶名を全部当てたきみにもびっくりだが、陛下の思い出の場が白和園とは……驚いたな」

「その場所をご存知なんですね？」

　楓花の問いかけに、冬輝はなぜか哀かなしげな面おも持もちでうなずいた。

「ああ……。けど、あんなこと言って、どうするつもりなんだ？　楓花」

「たしかに……これは難題だ」

　軒けん車しやで質問の内容を聞いていた奨文は、あごに手を添そえて思案しはじめた。

「その場を実際に見て茶葉を決めたいとあなたは言ったが、白和園はすでにこの世にない」

「──ない！　そんな、どういうことですか!?」

　奨文と冬輝が、意味ありげに顔を見合わせる。嘆息して答えたのは、冬輝だった。

「半年前に燃えたんだ……まあ、いろいろあってな」

　半年前。それは先帝が崩ほう御ぎよして、熙龍帝が即そく位いした時期と重なる。冬輝が言葉を濁にごすのは、複雑な事情があって言いたくないからだろう。

　平民にとって、その頭上に君臨する宮きゆう廷てい内の動乱は、隠されることが常である。それでも、どこからかなにかがもれて噂にはなる。けれど楓花の耳に入っていたことといえば、せいぜいが新しく即位した熙龍帝についてのことぐらいだった。

　なにがあったのか気にはなるものの、いまはそれよりも優先しなくてはいけないことがある。たとえ離宮そのものがこの世にはなくても、景色、風の感かん触しよく、香り。周囲を目で見て体感し、まずは茶葉を選ぶことが先決だ。

「そこは、ここから遠いのでしょうか？」

「紅を出て南東の都、粤えつにある。馬であれば明朝には着くだろう……が」

　奨文はぎょっとし、楓花を見下ろした。

「まさか、行くつもりか？」

　かなわなければ、想像力に頼たよるしかないだろうと思っていた。しかし行ける距きよ離りならば、はじめからそのつもりだったのだ。

「はい。行きます！」
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　馬を貸してくださいと頼たのんだ楓花に、慌てふためいた冬輝と奨文は「一人では行かせられない」と声を荒あららげた。結果、冬輝ほか二名の武官を伴ともなうおおごとになってしまった。

「盗とう賊ぞくのこととか頭になくて、無む謀ぼうなことを言って本当にごめんなさい、すみません！」

　茶さ房ぼうに帰らずに宮廷を出発した楓花は、軒車に揺ゆられながら小さくなって頭を下げた。ハハッと冬輝は明るく笑った。

「いーから、気にすんなって。たった一杯の茶を淹れるために、ここまでする茶師なんていないじゃないか。俺も奨文も、むしろありがたく思ってるんだ。だから、きみのすることならなんでも協力してやるよ。陛下のためでもあるからな」

　その語調には、裏も表もない響ひびきがある。心の底からそう思ってくれているのだ。目つきは俊しゆん敏びんな獣けもののように鋭するどいが、心根はどこまでも優しい。翠明が姉あね御ご肌はだだとすれば、冬輝は兄貴肌という感じだろう。一いつ緒しよにいてくれるだけで、なんだか心強い。きっと熙龍帝もそうなのだろうと思った楓花は、気安さもあってうっかり口にしてしまった。

「冬輝さんがそばにいてくれるから、陛下は心強いですね」

　目を伏せた冬輝の笑みが、とたんにどこか寂さびしさを漂ただよわせたものに変わった。

「ああ……まあ、陛下には俺と奨文しかいないからな」

（──え？）

　口をつぐんだ冬輝は、腕うでを組むとまぶたを閉じた。

（どういうこと……？）

　気になる楓花を尻しり目めに、冬輝は無言を貫つらぬく。無理に起こして訊たずねるわけにもいかず、楓花はしかたなく視線を外へ移した。

　紅の城門を出て南東へ、軒車はひた走る。新月を間近にした空に月はなく、星々が水面みなものように闇やみ夜よにきらめく。後ろに見えていた城じよう壁へきの影かげは、見る間に視界から遠ざかっていった。

　暗闇の街かい道どうはうら寂しく、もちろん人影などどこにもない。たとえ馬に乗れるとしても、こんな道を一人で行けるわけがなかったのだ。あらためて思い知らされた楓花は、馭ぎよ者しやの武官と、横を走る騎き馬ばの武官それぞれに声をかけた。

「こんな深夜に一緒に来てくださって、ありがとうございます」

　振ふり返った馭者の武官は、寡か黙もくそうな青年だった。わかっていると言うようにうなずき、すぐに前を向く。騎馬の武官は潑はつ剌らつとした風ふう貌ぼうの小こ柄がらな青年で、幼さの残る笑顔を楓花に向けながら言った。

「いいんですよ。禁軍部隊長のご命令とあれば、いつなんどきでもお供します！」

　熙龍帝の護衛にはじまり、宮きゆう殿でん内や都の警護を司つかさどる禁軍の部隊長だと教えられて、目を丸めた楓花はすぐに冬輝を見た。

「えっ！　冬輝さんって、部隊長さんだったんですかっ!?」

「翼よく仁じん、照れくさいからやめてくれ。隊長つったって、いまじゃ名ばかりみたいなもんだ」

　冗じよう談だんとは思えない、珍めずらしく自じ虐ぎやく的な声色に、楓花は違い和わ感かんを覚えた。だが、翼仁と呼ばれた馬上の武官は気にしていないようだ。軒車の横を走りながら、誇ほこらしげに言う。

「またまたー、謙けん遜そんなんてやめてください。楓花さん、剣けんで隊長にかなう人はいないんですよ」

　強いらしい。優やさしい武官だとしか思っていなかった楓花は、重ねて心底驚いた。けれど、それを否定する冬輝のささやきを、楓花だけは聞き逃のがさなかった。

　一人だけいた──と言った、声を。







　静まり返った深夜の平原に、馬の蹄ひづめの音だけが心地ここちよく響く。いつの間にかうとうとしていた楓花は、夢うつつをさまよいながらも、その音が増えてこだましているような気がしてまぶたを開けた──直後。きっぱりとした語調で、馭者の武官が言った。

「──隊長、東に盗賊です」

「盗賊!?」

　声を上げた楓花は、ぎゅっと身体からだをこわばらせた。

「心配しなくていい」

　そう言った冬輝は、腰こしの鞘さやに左手を添えて外を睨にらみすえる。街道の右側、間近に迫せまる山さん麓ろくの森から、馬を駆かる無数の影がこちらに向かって来ている！

「僕が始末します！」

　矢や筒づつを背負った翼仁が叫さけび、馬のたづなを引くと軒車の後方へまわり込んだ。

「月がない。見えるか」

「なにをおっしゃる。目はもう慣れていますよ、お任せを！」

　弓の使い手らしい翼仁は、馬にまたがったまま矢筒から矢を抜ぬいて、颯さつ爽そうと盗賊に向かって行く。心臓が口から飛び出しそうになる思いで、楓花はその後ろ姿を見つめた。

　ヒュン、と矢の飛ぶ音が風に乗る。ドスン、と地面に重い音がたつ。翼仁はこだまする怒ど声せいとともに迫り来る影を、次から次へと倒たおしていく。ついに、あと一人。だがこの残党は猛もう烈れつな速さで馬を駆らせており、翼仁の矢から逃れていた。

「なんてすばしこいヤツだ！」

　翼仁が声を荒らげたとたんに、騎馬の残党が前方に立ちはだかり、道を塞ふさいだ。軒車の馬がいなないて足を止めた。翼仁はすぐさま矢を放った。その矢が、残党の左ひだり肩かたをかすめる。重心を崩くずした残党の身体が傾かたむいた瞬しゆん間かん、馬に振り落とされて地面に落ちた。身軽になった馬が走り去る。倒れた残党は剣を手にすると起き上がり、こちらに向かって駆けて来た。

「──クソッ、矢がなくなりました！　すみません、隊長!!」

　翼仁が叫んだ。

「いい、あとは任せろ！」

　震ふるえ上がる楓花の頭は真っ白だった。なにも考えられず、身動きも取れない。振り返った冬輝は、そんな楓花を安心させるためか、無理に作ったような笑えみを浮うかべた。

「たいしたことない。すぐに終わる」

　そう言って軒車を降りると、目前に迫る残党に向けて剣を抜いた──刹せつ那な。

　──スンッ！

　冬輝の剣が鮮あざやかに、水平に光った。楓花はとっさにまぶたをきつく閉じた。胸の鼓こ動どうの激しさのせいで、うまく息をすることができない。

　──ドスッ。

「さすが隊長──お見事！」

　翼仁の声で、倒れたのは残党だとわかり、楓花は胸むねを撫なで下ろす。けれど助かったという思いのほかに、複雑な感情が楓花の胸に湧わき上がり、目に涙なみだがにじんでくる。

　目を開けることができないまま、うつむき続けている楓花に、馭者の武官が淡たん々たんと言った。

「盗賊は罪人です。見み逃のがせば次の誰だれかが同じ目にあいます」

　残党を殺さなければ、こちらがやられていたのだ。よくわかっている。わかっているが、十年前に見た光景とどうしても重なる。だから苦しいし、息もできないほど辛つらくなる。

「これも僕らの仕事です」

　馭者の武官に言われて、楓花はしっかりとうなずいて応こたえた。ときに生きるものの命を奪うばわなければならない、武官とはなんて大変な仕事だろうとも思う。でも……。

（……みんな、いつかそのことに慣れて、なにも感じないようになるのかな。冬輝さんがもしもそうだとしたら、なんだか……いやだな）

「──おい。あいつだけでも弔とむらってやろう」

　突とつ然ぜんの冬輝の声に、楓花ははっとして顔を上げた。

「きみはそこで待ってろ」

「あっ！　いえ、わたしも……！」

　とっさに軒けん車しやから降りた楓花は、地面に横たわる無む惨ざんな輪りん郭かくを目にして躊ちゆう躇ちよし、足を止めた。近づけない。目に焼き付いて離はなれなくなりそうだから。

　情けない思いで、離れた場所で見守っていると、冬輝は息絶えている男の身なりを正してやり、両手を胸の上で重ね合わせた。

「悪いな。あんたもいろいろあってこんなことやってたんだろうが、こっちも死ぬわけにいかなくてな。生まれ変わったらちゃんと生きろよ」

　憂うれいを帯びた声色を放ち、冬輝は両手を合わせて目を閉じた。楓花もその場で目を瞑つぶり、冬輝の言葉と同じことを心の中で何度も伝える。やがて、冬輝がつぶやいた。

「あー……やっぱりいやなもんだな、こういうのは……」

　あ、と楓花はまぶたを開ける。深く嘆たん息そくした冬輝と目が合うと、くしゃりと髪かみを握にぎりながら、弱々しい笑みを浮かべた。

「……さあ、行くか」

　冬輝はちゃんとなにかを感じていた。そのことがわかって、楓花はほんの少し安あん堵どした。だが、苦い思いは深く残る。

　残党に向かって「逃にげて」と叫べばよかったのだろうか。剣を手にした冬輝を押しとどめるべきだったのだろうか。いや、違ちがう。そんなことではない。どちらも間違っている気がした。

（──どうして、争いは起こるんだろう）

　いま目にしたものも戦いくさだ。小さな戦だ。誰もが平等に豊かになれば、盗とう賊ぞくは減っていき、いずれ消えるのだろうか。そんな世界は、果たしてかなうのか。

　いつまでたっても答えは出ないまま、重い気分を引きずって、楓花は軒車に乗り込んだ。
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　空の闇やみが淡あわい群ぐん青じように染まりはじめた頃ころ、軒車は粤の城門を通った。

　赤あか瓦がわらの屋根がひしめく紅とは違い、この小さな都に連なる家々の屋根は黒瓦だった。

　天に向かって反る破は風ふが美しい市し楼ろうを過ぎて、ゆるやかな石だたみの坂道を行くと、樹木に囲まれた小高い丘おかの上に、白しろ漆しつ喰くいの城じよう壁へきが見えてきた。

「……あれが白和園だ」

　そう言った冬輝の眼まな差ざしは、どこまでも険しい。薄うす靄もやに包まれた城楼が目前になり、ゆっくりと軒車が停とまった。

「すぐに紅に戻もどるから、おまえたちは寝ねてろ」

　武官たちに命じた冬輝とともに、楓花は純白の城楼をくぐった。とたんに目に飛び込んだのは、雑草が乱雑に生おい茂しげった庭園の先に建つ、焦こげて朽くち果てた離り宮きゆうの成れの果てである。

　楓花は立ちすくんだ。黒瓦の破風は崩れ、燃え尽つきた柱は傾かしいでおり、いたるところに矢が突つき刺ささったままだったからだ。それはまるで、戦の後のよう──。

「代々の皇太后が愛した場所だ。粤の〝白しろ蝶ちよう〟って呼ばれててな。本当にきれいだった」

　冬輝の横顔が、一いつ瞬しゆんだけ苦く悶もんにゆがんだ。間違いない、これは動乱の傷きず跡あとだ。

「……いったい、なにがあったんですか」

「悪い、いまは答えたくない。それについては、訊きかないでくれ。話すのは、まだ辛くてな」

　そう言った冬輝は、いまにも泣きそうな顔で無理に笑った。痛々しい笑顔があまりに切なくて、よほどのことがあったのだと楓花は悟さとった。それでもこの人は、一いつ緒しよに来てくれたのだ。

「なにも知らないで、見たいだなんて言ってごめんなさい」

「いいんだ。きみのせいじゃない。それに実は俺も、久しぶりに見たいものがあったからな」

　強がるようにニッと笑うと、楓花の前を歩き出す。冬輝の口調から察するに、何度もここへ来たことがあるらしい。その証しよう拠こに、歩く足取りに迷いがない。

　庭園を横切る小川だけが、むなしくせせらいでいた。城楼から続く橋を渡わたりながら、楓花は辺りを見まわした。冬輝の言うように、きっと美しい場所だったのだろう。しかし、その名残なごりはもうどこにもない……。

（……ううん、あるわ──見つけた！）

　楓花は急いで橋を渡りきり、小川のそばで雑草にまみれて咲さく花々に近づいた。ふっくらとしたたおやかな純白の花弁──牡ぼ丹たんだ。薄うす闇やみに目を凝こらしていると、数は少ないものの、ちらほらと咲いている。人の手が加わっていたら、庭園の一面に咲き誇ほこっていたことだろう。

　さらに、みずみずしい新緑の葉の間に、小さな白い花弁を風にそよがせて、涼すずやかな香かおりを放っている花が目に留まる。けなげにこの場所を守ろうとしているそれは……。

（……茉まつ莉り花かも咲いてる！）

「白い牡丹や茉莉花が、いまよりももっとたくさん、咲いていたんですよね」

「ああ。いまごろの季節はな」

　楓花はまぶたを閉じて、純白の花々が咲き誇る庭園の光景を想像した。ゆるやかに流れる風と遊ぶ花々。枝葉を揺ゆらす木々──。

「〝白蝶〟と呼ばれていたのは、庭園の花々が白かったからですか？」

「そうだな。それと、あそこの白はく陽よう宮きゆうそのものだ。壁かべの白漆喰が日ひ射ざしによく映はえて、白い羽を広げる蝶のようだと思った誰かが名付けたんだろう」

　楓花は時間をかけて周囲を眺めた。空が白みはじめたおかげで、闇に紛まぎれていた景色がはっきりしていく。それとともに、白陽宮の痛々しさがあらわになっていった。

　何も知らない楓花が見ても、胸が締しめ付けられる光景なのだ。冬輝であればその何倍も、苦しい思いにかられているはずだ。

（無知って怖こわいな。無む邪じや気きに〝見たい〟なんて言えるんだから。そのせいで、冬輝さんを苦しめてる。いまさら後こう悔かいしても遅おそいけど……わたしの馬ば鹿か！）

　落ち込みそうな気持ちが、ため息になる。何度も嘆息した楓花がふと振ふり返ると、冬輝は城壁に向かって歩きはじめていた。と、なぜか城壁が崩れている場所で立ち止まる。どうしたのかと楓花がいぶかしんでいると、こちらを向いた冬輝が声を上げた。

「来いよ、楓花！　いいものを見せてやる！」

　きっとそれが、冬輝が見たいと言ったものなのだろう。楓花はすぐに駆かけ出して、冬輝を追いかけた。

「な、なんですか？」

　追いついたものの息が上がってうつむき、胸に手を当てながら深呼吸をしたときだ。

「見ろ」

　顔を上げた楓花は、眼下に広がる景色を視界に映した。

　黒瓦のひしめく町並みの向こうから、黄金こがね色いろの光が昇のぼってくる。その輝かがやきが屋根を照らし、黄金の平原へと染めはじめたのだ。

「──わっ、うわぁっ、すごい……！」

「だろ？　ガキのころは白陽宮の楼に上がって、よく見たもんだ。わざわざ早起きしてな」

　ここで暮らしたという熙龍帝も、いま楓花が見ている同じ光景を目にしていたのだ。

「……陛下がここを思い出の場所としたのは、きっと、楽しかったからですよね」

「そうだな。たぶん……一番幸せな頃だったんだろう。俺にとってもそうだったからな」

　日射しに目を細めた冬輝の横顔もまた、黄金の光に包まれていく。

「こいつが、ずっと見たかった。でも、どうしても来る勇気がなくてな。陛下もそうなんだろう。よくわかる。けど、俺はきみのおかげで来られた」

　そう言って、冬輝はやっと晴れ晴れと笑ってくれた。

「きみの茶で、陛下をここへ連れて来てやってくれ。昔の、きれいだった頃のここに」

　楓花の胸に、熱い思いが込み上がった。その願いは──絶対に叶かなえたい！

「なにがなんでも、全力でそうします」

　楓花は清すが々すがしい空気を、思いきり吸い込んだ。そうしてから振り向いて、ふたたび庭園を視界に入れた。朝日に輝く花々が、たしかな輪郭となって楓花の目に飛び込んできた。ほかにもまだ、咲いている花があるようだ。駆け出して近づいた楓花は、無数の花弁に包まれた白い花を、伸のばした指先でたしかめるように撫なでた。

（これは──！）

「そういや、そいつがどの花よりも多く、辺り一面に咲いていたな。どうだ、楓花。茶葉は決められそうか？」

　冬輝にそう問われて、振り返った楓花は笑えみを見せて答えた。

「──はい。決めました」







　その日の午後、楓花たちはなにごともなく皇都に着いた。

　茶さ房ぼうに戻った楓花は、冬輝たちの労をねぎらうために、心を込めて茉モー莉リー花ホア茶ちやを淹いれた。一口飲んだ翼仁は目を丸めて「おいしい！」とはしゃぐ。寡か黙もくな武官はまじまじと茶ちや杯はいを見つめ、冬輝はうっとりと息をついた。

　三人に何度も礼を伝えた楓花は、ふと思いつき、棚たなの引き出しから小さな袋ふくろを取り出して、冬輝に差し出した。

「ん？　なんだこれ」

「使った茶葉を乾かん燥そうさせて作った香り袋です。これを、陛下に渡してもらえますか」

　はぎれで作った掌てのひらにのる小さな袋の柄がらは、偶ぐう然ぜんにも白蝶だった。ニヤッとした冬輝は、それを鼻先に寄せた。

「……へえ、いい香りだな。これは……いま飲んでる茶の匂においか？」

「はい、茉莉花茶の茶葉です。それを枕まくら元もとに置いたり、衣服の間に入れたりして使うんです。欲しがる人にあげているものだし、はぎれを使ったものなので、陛下はお気に召めさないかもしれないんですけど、少しでもお気持ちが和やわらげばいいなと思って。それに、ちょうど白蝶の柄のものがあったので」

「陛下がいらないっつったら、俺がもらうよ。こいつはいいな、妹が喜びそうだ」

「えっ？　冬輝さん、妹さんがいらっしゃるんですか？」

　楓花が訊たずねると、冬輝はなぜか半目になった。

「あー……いるんだな、これが。つっても、手のつけられないわがままでな」

「けど、都で一番の美人ですよ、春しゆん遥ようさんは！　それに、舞まいの名手です！」

「わっ、素す敵てき！　じゃあ、自じ慢まんの妹さんですね！」

　翼仁の言葉に続いて楓花が小さく飛び跳はねると、冬輝はがっくりとうなだれた。

「その点に関しては俺も認めざるをえないな。けど、舞と面つら以外は全部短所だ、まったく！」

　手を焼いているらしい。楓花も兄を思い出した。楓花が走りまわってけがをすると、文句を言いながら手当てをしてくれたものだ。憎にくまれ口を叩たたいていても、冬輝が妹思いなことに違ちがいはないのだろう。兄貴肌はだな気き性しようにも納なつ得とくがいった。微笑ほほえましく思った楓花は棚へ引き返し、桃もも色いろの小花柄の香り袋を手に取って、冬輝に渡した。

「ではこれを、舞の名手で都で一番の美人の妹さんに、ぜひどうぞ」

　冬輝は喜んで受け取り、やがて三人は席を立った。そこで楓花は、冬輝を呼び止めた。

「冬輝さん。今夜のことで、お願いがあるんです。急きゆう須すはこちらで用意しますから、茶杯はなんの意い匠しようもない、まっさらな白磁のものをお願いいたします。奨文さんに、そう伝えていただけますか？」

　冬輝は笑顔でうなずいた。

「ああ、任せろ。じゃあな、楓花。今夜、頼たのむな」

「はい！」

　三人を見送ってから、楓花は扉とびらを閉めた。

　迷いはない。あの光景、風の香かおり、あの朝日。すべてを一いつ杯ぱいに込めて淹れるそれは、頭痛やめまいも緩かん和わしてくれる花はな茶ちやだ。

　緑茶や黒茶に混ぜて飲むのもおいしいが、一茶類だけを丁てい寧ねいに──。

（──願いを込めて、丁寧に淹れよう）

　棚の前にしゃがんだ楓花は、下段にある木箱を取り出した。中でひっそりと眠ねむる、透すきとおった白はく瑠る璃りガラスの急須を目にすると、小さく微笑んだ。
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　宵よい闇やみ。白磁の茶杯は用意したと言う奨文に伴ともなわれて、楓花は三度目となる養宝殿に足を踏ふみ入れた。花茶葉を入れた茶ちや壺つぼと茶さじ、茶ちや巾きん、木箱に入った急須を布包みにして持ち、奨文の後ろを歩く。

　謁えつ見けんの間の扉の前で、冬輝が笑顔で迎むかえてくれた。だが、その笑みはすぐに曇くもった。

「陛下が待ってる。けど……昨日とは違って、相当辛つらそうなご様子だ」

　奨文は同意をしめすように、小さくうなずいてから楓花を見た。

「……陛下の状態は、限界に近い。あなたに託たくすしか術すべはない」

　楓花は奨文を強い眼まな差ざしで見返し、大きく深呼吸をした。

「はい」

「開けろ」

　扉が左右に開く。昨夜ゆうべと同じく、熙龍帝は姿を見せて楓花を待っていた。だが、こちらを見上げる瞳ひとみは飢うえた獣けもののように獰どう猛もうで、正気を保つ限界が近いことを知らせていた。

（でも、焦あせらない。ゆっくり、丁寧に淹れなければ）

　座ざ卓たくを前にして、楓花は静かに座った。熙龍帝はなにも言わず、ただまっすぐに楓花を見ている。昨夜と違って言葉を発しないのは、荒あれ狂くるいそうな心を押し殺しているからだろう。緊きん迫ぱくした気配が間に漂ただよい、楓花の肌にもひりひりと突つき刺ささるかのようだ。

　その気配にさらされたとたん、〝俺と奨文しかいない〟と言った冬輝の言葉が、突とつ然ぜん頭に蘇よみがえった。それと同時に楓花の胸は、息もできないほど押しつぶされた。

　この広い宮きゆう殿でんの中で、熙龍帝に真の忠誠を誓ちかっているのは、きっと奨文と冬輝の二人だけなのだ。そのうえ、思い出の場所は焼け崩くずれている。

　そして、いま。熙龍帝自身は、触ふれたとたんに切れてしまいそうな緊張の糸をまとい、精神の限界に抗あらがっていた。こうなるまでの間には、よほどのことがあったのだ。

　この方はよほどのことを──見聞きしてきたのだ。

　楓花は包みをほどいた。木箱を開けて、急須を卓に置く。濁にごりのない、まっさらな風合いの急須を見た瞬しゆん間かん、驚おどろいたように熙龍帝の瞳がかすかに見開かれた。

　柄ひ杓しやくを手にした楓花は、風ふ炉ろの釜かまから湯をすくい、白磁の茶杯に注いで温める。

　茶壺の蓋ふたを開けて、菊きくの花を日干しにした蠟ろう白はく色しよくの花茶葉を茶さじですくう。それを見下ろしながら、楓花は生まれてはじめて全身全ぜん霊れいを込めて、この菊きつ花か茶ちやの花茶葉に願った。




　──見聞きしてきたことがなんであれ、その苦しみのすべてを乗り越こえる力を──。

　──安らぎと励はげましを、どうかこの方に──与あたえてあげてください。




　急須に、願いを込めた花茶葉を落とした。ふたたび柄杓を持ち、優やさしく湯を注いだ。

　たおやかな香りがふわりと漂い、湯の中で花びらがゆったりと開く。

　はらり。ひらり。小さな菊の花が、白和園に咲さく庭園となって、急須の中で夢む幻げんにたゆたいはじめた。その様を、熙龍帝は一心に見つめていた。

　楓花は茶杯の湯を茶ちや盤ばんに捨てて、急須を持った。黒くろ瓦がわらを黄金に染めた日ひ射ざしが光の筋となって、茶杯に注がれる。おだやかな湯気とともに、甘い芳ほう香こうが儚はかなげに立ち上った。とたんに、正座をして横で見守っていた奨文の表情が、柔にゆう和わにほころんだ。

「菊花茶です。どうぞ、お飲みください」

　楓花は熙龍帝に茶杯を差し出した。しかし、熙龍帝は茶杯を持たない。代わりに奨文を見やると、息も絶え絶えの声こわ音ねを吐はき出した。

「……四つもの眼まなこに見られていると、いまにも乱心しそうだ。奨文、せめてこの者と二人きりに」

「御ぎよ意い」

　立ち上がった奨文が、間を出て行く。扉が閉とざされた後で、熙龍帝は茶杯に視線を落とし、ためらいがちに指先を伸のばした。両手で持つとまぶたを閉じ、意を決したように唇くちびるへ寄せた。

　──すっ。

　のどへ流した瞬間、熙龍帝は長く深く息を吐いた。それはまるで、身体からだ中に巣くった憑つき物を解き放つかのようだった。

　ふたたび飲み、また息をつくと、今度は口元に笑みが広がる。熙龍帝はなにも言わずに、時間をかけてゆっくりと味わい、そのたびに急須を見つめ、何度も吐と息いきをもらした。

　そうしてやがて、飲み干した茶杯を置いた。

　目を閉じた熙龍帝は、座卓に両手を添そえたままうつむき、地の底まで伝わりそうなほど深く嘆たん息そくした。しばらく微び動どうだにせずにいると、そのうちにゆるりと顔を上げ、静かにまぶたを開けて楓花を視界に入れた。

「──見事」

　最高の褒ほめ言葉である。喜びに満たされるのを感じながら、楓花はやっとの思いで言った。

「身に余る光栄です」

「……どこで覚えた？」

「どこで、とおっしゃいますと？」

　急須に視線を移し、熙龍帝はか細い声を放つ。

「……菊花茶は、飲んだことがある。だが、あなたの淹いれた茶の味はそれとは違う。しかも、白瑠璃の急須ははじめて見た。このように淹れることを、あなたはどこで覚えたのだ」

「茶さ房ぼうの主あるじでもある師から、教えてもらいました」

　楓花を見た熙龍帝は、かすかに口の端はしを持ち上げた。

「真の才を持つ者は、良い師に恵めぐまれる。あなたにはそれがあるのだな」

　また沈ちん黙もく。伝えるべき言葉を探さぐるように、熙龍帝は楓花を上うわ目め遣づかいにした。その瞳には、聡そう明めいな輝かがやきがかすかに宿りはじめていた。

「……黄金に染まる、黒瓦の光景。ずっと見たいと思っていた。しかしそれは、庭園に菊が咲き誇ほこっていた、過去のあの場から眺ながめる光景であって……いまではない。それをあなたは、茶で見せてくれたのだな。俺に」

　ふたたび急須を見つめると、熙龍帝は独り言のようにささやく。

「……こうして眺めていると、心から安あん堵どする。茶は、目でも楽しむものなのか。また一つ、あなたに教えられた」

　思いがけないその言葉に、楓花の胸はいっぱいになった。熙龍帝を見つめることしかできずにいると、やがてその瞳がとろりと細められた。

「……なにより、あなたの淹れる茶の味には、奥行きがある。胸の奥に押しやっていた、思い出を蘇らせる力のような。ほのかな光の世界……そのようなものを、旨うま味みの奥に感じた」

　ささやくような声音をもらしながら、熙龍帝のまぶたが眠たげに閉ざされていく。

「……あの楽しかった頃ころの純じゆん粋すいさが、戻もどる思いだ。些さ末まつなことなどなにもかも忘れて、はしゃぎまわっていた子どものような無む邪じや気きな力が、みなぎってくるような。まさに夢見心地ごこち……」

　まぶたが重たげに落ちていく。うつむき、小さくあくびをした──瞬間。

「……眠い」

　ふっ、と全身の力が抜ぬけたかのように、まぶたを閉じた熙龍帝の身体が、ぐらりと傾かたむいた。

（──あっ！）

　とっさに腰こしを上げた楓花はそばへ駆かけ寄って、熙龍帝の身体を抱だきとめた。

「へ、陛下……!?」

　楓花の肩かたに頭を預あずけた熙龍帝は、口元に笑えみを浮うかべたまま、うっすらとした寝ね息いきをたてていた。

（えっ！　う、うそ……寝ちゃった……？）
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　艶つややかな黒くろ髪かみが、楓花の指先をくすぐる。仮面が頰ほおに触れるほど近い。その奥のまつげの長さに気づき、楓花の胸はぐんと高鳴った。熙龍帝の袍から、上質な白びやく檀だんの香こうが匂におい立つ。

（……いい香かおり……じゃなくって！）

　どんどんと熙龍帝の身体の重みが増していく。どうやら本当に、眠ってしまったらしい。

　楓花はなんとか力を込めて、熙龍帝の身体を抱かかえ直し、その場に横たわらせようと試みた。けれど、磨みがき上げられた板いた床どこがやけに滑すべってうまくいかず、うっかりぺたんと座ってしまう。その足に熙龍帝の頭をのせた体勢で、あろうことか落ち着いてしまった。

（ど、どうしよう……）

　いまや楓花の足は、熙龍帝の枕まくらと化していた。

「あっ……あのっ、奨文さん……冬輝さんっ……」

　熙龍帝を起こさないよう、声をひそめて呼びかけてみるも、返事はない。もう一度声を出そうとした寸前、熙龍帝の頭が心地よさげにかすかに動く。息を止め、ぎゅっと身体に力を入れて固まった楓花は、そのとき熙龍帝の袖そで口ぐちからなにかが落ちたことに気づいた。

　床ゆかに落ちたそれは、楓花が贈おくった香り袋ぶくろだった。

（──あ。持っていてくれたんだわ！）

　穏おだやかな寝息をたてる熙龍帝を、楓花は見下ろした。けっして高価なものではないそれを、肌はだ身み離はなさずに持っていてくれたのだ。

　まるで、正気を保つための、お守りを持つように。

「……な……んと……！」

　いつの間にか扉とびらを背にして立っていた奨文が、あ然として言った。その横に立つ冬輝も目を見開いて固まっている。身動きのできない楓花は、武官の訓練を受ける新人のごとき姿勢のよさで、眉まゆを八の字にさせながら言った。

「ね、眠ねむってしまわれました。それであの……た、助けてください……っ」
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（……終わった）

　奨文と冬輝から、重ね重ね礼を告げられながら、楓花はその夜茶房に戻った。大役を見事に果たしたというのに、心にぽっかりと穴が空いたようなこの感覚はなんなのか。

「とにかく、終わっちゃったんだもの。もう、あそこへ行くこともないわ」

　それに、熙龍帝に会うこともないのだろう。その事実に、なぜだか深いため息がもれて、椅い子すに腰かけたままぼんやりとしてしまう。

「本当はどんな人なんだろ。もっと……話してみたかったな」

　そう思ったところで、楓花はいつもの日常に戻ったのだ。地道な人生計画を、続ける日々に還かえったのである。

　そう信じきっていた、五日後。

　店を閉めるために楓花が軒のき先さきに出ると、いましも店内に入ろうとしていた様子の奨文に、突とつ然ぜん出くわしたのだ。

「わっ！　し、奨文さん!?」

　飛び上がるほど驚おどろいた楓花は、奨文の姿が幻まぼろしではないだろうかと、何度もまばたきをした。

「店じまいのところ、申し訳ない」

　しゃべった！　幻ではないらしい。慌あわてて店内に奨文を招き入れ、椅子に座らせる。どうしたのかと楓花が訊たずねると、奨文はため息交じりに答えた。

「あなたにいただいた花茶葉を淹れているのだが、陛下がそれを飲まれないのだ。二度ほど飲まれたきりで、それ以後は手もつけずに除のけてしまわれる。陛下自身はなにも言わないが、たぶん、あなたの淹れた茶でなければ、お気に召めさないのだろう」

「えっ？　じゃあ、陛下はまた眠っていらっしゃらないんですか!?」

「以前よりは眠っておられるが、あなたが茶を淹れてくれた夜のような、長く深い睡すい眠みんはとられていない」

　それを聞いてほっとしたものの、わからない。どうして飲まれないのだろう？

「お渡わたしした花茶葉は、わたしが淹いれたものと同じです」

「わかっている。だが、私や女によ官かんの淹れた茶とあなたの淹れた茶では、味の違ちがいもさることながら、あきらかになにかが違うのだろう。私にはわかる」

　神しん妙みような面おも持もちで、奨文は楓花を見た。

「ほかの誰だれにも成せなかったことを、あなたは果たした。あなたは見事に、長く苦しんだ陛下の願いを叶かなえたのだ。誰にでもできることではない」

　奨文の言葉に噓うその響ひびきはなかった。純粋に、心からそう思ってくれているらしい。

「……正直なところ、私は茗聖の生まれ変わりなど信じてはいない。だからあなたのことも、叔父おじ上うえのように生まれ変わりだなどとは、もちろん考えてはいない。しかしあなたには、茗聖に匹ひつ敵てきする茶師の素質があるかもしれないと、私は思いはじめている」

「そっ、そんな……いくらなんでも褒ほめすぎです！」

　慌てる楓花を見て、一いつ瞬しゆんだけ小さく笑んだ奨文は、腕うでを組むとうつむいた。

「……このようなことをあなたに話すのははばかられるのだが、陛下の政務の量は尋じん常じようではないのだ。私は先せん帝ていにも仕えていたが、その数倍は働いておられる。民たみに課す税はそのままで財源を確保するには、大だい胆たんに切り込まねばならぬ場があってな。この半年、そこにぶら下がる権力者を説とき伏ふせるのに、多大な努力をしておられた。それ以外にも多くのことを成しておられる。私はそれを、そばで見ていた。眠れなくなるのも、当然だったのだ」

　難しい政治のことは、話されても楓花にはわからない。けれど奨文の言葉で、一国の皇帝が背負う重荷の片へん鱗りんは想像できた。

　龍国は、いくつもの戦乱の果てに五国が統一された大国である。熙龍帝は、その頂点に君臨しているのだ。あらためてそのことに気づかされて、楓花は胸の高ぶりを感じた。

（わたしはその方に、お茶を淹れたんだわ。しかも、足を枕にされて……！）

　いまさら、いたたまれない思いに襲おそわれてきた。しかたがなかったとはいえ平民の娘むすめが、陛下の頭をこの足にのせてしまったからだ。

（……どうしよう。深く考えたことなかった！）

　頭を抱えてしまいたい！　そんな衝しよう動どうに震ふるえる楓花を見て、奨文がけげんそうに言った。

「どうした、楓花？」

「な、なんでもありません……っ」

　自分の足を枕にしたことなど、眠っていた熙龍帝は知らないはずだ。心の中でなんとかそう自分に言い含ふくめていると、奨文が静かに言った。

「楓花。また、陛下に茶を淹れてはもらえないか」

　思いもよらなかったその申し出に、楓花の鼓こ動どうはどくんと大きく跳はねた。

「あなたの淹れた茶でなければ、陛下は安らぐときを過ごせない。陛下は言葉にされないが、同じことを願っているのではないかと私は思う。だから来たのだ」

　そう言うと、奨文はふっと微笑ほほえんだ。

「あなたにいただいた香り袋を、常に袖そでにひそませているのが証しよう拠こだろう」

「あれを？　陛下はまだ、持っていてくださっているんですか？」

　奨文はうなずいた。楓花の思いに迷いはなかった。これを逃のがすわけがない！

「お店を閉めた後でもよければ、もちろんです。ぜひ、お茶を淹れさせてください！」

　熙龍帝のことを知れば、なにがあったのかもいずれわかるかもしれない。それを知ったところで、自分になにができるのか、楓花自身にもよくわかってはいなかった。けれど心は、いやおうなしに浮き立ってくる。

（陛下に──また会える！）

　茶を一いつ杯ぱいくれと奨文にねだられて、楓花は天湖龍井茶を用意した。湯気の立つ茶ちや杯はいを差し出すと、奨文はそれを両手で包みながらささやいた。

「……少し、叔父上のように信じてみたくなる……」

　はい？　と楓花が聞き返すと、奨文は端たん整せいな横顔に、意味深な笑みを浮かべた。

「いや、なんでもない」

　そうつぶやくと口をつぐみ、茶杯を口に寄せた。
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　翌日。包みを持った楓花は奨文に伴ともなわれて、六日ぶりに養宝殿へ通された。

　すでに見慣れた殿でん内の廊ろう下かを歩き、真正面にある両開き扉の前で楓花が立ち止まると、先に右へ曲がった奨文が振ふり返った。

「いや、そこではない。こちらだ」

　楓花は慌てて、奨文の後を追った。廊下の柱には天に昇のぼる龍の細工が施ほどこされており、天てん井じよう近くの明かり取り窓は、雲の意い匠しようで彩いろどられていた。その窓から射さし込む月光が、廊下をほの青く幻げん想そう的に照らしており、柱の龍を優美に浮うき上がらせていた。

　どこへ向かっているのかと、不安になった楓花が奨文に訊ねようとした矢先、冬輝と翼仁が守る両開き扉が視界に飛び込んだ。どうやらあそこに熙龍帝はいるらしい。

「あそこも謁えつ見けんの間ですか？」

　きっとそういった部屋がいくつもあるのだろう。外側からは小さい殿に見えていたが、やはりここも宮きゆう殿でんの一部。奥へと続けば迷めい路ろのように広いのだ。すると、扉の前で立ち止まった奨文が答えた。

「いや。ここは陛下の寝ね間まだ」

　一瞬、楓花の思考は停止した。

「……はい？」

「陛下が眠るところだよ、楓花」

　冬輝がさらりと念を押した。なるほど、眠るためのお部屋なのか……。

（……って、それって、妃きさきじゃないと入れないところなんじゃ……!?）

　そのような場所に自分のような平民が、果たして入っていいものなのか……？　否いな！

「さ、さすがにわたしは入れませんって！　無理です無理無理っ！」

　おろおろする楓花に、奨文はこともなげに言う。

「あなたの淹れた茶で、陛下が謁見の間で眠られたら、また私たちがここまで運ばせていただくことになってしまう。そうであれば、こちらで淹れてもらったほうが都合がよいのだ」

「だったら、ほかの場所で淹れます。それをどなたかがこちらに運んでくれたら、丸くおさまります！」

「見たいとおっしゃるのだ。あなたが茶を淹れるところを」

　それではもう、どうしようもない。顔面蒼そう白はくになった楓花に、冬輝が笑いかけた。

「まあ、落ち着けって。きみは特別なんだよ。それに、取って食われるわけじゃない。ここで茶を淹れるだけだ。陛下が飲み終わったら、きみは帰るだけ」

　言われてみればたしかに、茶を淹れる場所が寝間であるというだけだ。深い意味はなにもないのだと、楓花は自分を納なつ得とくさせた。とにかくここまで来てしまったのだ。入るしかない。

「わ、わかりました。取り乱してすみません。突然すぎてびっくりしてしまって」

　扉とびらを開けてもいいかと、奨文が楓花を覗のぞき込む。

「はいっ」

　楓花が返事をすると、冬輝と翼仁が扉を開けた。床ゆかの宮灯が、室内を夕暮れ色に染めていた。流りゆう麗れいな花々の彫ほり物が蔦つたのように、四方の壁かべ一面を艶つややかに飾かざる。色とりどりの細かな刺し繡しゆうが美しい几き帳ちようが、天女の衣ころもを思わせる軽かろやかさで寝しん台だいの柱に結ゆわえられてある。

　その寝台に背を寄せて、ゆったりとした純白の絹の寝衣の肩かたに、緋ひ色いろの褙はい子しをさらりと羽織った姿で、熙龍帝は床に座り書物を読んでいた。

　仮面の奥の視線が楓花に移った。その瞬間、楓花の背後でゆっくりと扉が閉まった。

　風ふ炉ろは床にすえられており、漆うるし塗ぬりに金の龍が踊おどる小ぶりの座ざ卓たくに、茶ちや盤ばん、茶ちや壺つぼ、白磁の茶杯が揃そろっている。熙龍帝は無言のままで、座卓を挟はさんだ目の前を、すっと手でしめした。

　ぎくしゃくとした動きで楓花が座ると、熙龍帝と向かい合う形になる。すでに経験済みの位置関係なのだが、さらに近いこの距きよ離り感かんに慣れない。気まずさと緊きん張ちようで、足の上に置いた包みをほどく楓花の指先は、あきらかに震えていた。

「どうした。ずいぶん震えているな」

　からかうような声こわ音ねでそう言われ、息をつめて楓花が顔を上げると、書物に視線を落とす熙龍帝の顔が間近だ。なんと答えたらいいのか思いつかなくて、無言のまま視線を手元へ戻もどすと、熙龍帝がクスッと笑みをもらすのが伝わった。

「あなたの足を枕まくらにした相手に、いまさら怯おびえることもないだろう」

（うそ！　覚えていたの!?）

「どど、どうしてそれをっ」

　ぎょっとして顔を上げると、熙龍帝は書物に視線を落としながら、口元をほころばせた。

「奨文にそう聞いただけだ。俺にはその覚えはないがな」

「あれはあのっ、大変な失礼を……！」

　熙龍帝はけげんそうに片目を細めた。

「失礼？」

「はい。わたしは身分のない平民です。光栄なお仕事のご依い頼らいをいただいて、茶師として参っておりますが、本当はこういった場所に来られないことは知っています。そういう者の足に陛下のその……あ、頭をのせてしまって」

　柄ひ杓しやくを持つ手の震えが止まらない。落ち着かなければと息をついたとき、熙龍帝がバサリと書物を閉じた。

「──煌こう慶けいだ」

　突とつ然ぜんの名乗りに驚おどろき、動きを止めた楓花は目を見開いた。視界に映る熙龍帝は居ずまいを正すと、強い意志を込めた視線で繰くり返す。

「俺の真の名は朱しゆ煌慶。あなたに失礼な発言をしたことを悔くいている、あなたと同じ人間だ」

（悔いている……？）

　黒くろ水ずい晶しようのような美しい瞳ひとみだった。これが熙龍帝の本当の瞳の色なのだと気づいた楓花は、同時にその真しん剣けんな眼まな差ざしに射い貫ぬかれてなにも言えなくなる。熙龍帝はフッと右の口角を上げた。

「〝ただの茶師〟が、あのような茶の銘めい柄がらをすべて当てたり、一杯の茶を淹いれるためだけに、わざわざ白和園まで行ったりはしないものな。無礼なことを言ってすまなかった」

「い、いえっ……ご存知だったんですか」

「奨文も冬輝もなにも言わなかったし、俺も問わなかった。だが、香かおり袋ぶくろとあなたの淹れた茶で、実際に行ったのだと悟さとった」

　そう言うと、熙龍帝は小さく微笑んだ。

（……やっぱり、噂うわさと違ちがう。あんなの、誰だれかが面おも白しろおかしく広めてるだけなんだわ）

　それを真に受けていた自分が許せない。これからは、見聞きしたこと以外は信じないぞと心に決めて、楓花は柄杓で湯をすくった。すると、熙龍帝がそれを止めた。

「待て。いまあなたの淹れた菊花茶を飲んだら、俺はきっと眠ねむってしまう。あなたと少し話したい。まだ淹れるな」

　言われるままに楓花が柄杓を置くと、両りよう袖そでに手を入れた熙龍帝は楓花を見つめた。

「俺はずっと眠りを求めていた。その願いを、あなたは見事に叶かなえてくれた。今度は俺がそうする番だ。褒ほう美びをやる。なにか欲しいものはないか」

　茶葉の値段以上の報ほう酬しゆうは、奨文からすでに貰もらっている。それ以外の褒美など、楓花はとっさに思いつかなかった。

「事情があり、高価なものというわけにはいかないが、できる限り用意する。髪かみ飾かざりでも袍ほうでも、なんでもかまわない。言ってみろ」

（……本当になんでもいいのなら──見たいものがある！）

「霊れい廟びようを見ることはできませんか？　茗聖様が祀まつられていると聞いたことがあります。それをぜひ、見てみたいんです」

　笑えみを消して、熙龍帝は瞠どう目もくした。

「霊廟？　本当にそれでいいのか」

「わたしにとっては、最高のご褒美です！」

　興奮気味にうなずく楓花に向かって、熙龍帝は口の端はしをゆるやかに上げた。

「あなたはいつも、俺の予想を超こえた言動をするな。それがあなたの願いならば、造作もない」

　すっと立ち上がった熙龍帝は、肩にかけていた褙子の袖に腕うでを通す。寝台の下から鞘さやに収まった剣けんを取り出し、慣れた仕草で帯にくくると、褙子でそれを隠かくした。

（……宮殿内を歩くだけなのに、陛下が帯剣？）

　違い和わ感かんを覚えた楓花を気に留めることもなく、熙龍帝は言った。

「ついて来い。見せてやる」







　樹木に囲まれた霊廟は、湖が望める庭園の奥に、ひっそりと建っていた。辺りは暗く、頼たよりになる灯あかりは闇やみ夜よに浮うかぶ三日月と、熙龍帝が持っている手て提さげ灯どう籠ろうだけである。

　門をくぐった楓花は、熙龍帝とともに霊廟内へ足を踏ふみ入れた。ひんやりとした空気にさらされた直後、熙龍帝が灯籠を掲かかげた。

「これが、茗聖の姿だ」

　灯りが廟内を照らした瞬間、灰色の彫ちよう像ぞうが楓花の視界に飛び込んだ。

　袖そで丈たけの短い袍に、襞ひだが幾いく重えにも折り重なっている裳もを穿はいている。重ね合わせた両手を前に添そえた茗聖の像が、台座の上から楓花を見返していた。

　長い髪かみを一つに編んで束ねており、背に流している彫像は、奨文と同じくらいの年ねん齢れいに見えた。秀ひいでた額、気き鋭えいを秘ひめた瞳、一文字に結ばれた唇くちびる。

　堂々たるその姿は、楓花に畏い怖ふの念を抱いだかせた。

「これが、茗聖様……！」

　胸の高ぶりをおさえられないまま、楓花は像に近づいてまじまじと見上げた。生しよう涯がいでこれが最初で最後かもしれないと、必死になって目に焼き付ける。ずっと熙龍帝に見つめられていることに気づきもせず、楓花は彫像の足元に跪ひざまずいた。

　──あなたのような茶師になれるよう、どうかお導きください。

　そう願ってから顔を上げたとき、彫像の首飾りが目に留まった。それは、龍りゆうが彫られた平らな石に、編み紐ひもを通して房ふさを下げたものだった。

「首飾りをしていたんですね」

「石は紅玉。茶聖の証あかしとして当時の帝みかどから贈おくられたものだ」

　立ち上がった楓花は、熙龍帝を振ふり返った。

「陛下は見たことがあるんですか？」

「もちろんだ。茗聖の生まれ変わりに贈るため、皇族に代々伝わっている。だが、それを首に下げた茶師は、いまだに皆かい無むだ」

　茗聖が亡なくなって途と方ほうもない歳月が過ぎている。けれど一度も、生まれ変わりはあらわれてはいない。楓花は思わずつぶやいてしまった。

「……生まれ変わりの方は、どこにもいないんでしょうか」

「夢物語にすぎぬことだ。いるわけがない。茗聖を尊んではいても、生まれ変わりを信じる者など、いまでは宮きゆう廷ていに一人もいないだろう」

　楓花の隣となりに立った熙龍帝は、冷ややかな語調で告げた。皇こう帝てい自らに否定されると、気落ちしそうになるものの、楓花はそれでも信じることをやめたくなかった。もしも会うことが叶うなら、教えを乞こい、肩かたを並べられる茶師になりたいと思う。けれど同じ時代に生きることがないのなら、茗聖の遺志や居場所を守りたい。だからこそ──。

「わたしは生まれ変わりではありませんが、いつか必ず、茗聖様のような茶師になります」

「……あなたはなぜ、そんなにも強く茗聖を目指すのだ」

　楓花は熙龍帝に語った。幼いころの戦いくさのこと、そこで大切な人々を亡くしたこと。

「茗聖様のような茶師になれたら、戦を止められると思って、茶師になりました。十年前のあの戦を最後に、この国は平和になって、獅国とは茶葉の交易が行われるほどにもなりました。でも、いつかまたどこかで、戦が起こるかもしれない。そうなったときに、敵国との間に立って戦を止められるような茶師に、どうしてもわたしはなりたいんです」

　茗聖のような茶師になれたとしても、どうやって戦を止めるのか。それはまだ、楓花にもわかってはいない。熱い思いだけが空まわりしているような気がして、自然にため息がこぼれた。すると、熙龍帝が静かに言った。

「──〝名君のそばに、茶聖あり〟」

　はっとして、楓花は熙龍帝を見上げる。熙龍帝は茗聖の像を見つめていた。

「茗聖が寄り添い、名君と呼ばれた帝とともに生きた、当時の側近の言葉だ。以後、代々の皇帝は血ち眼まなこになって茗聖の生まれ変わりを捜さがした。その者がそばにいれば、我われこそが名君であると、配下の者たちにしめす証になるからな。だが、一人も成せなかった。やがて捜すことを諦あきらめていまに至っている」

　言葉をきった熙龍帝は、意味深な眼差しを楓花に向けた。

「俺も生まれ変わりなど信じてはいない。だが、あなたの淹れる茶には、ほかの茶師にはかなわないなにかが、たしかにある。旨うまい茶を淹れられる茶師ならば、いくらでもいるだろう。しかし、あなたのような茶を淹れられる茶師は、たぶん、あなたをおいてほかにはいない」

　熙龍帝の真剣な眼差しに、楓花の鼓こ動どうは激しく脈打ちはじめた。

「茗聖のような茶師になりたいと言うのなら、自分を試ためすために──背せ伸のびをしてみろ」

「せ──背伸び、ですか？」

「そうだ。茗聖であったらどうしただろうかと想像し、考えて、同じことを成す。それをする価値が、あなたにはきっとある。そして俺は、そんなあなたを見てみたい」

　吸い込まれそうな黒い瞳に心を打たれて、言葉を忘れる楓花に、熙龍帝は続ける。

「茶がもたらしたこの出会いを、生かすも殺すもあなた次し第だいだ」

　そのとき楓花はあらためて、心底思い知らされた。いま自分は、皇帝と話しているのだ。想像していただけの日々が、いつの間にか現実になっている。そう自覚したとたん、空まわっていただけの熱い思いに、たしかな目的が刻まれた。

（茗聖様だったらどうしただろうって、想像して、考えて、同じことを成す！）

　これはけっして逃のがせない。皇帝に寄り添える、生涯で一度きりの機会だろう。楓花は強く拳こぶしを握にぎり締しめて、まっすぐに像を見上げた。

「……生かします、もちろん！　だから、いまから背伸びを──してみます！」

　熙龍帝がフッと笑みをもらすのが聞こえた。とっさに横を向いた楓花は、すでに背中を向けて歩く熙龍帝に気づく。慌あわてて像におじぎをし、霊廟を出て行く熙龍帝を追いかけた。

　楓花が追いついたとき、熙龍帝は前を歩きながらぽつりと言った。

「俺も同じだ。精せい一いつ杯ぱい、背伸びをしている最中だからな」







　庭園を歩きながら、楓花は目線の先にある熙龍帝の肩を見つめていた。

（……陛下が背伸びをしているだなんて、どういうこと？）

　噂うわさでは若いようだが、年齢はいったいいくつなのか。言動から察するに、楓花よりもずっと年上だろう。この人について知らないことばかりだと、楓花が小さく嘆たん息そくした直後、前の熙龍帝がふと立ち止まる。と、すぐさま灯籠を消して楓花の手首をつかみ、

「なにも言うな」

　来た道を足早に引き返すと、突とつ然ぜん木こ陰かげに身を潜ひそめた。

（──えっ！　なに？　なんなの！）

　混乱する楓花の耳に、熙龍帝は口を寄せてささやいた。

「人が来る。面おも白しろいことが聞けそうなのだ。静かにしていろ」

　その声が耳に優やさしくかかって、楓花の頰ほおはじわりと熱くなり、顔が赤くなった。暗がりでよかったと思いながら、楓花はしっかりうなずいて、幹を背にしている熙龍帝の横に並んだ。

　ぼそぼそとした話し声が、大きくなってきた。すると熙龍帝は「それでは姿が見えてしまう」と楓花の左袖をつかみ、強く引き寄せるやいなや、右みぎ腕うでですっぽりと楓花を包み込んだ。

（わっ、うわ……っ！　叫さけびたい……けど叫べない！）

　どくどくと楓花の鼓動が暴れだした──そのとき。

「……それで？　斐丞じよう相しよう閣下は戻もどられたのですか」

　甲かん高だかい男の声こわ音ねが、ちょうど木陰の向こうで止まった。熙龍帝の腕の力が増して、強く抱だき寄せられた楓花は、身を硬かたくしながら必死に息を押し殺した。

「先ほど戻られたそうだ。明日は閣下のお屋や敷しきで宴うたげが催もよおされる。三日後、正せい殿でんで報告する手はずになっているらしい」

　答えたのは、くぐもった声の男だった。瞬しゆん間かん、熙龍帝の目が鋭するどく光った。

「うまくいったのでしょうか」と甲高い声の男。

「閣下だぞ。うまくいったに決まっている」ともう一人の男。

「それを聞いて安心しました。閣下はやはり頼たよりになります。まったく、主上の強ごう引いんさには呆あきれるばかりです。あれこれと勝手に押し進めてしまわれる。閣下が不在だった間も、かなりの女によ官かんが後宮から出されました」

「閣下も聞き及およんでいる。兄に比べればたかが小こ僧ぞうだと、甘く見て遊ばせておいた私の責任だとおっしゃっていた。そろそろその責任をとってやる、とも」

（兄に比べて？　陛下にはお兄さんがいたの？）

　楓花はおそるおそる熙龍帝を見上げた。視線を落としている熙龍帝の眼光は、これ以上ないほど鋭い。甲高い声の男が、嘲ちよう笑しようめいた語調で続けた。

「兄の仮面を着けたところで、兄に成り代われるはずがないものを」

「それを主上に突つきつける役目を、閣下は担になっておられるのだ。なんにせよ──」

　男たちの声が、木陰から遠ざかりはじめたときだ。

「──さっさと失態を見せて、玉座から転げ落ちるがいいのだ」

（──なに!?　なによ、いまの!!）

　カッと頭に血が上った楓花の肩で、熙龍帝はきつく拳を握った。やがて二人の声は遠ざかり、すっかり聞こえなくなった。それでも熙龍帝は、楓花の肩に拳を置いたままだった。

　ふくれ上がる疑問が、次から次へと楓花を襲おそった。熙龍帝の手が肩から離はなれた。

「予想以上に……面白い話だったな」

　そう言う熙龍帝の口元に、笑えみはなかった。

「お、面白くなんかありません！　こそこそとあんなことを話すなんて汚きたないし、陛下に対して失礼です！　よく知らないけれど、あの方たちはいったい──」

　怒いかりで興奮する楓花の唇くちびるに、熙龍帝の冷たい手先がそっと触ふれた。くっ、と言葉をのんで楓花が押し黙だまると、顔を近づけた熙龍帝は、楓花の目を険しげに見つめながら言った。

「茶師、楓花。いま聞いた言葉だけで、わかるはずだ。俺のいまの立場がな」
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　翌朝。楓花は一いつ睡すいもできないまま、突っ伏ぷしていた茶さ房ぼうの卓たくから顔を上げた。

　昨夜ゆうべ、養宝殿へ戻った熙龍帝は、以後一言も発しないまま茶を飲んで、楓花を帰した。その深く考え込むような様子が気がかりだったうえに、頭が冴さえて寝ね付つけず、結局一晩を茶房で過ごしてしまったのだ。

「……うう。ぐるぐる考えているうちに、朝になっちゃったわ。お店を開けないと！」

　大きくあくびをしてから扉とびらを開けて、楓花は朝の空気を胸いっぱいに吸い込んだ。そうしながらも頭の中に浮うかぶのは、熙龍帝のことばかりである。

　熙龍帝には兄がいた。しかし、玉座に上がったのは兄ではない。では、その兄はいったいどこにいるのか。さらに、斐丞相閣下と呼ばれる者とその一派は、熙龍帝に反旗を翻ひるがえそうとしている。そのことを、どうやら熙龍帝自身も知っているらしい。そして──仮面だ。

　熙龍帝はなぜ、兄の仮面を着けているのか。白和園はどうして、あのようになってしまったのか。手て練だれの冬輝が意味深につぶやいた、彼よりも強い剣けんの達人とは誰だれなのか。

　疑問は山のようにある。けれどたった一つだけ、楓花にもわかることがあった。

　熙龍帝の立場は、宮きゆう廷てい内で危あやういのだ。だから身を守るために、帯剣しているのだろう。

「それを知ったからって、わたしはどうすればいいんだろ……」

　うつむきかけた楓花の脳のう裏りに、茗聖の彫ちよう像ぞうが過よぎる。同時に、熙龍帝の言葉も耳の奥で蘇よみがえった。

（そうだわ。茗聖様なら──どうする？）

　茶で励はげまし、支えた気がする。それをするためには、事実を知らなくてはならない。そう思う一方では、〝話すのは、まだ辛つらくてな〟と言った冬輝の言葉も、脳裏を過っていく。

（でも、無知ではいたくない。また誰かを傷つけてしまうかもしれないもの）

「……うん。今夜、陛下に訊きこう。話したくないって言われたら、それでもいいから」

　平民の茶師が、宮廷の内情を皇こう帝ていに訊たずねるのだ。それまでの楓花であれば、躊ちゆう躇ちよして遠えん慮りよしていたことである。だからこれは楓花にとって勇気のいる、背せ伸のびと言える決意だった。







　その日の夜も、楓花は奨文の後ろに続いて城門をくぐった。と、前を歩く奨文が、養宝殿の手前でふと立ち止まった。つられて楓花も歩みを止めると、衛兵が立っている段上の両開き扉から、一人の男が出て来た。

　奨文よりも年上だろう。銀色に映る白しら髪が交じりの髪かみを背に流し、金糸の刺し繡しゆうに彩いろどられた紫むらさき色いろの袍ほうをまとっている。段上に立って切れ長の瞳ひとみを奨文に移すと、骨張った頰が盛り上がり、薄うすい唇の口角がにんまりと上がった。

「久しいな、奨文。姿が見えぬから、どこぞへ療りよう養ようにでも出向いているのかと思っていたぞ」

　両りよう袖そでに手を入れた格好で、階段を下りはじめたその男が、ゆっくりと近づいて来た。

「……お屋敷での宴えん席せきを楽しんでおられると思っておりましたが、いらしていたのですか。斐周殿どの」

　斐周と呼ばれた男は、奨文の目前に立つと、まなじりを鋭くさせて言った。

「斐丞相閣下と呼べ」

　この人だ！　楓花は身をこわばらせた。奨文は確固たる態度で告げた。

「では、私のことも、李丞相と呼んでいただきたい」

　強欲さをあらわにして眉まゆをひそめた斐周は、しかし、見下すような笑みを浮かべた。

「まあいい。左と右の丞相同士、仲良くやろうではないか。しかし忘れるな。右の貴き殿でんはしょせん、副丞相。いまのうちに、せいぜいその肩かた書がきを死守するがいい」

　斐周を睨にらみすえた奨文は、怒りを抑おさえたような声音を放った。

「それで？　貴殿が陛下に何用か」

「体調が麗うるわしいと聞いて、ご機き嫌げんうかがいに参っただけだ」

　斐周の視線が、奨文の後ろにいた楓花に向けられた。とたんに、嫌けん悪おをあらわにする。

「そのみすぼらしい娘むすめはなんだ」

　楓花が眉根を寄せた瞬間、奨文は右手をきつく握にぎった。

「〝斐丞相閣下〟ともあろうお方に、そのような品性に欠けた発言は不ふ釣つり合いでは？」

　奨文のあからさまないやみをものともせずに、斐周は蛇へびのごとき眼まな差ざしで楓花を見すえながら、ハッと鼻で笑った。

「そうか、おまえだな？　奇き妙みような茶を陛下に淹いれているという茶師は。まさか、安い阿あ片へんでも混ぜているのではないだろうな」

（──なんてこと言うの！　そんなわけないじゃない!!）

「違ちがいます！　そんなことしてません！」

　顔を上げた楓花は、奨文の肩かた越ごしにある斐周の目を、精せい一いつ杯ぱいの強い眼光で睨み返した。

「くだらない麻ま薬やくなんて、わたしの淹れるお茶には必要ありません！　そんなものがなくたって、茶葉はちゃんと、素す敵てきな夢を見せてくれます！」

　振ふり返った奨文は、目を見張ったまま微び動どうだにしない。笑みを消した斐周は、いまいましげに楓花を睨んだ。

「平民の茶師の分際で生意気な。ここは、おまえのような者が訪おとずれていい場ではない。奨文、あまりその娘をつけあがらせるな。宮廷の品位が下がるぞ！」

　舌打ち交じりに吐はき捨てた斐周は、背中を向けて歩き去った。奨文の右の拳こぶしが、悔くやしげに小刻みに震ふるえていた。

「……まったく、なんて男だ！　斐周があなたに失礼なことを。本当にすまない、楓花」

　振り返った奨文は、気き遣づかわしげな眼差しで楓花を見下ろした。

「謝らないでください。そうするのはあの人です！　いったい何者なんですか!?」

　語気を荒あららげて訊ねた楓花に、小さくなった斐周の背中を見やりながら、奨文は眉み間けんの皺しわを深くした。

「……先帝とは、異母兄弟の血けつ縁えんにある。アレは……陛下の叔父おじだ」

　楓花は、心臓が止まるほど驚おどろいた。口を閉とざした奨文は、殿へ続く階段を上りはじめた。
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　楓花が通されたのは寝ね間まではなく、中庭が望める回かい廊ろうだった。

　花々や樹木の枝葉がさらさらと揺ゆれる様を、輝かがやく緋ひ色いろの袍を身にまとった熙龍帝は、回廊の板いた床どこに腰こしかけて眺ながめていた。仮面に隠かくれた横顔で表情を読み取ることはできないが、斐周との謁えつ見けんが楽しいものではなかったことを、熙龍帝の座しているたたずまいで楓花は察した。

　熙龍帝のそばには小ぶりの風ふ炉ろと釜かま、茶ちや壺つぼ、茶道具の一式がすでに用意されており、楓花はそれらを前にして座った。茶壺の中の茶葉は菊花茶ではなく、天湖龍井茶である。

「まだ眠ねむりたくはないが、茶は飲みたい。今夜はそれを淹れてくれ」

　熙龍帝に言われてうなずき、楓花は柄ひ杓しやくを持った。手を動かしている間も、奨文の言葉が頭から離れない。すると、熙龍帝がぽつりと言った。

「……すれ違ったのではないか」

「はい。陛下の叔父上様だと、奨文さんに教えてもらいました」

　両袖に手を入れた姿で、熙龍帝は横顔の口元に冷れい笑しようを浮かべた。

「なかなか愉ゆ快かいな性格をしているだろう」

　冗じよう談だんめいたその皮肉に、気の利きいた返事が思いつかない。動どう揺ようで言葉が出てこない楓花に、熙龍帝は言った。

「あの人があなたになにを言ったかは想像がつく。小こ賢ざかしい弱き犬が吠ほえているだけだ。なにも気にしなくていい」

　その言葉はまるで、自分に言い聞かせているかのようだった。

「わたしは平気です。陛下もあんな方のことなんて、気にしないでください！」

　ふんっと鼻息を荒くさせて、楓花はずいっと両手に持った茶ちや杯はいを差し出す。はっとしたように、熙龍帝は流し目を向けてきた。

「……あなたは察しがいいな」

　片手で茶杯を受け取ると、押し黙だまった熙龍帝は目を伏ふせながら口に寄せた。そんな熙龍帝を見つめながら、楓花は勇気を振り絞しぼった。

「昨夜ゆうべ一晩、陛下のことをわたしなりに考えてみたんです。それで、陛下の立場はとても危ういんだと思いました。でも、わかったのはそれだけです」

　熙龍帝が楓花を流し見た。意を決して、楓花は続けた。

「陛下。半年前になにがあったのか、わたしに教えてくれませんか」

「……なぜ、知りたいのだ」

　突つき放すような冷たい語調に、楓花の気持ちは萎なえそうになる。それを押し殺すように、楓花は足の上で拳を握った。

「茶師として陛下を支えるために、知りたいんです。これがわたしの──背伸びです」

　熙龍帝は目を見開き、楓花を凝ぎよう視しした。一歩も譲ゆずらない一心で、楓花はその鋭するどくも美しい瞳を見返した。すると小さく嘆たん息そくした熙龍帝はうつむき、ささやくように言った。

「……叔父に会うたび、俺はここにいるべき人間ではないと、思い知らされる。ここにいるべき人間は、半年前に死んだ」

（──死んだ!?）

　息をのんで瞠どう目もくした楓花に、熙龍帝ははっきりと告げた。

「俺の兄が」

　そして熙龍帝──煌慶は、独り言のように語りはじめた。







　正せい妃ひとの間に生まれた兄の瀏りゆう儀ぎは、第二皇妃との間に遅おくれて生まれた煌慶を、年が離れていることもあり本当にかわいがってくれたと言う。

「俺の母は神経が細くてな。父である先帝の渡わたりがないと、それだけで気き性しようが荒くなる性分だった。そのたびに兄は自分の部屋に俺をかくまって、一いつ緒しよに眠ってくれた。年が十も離れていたから、俺にとって兄はずいぶん大人に見えたし、いつも憧あこがれだった」

　六歳になったとき、第二皇妃は衰すい弱じやくのうちに他界した。以後、煌慶は宮きゆう殿でんを離れ、乳母うばのもとで育てられることになる。離り宮きゆうを転々とする生活が続く中で、もっとも幸福を感じたのが、白和園で過ごした二年間だったそうだ。

　瀏儀はことあるごとに、幼なじみの冬輝を伴ともなって白和園を訪れ、友もなくさびしがる幼い煌慶と遊び、楽しませてくれたと話す。そう語る熙龍帝の眼差しは遠く、心から懐なつかしんでいるのが楓花に伝わった。

「馬に乗り、剣けんを教わり、一緒に朝日を見たものだ。あの黄金の平原を眺めながら、いずれ皇こう帝ていになったときの夢を、兄はいつも語っていた。兄が皇帝になれば、この国は素す晴ばらしく栄えるだろうと俺も夢に見た。早く大人になってそんな兄を支えたいと、あのときに誓ちかったことを覚えている」

　幼い第二皇子の夢は、玉座に座ることではなかった。そこにおわす皇帝を、支えることだったのだ。けれど──。

「……兄には妃きさきが一人だけいてな。先帝が病に倒たおれて意識を失ったとき、叔父の派は閥ばつに狙ねらわれるのを恐おそれて、兄は身ごもっていた妃を後宮から密ひそかに逃にがした」

「叔父の……って、まさか、斐丞じよう相しよう閣下の派閥ですか？」

「そうだ。叔父は自身の異母兄けいであり、俺の父でもある先帝の頃ころから左丞相の地位にいる。だがそれに満足せず、国の頂点に立つ野心を抱いだき続けている。虎こ視し眈たん々たんと先帝の崩ほう御ぎよを、長い間願っていたはずだ。その機会を逃のがすわけがない。真っ先に狙われるのが、兄と兄の子だ。俺と冬輝、奨文が協力して、白和園に妃をかくまった。兄は一足遅れて着くはずだった。だが……着いたのは血まみれの武官だった」

　道中で瀏儀が襲おそわれたと、武官は言った。冬輝と奨文は武官を連れて、すぐに向かった。妃とともに離宮に残ったのは、侍じ女じよと離宮を囲む数人の武官、そして煌慶である。

「兄は、冬輝ですらかなわない手て練だれだった。だから、生きていると俺は信じた。だが違ちがった」

　その後に教えられた言葉に、楓花の胸は息もできないほど押しつぶされた。

　瀏儀を守るべき武官たちのほとんどが、一度に彼を襲ったのだ。

「味方と思われていた武官の中に、そうではない者たちが紛まぎれていたのだろう。同じくして、白和園に火矢が飛んだ。敵と味方が入り乱れる中、燃える殿内で妃が倒れた。そのときに妃が……俺に言ったのだ」

　──あなただけでも逃げなさい。逃げて、生きて、瀏儀様の代わりに玉座を守って！

　立ちすくむ煌慶の目前で、妃は炎ほのおにのまれていった。

「その後のことは、記き憶おくにない。気づいたときには、雪の降る外に立っていた」

　あまりのことに絶句した楓花を、熙龍帝はまっすぐに見返した。

「戻もどった冬輝が身を挺ていして俺を助けてくれた。しばらく身を潜ひそめてからここへ戻ったとき、叔父は俺を見て笑った。兄の陰かげに隠れてばかりいたおまえに、なにができる。手を下さずとも、おまえはいずれ玉座から転がり落ちる。その無様な終しゆう焉えんを見物してやる。そう言いたげな、勝ち誇ほこったような笑えみだった。叔父に見下されているおかげで、俺は生きてここにいるのだ」

　熙龍帝は淡たん々たんと、まるで他人ひと事ごとのように話した。

「宮きゆう廷ていでは常に、力のある者に誰だれもがなびく。兄が亡なくなった後に権力者のほとんどが、兄に守られてばかりだった俺に不安を抱き、叔父の派閥に加わる者と、宮廷と距きよ離りを置く中ちゆう庸ようを決め込む者に分かれた。いまやこの宮廷にあって俺の真の味方は、奨文と冬輝の二人だけだ」

　斐周の蛇へびのような眼まなこが、楓花の頭の中に過よぎった。身み震ぶるいするほどおぞましい。

「──か、閣下は裁かれないんですか。そんなひどいことをしたのに！」

「権力の天てん秤びんの重みが、同じであればそれもいい。しかし、こちらが軽々と浮ういている現状だ。もしもいま俺が、あの地位から叔父おじを引きずり下ろして断罪すれば、宮廷はふたたび血の海と化す」

（……じゃあ、なにもできない──？）

　楓花は、足の上の拳こぶしを強くした。

「……そんなことがあったなんて、わたしは全然知らなかった……！」

「あなたの世界と俺の世界には、隔へだたりがあるからな」

　その隔たりを越こえて、楓花はいま、ここにいる。

　熙龍帝が、眠れない真しん紅くの瞳ひとみで見つめてきたあのとき、よほどのことがあったのだと楓花は思った。たしかにそのとおりだったのだ。しかもそれは、終わってはいない。

　悔くやしさと憤いきどおりが涙なみだになって込み上がり、楓花の頰ほおに流れ落ちた。

（わたしが泣いてどうするの！）

　とっさにうつむいた楓花が、焦あせって涙をぬぐおうとしたとき、すっと頰に冷たい指先が触ふれた。はっとして顔を上げると、手を伸のばしている熙龍帝と目が合った。

「あなたは泣けるのだな。俺はもう、泣けなくなった」

　親指が、楓花の頰を優やさしくなぞった。つん、と涙をその指で払はらうと、名残なごり惜おしそうに手を放して、熙龍帝はふたたび庭を見た。

「……俺はここにいるべき人間ではない。だが、理由はどうあれ、そうなった。そうであれば、挑いどむしかない。兄と妃のためにもな」

　そして、冷めた茶杯を口に寄せた。

「……しゃべりすぎた。しかし、気が少し楽になった」

　強がりではなく、心からの笑みを横顔に浮かべて、熙龍帝は静かに言った。けれどその瞳の奥には、鋭い光が宿っている。

　強い夜風が、ざっと吹ふき抜ぬけた。熙龍帝の艶つややかな黒くろ髪かみが風にそよぎ、袍ほうの袖そでが一いつ瞬しゆんはためく。輝かがやく三日月に照らされたその姿が、刹せつ那な、いましも飛び立とうとする龍りゆうのように、楓花の目に映った。




　嵐あらしに挑む、いさましい──緋ひ色いろの龍のように。




　もっと知りたいと、楓花は強く思った。この人のことを、もっともっと知りたい──。

「──あの！　陛下。もっとたくさん、なんでもわたしに話してください。どんなことでもいいですから！」

　熙龍帝がこちらに顔を向けた。

「なんでも？　なぜだ」

「陛下のことを、もっとよく知りたいからです」

　真しん剣けんな面おも持もちで、熙龍帝は両袖に手を入れながら楓花に向きなおった。その姿が、なぜだかひどく眩まぶしく見えて、楓花は照れ隠かくしに視線を落とした。

「わたしの師が……翠明さんが、昔言ってくれたんです。どんなに辛つらいことがあっても、一いつ杯ぱいのお茶に慰なぐさめられる。それと、誰かとおしゃべりをすることも大事だって」

　熙龍帝は無言だった。かまわずに楓花は続けた。

「わたしは翠明さんに会えたから、茶師になれました。そういう縁えんを、お茶はときどき連れて来てくれます。いまも、わたしは縁があってここにいるので、その縁をちゃんとつなげたいと思うんです。陛下とたくさんおしゃべりをして、そのときに合ったお茶を淹いれて、これからはわたしなりに陛下を──」

　楓花が言葉につまると、熙龍帝がうながした。

「俺を、なんだ」

　顔を上げた楓花は、まっすぐに熙龍帝を見つめた。

「──陛下を、励はげましたいんです」

　黒くろ水ずい晶しようの瞳が大きく見開かれた。心を射い貫ぬかれたかのように、微び動どうだにしない。

　やがて、熙龍帝は楓花を視界に入れながら、凜りんとした態度で言った。

「ならば、俺を陛下と呼ぶのをやめろ」

「……えっ！」

「いまのままではまだ、あなたとの間に隔たりを感じる。気安く語るには、互たがいの身分を忘れることが重要だ。俺はただの煌慶、あなたもただの楓花」

　思いもかけない提案に、楓花はあんぐりと口を開けてしまった。

「わたしはもちろんかまいませんが、そっ……れはさすがに……！」

「忘れろ」

　一いち途ずな眼まな差ざしをきらめかせて、熙龍帝は続けた。

「俺が皇帝であることを忘れろ。俺も忘れる。あなたといるときだけは」

　楓花の鼓こ動どうが、大きく跳はねた。息が止まってしまいそうなほどの美しい瞳が、楓花の姿を映している。本気なのだと楓花は思った。熙龍帝は本気で、そう言っている。

　楓花は無む性しようにときめく思いを押し殺し、熙龍帝──煌慶を見つめ返した。

「わかりました。──煌慶様」

　煌慶は満足そうに笑んだ。だが、その笑顔は仮面に覆おおい隠されて、見えるのは瞳と口元だけである。いまだからわかる。煌慶の顔を守っているそれは、きっと。

「その仮面は、お兄様の形見なんですね」

　煌慶は右手の長い指先を伸ばすと、おもむろに仮面を覆いながら言った。

「そうだ。兄は舞まいの名手だった。宴うたげのときにはこの面を着けて、必ず披ひ露ろうしてくれた」

「どうして、それを着けているんですか」

「己おのれを守るためだ。これを取る勇気が……俺にはまだない」

（まだない？　じゃあ、外したいって思ってるの？）

　美び醜しゆうを隠すためではないらしい。煌慶はゆっくりと、仮面から手を放した。

「……即そく位いするとき、国中から大勢の者たちが何百と集まった。俺を値ね踏ぶみする無数の目に怯おびえ、兄のように堂々と振ふる舞まいたいと願って着けたのだ。これをしている間は、兄に成り代われている気がして、叔父と対たい峙じできる。それに、胸を張っていられる」

　言葉をきり、煌慶は小さく嘆たん息そくした。

「白和園の動乱にあって、やけどでもして〝醜みにくく〟なったから着けているのだろうと思っている者たちがいる。母に似て気性の荒あらい〝変わり者〟だからだと、あざ笑う者たちがいることにも気づいている。そんな噂うわさは俺にとって些さ末まつなことだ。問題は、己自身にある」

　噂の真相が、楓花の腑ふに落ちる。嘆息した煌慶は、静かに続けた。

「これは、己の弱さの証あかしだ。兄の面に頼たよっているいまのままでは、叔父や宮廷にいる誰もに見下され続けるだろう。面を取り、己自身で挑み、いまの地位を守らねばならないとわかっているのだが、その一歩が……いまだに踏ふみ出せない」

　そう言って楓花から顔をそむけると、自じ嘲ちよう気味に口の端はしを上げた。

「……あなたに甘えて、情けないことを話しすぎた。いまのは忘れてくれ」

　煌慶は兄の仮面に頼り、兄に成り代わろうとして、背せ伸のびをしていたのだ。そのことに思いあたった楓花の胸は、ひりひりと焼け付くように痛んだ。

「情けなくなんか、ありません。話してくださって、ありがとうございます」

　兄に勝まさることはできないと、煌慶は信じきってしまっている。けれどそれは、きっと違ちがう。いま以上の税を民たみに課さないために、大変な政務をこなしていると、奨文が言っていたからだ。

　味方の少ない宮廷で茨いばらの道を歩むには、なにかに頼るしか術すべがなかったのだろう。はじめはそうだったのかもしれない。だがいまの煌慶は、それを乗り越えて、前に進みたがっている。ただ、そのきっかけがないだけで──。

（──そうだわ！）

　そのとき、楓花の頭の中にとある茶葉が浮うかんだ。

「煌慶様におすすめしたいお茶があるので、明日、お淹れします！」

　いぶかしげに煌慶は片目を眇すがめた。

「……茶？」

「はい。明日は急きゆう須すはいりませんから、代わりに蓋がい碗わんをお願いいたします」

　楓花は、励ますように微笑ほほえんだ。







　茶さ房ぼうに戻もどった楓花は、棚たなにある大ぶりの茶ちや壺つぼを手に取った。蓋ふたを開けてから、中の茶葉を小さな茶壺に入れ替かえた。

　知らされたことの重さに、楓花の心も沈しずんでいく。理り不ふ尽じんなことが山のように、煌慶を襲おそっていたのだ。眠ねむれなくなるはずである。

（でも……すごい人。逃にげないで挑むって、決めてるんだもの）

　小さな茶壺を抱だきしめて、楓花は椅い子すに座った。いまの自分にできる精せい一いつ杯ぱいのことをしようと心に決めながらも、斐周に対するやりきれなさと腹立たしさで、頭はどんどん冴さえていった。

　結局この夜も、楓花は眠れないまま、茶房で朝を迎むかえたのだった。
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　煌慶の寝ね間まに用意されていたのは、天あま駆かける龍りゆうが描えがかれている、青花白磁の蓋碗だった。

　柄ひ杓しやくを持った楓花は、釜かまの湯を蓋碗に注いだ。碗を温めている間、巾きん着ちやくから小さな茶壺を出して開け、紙に包まれた球状のものを一つ取った。煌慶は興味深げに瞳ひとみを輝かがやかせた。

「それは？」

「遊ゆう江こう州しゆう産の銀ぎん球きゆう茶ちや、これも緑茶です。内側から丁てい寧ねいに茶葉を寄り合わせて作られているので、とんぼ玉のように丸い形なんです」

　楓花は蓋碗の湯を茶ちや盤ばんに捨てて、白はく豪ごうで覆われた茶葉の固まりを碗に入れた。釜の熱湯を手早く柄杓ですくい、碗に注ぐ。清すが々すがしくも芳ほう潤じゆんな香かおりとともに、茶葉の一枚一枚が碗の中で遊び出し、蕾つぼみを開かせる花びらのように湯の中で咲さきはじめた。

「はじめて見る茶だ。面白いな」

　煌慶が碗に手を伸のばすと、楓花は「まだです」と制した。

「冷めるぞ」

「我が慢まんしてください」

　にこっと笑って、楓花は碗を見下ろした。腕うでを組んだ煌慶は、茶葉がほぐれて広がっていく様をじりじりと見つめる。しばらく待つと、萌もえ黄ぎ色いろの茶葉がのびのびと開ききった。だが、湯気は薄うすく消えかかっている。

「一いつ煎せん目です。どうぞ」

　煌慶は碗にのせた蓋を少しずらして、口に寄せた。すっ──と飲んだものの、

「……うん、旨うまいな。かすかに甘く爽さわやか。さっぱりしていて好みだ」

　なぜか遠えん慮りよがちにそう言うと、どこかやや不満げな眼差しで楓花を見た。そんな煌慶を、楓花はどこ吹ふく風で受け止める。すると、煌慶はニヤッと口角を上げた。

「さては、なにか企たくらんでいるな」

「うっ……い、いえ。なにも企んでいませんよ？」

「……ふうん」

　納なつ得とくのいかない様子で茶を飲み続ける。最後の一口を飲み干すと、蓋碗を座ざ卓たくに置いた。

「では、二煎目です」

　すでに開ききっている茶葉に、楓花はふたたび湯を注いだ。冷えきって萎なえた茶葉は息を吹き返し、嬉うれしそうに踊おどり出す。

「どうぞ」

　煌慶は先ほどと同じように、蓋をずらしながら碗を口に運ぶ。静かにすする音をたてたとたん、煌慶の口元がほころんだ。

「……ああ、旨い！　味がまろやかでさらに甘くなった。気分が軽くなる思いだ……。さてはこの茶は、二煎目が本当の味か？」

「はい。好みもありますが、わたしはそう思っています。一煎目は茶葉が開くのを待つので、そのぶん冷めてしまいますし、味も少し薄めです。でも二煎目では、誰だれもがおいしいと感じる真実の味を、堂々と教えてくれるんです」

　煌慶が楓花を真しん剣けんに見つめていた。楓花はその目から視線をそらさずに続けた。

「昨日、煌慶様のお話を聞いたとき、このお茶がとっさに浮かびました」

「……この茶が？　なぜだ」

「一煎目の味の道筋を真似まねながらも、二煎目はそれを乗り越こえて、もっと深い味わいを伝えてくれる。なんだか煌慶様に似ているなあって、思ったからです」

　驚おどろいたように、煌慶は大きく目を見開いた。楓花は言葉を続ける。

「煌慶様は大変な政務をこなしていると、奨文さんはおっしゃっていました。だから、わたしは思うんです」

　足の上できゅっと拳こぶしを握にぎった楓花は、煌慶にまっすぐな眼まな差ざしを向けながら、素す直なおな思いを声にした。

「きっといまの煌慶様なら、お兄様の仮面がなくても、一煎目を乗り越えられるはずです。このお茶の──二煎目の味のように」

　煌慶は息をのんで押し黙だまった。唇くちびるを引き結んだ楓花は、その様子を一心に見守った。

　しばらく沈ちん黙もくした煌慶は、小さく息をつくと、思し慮りよ深げな様子で目を伏ふせた。両手に持った碗を口に寄せる。そうして最後まで味わい、飲み干してから、茶葉が残る碗をそっと置いた。

「……まいったな、あなたには」

　そうつぶやくと、楓花を上うわ目め遣づかいにして苦く笑しようをもらした。

「噓うそつきめ。やはり企んでいたではないか」

「いえっ！　た、企んでいたわけではないのですが、お茶で励はげますことができればと……！」

　しどろもどろになる楓花に、口の端を上げて煌慶は言った。

「……わかっている。まさか、茶に励まされるとはな」

　小さく笑んだ煌慶は、ふたたび碗の中の茶葉に視線を落とした。

（……うまく伝わったみたい。励ませたのなら、よかった）

　楓花はほっと安あん堵どの息をもらした。煌慶がいますぐに仮面を外すことはなくても、励ましが伝わったのなら充じゆう分ぶんだ。そう思いながら、楓花はなにげなく碗に描かれた龍を視界に映す。

「昨日、煌慶様の姿が一いつ瞬しゆん、龍のように思えました。その碗の絵のような……」

　声にしながら、楓花はあくびが出そうになるのを必死で堪こらえた。冴えわたっていた意識の緊きん張ちようが、励ませたとわかった瞬間、ぷっつりとゆるんでしまったらしい。

「龍？」

　とろりとした寝ねぼけ眼まなこで、楓花はこっくりとうなずいた。

「はい。嵐あらしに挑いどんで飛び立つ……いさましい龍のように思えました。それで、励ましたいと思ったんです。そうできたのなら、嬉しいです……」

　夕暮れ色に染まった室内がいやに心地ここちよかった。風ふ炉ろから漂ただようほのかな暖かさもちょうどよくて、どうしようもないほどの強い睡すい魔まが襲ってきた。

（……どうしよう、帰らなくちゃいけないのに）

「すみません……とても眠くて……少しだけ……」

　まぶたがひどく重くなっていく。もういっときも起きていられなくなって、楓花がまぶたを閉じきったときだ。ぐらりと身体からだが傾かしぐ寸前、ふわりとなにかに抱きとめられた。それは煌慶の腕のような気もしたが、迫せまる眠気に抗あらがえないせいで、よくわからない。

「……楓花」

　自分の名を優やさしく呼ぶ煌慶の声が、耳をくすぐりながらも遠くなっていく。

　もう、楓花は夢の中にいた。その夢で、楓花は緋ひ色いろの龍の背に乗って空を飛んでいた。きらびやかな龍の髭ひげが風になびいて、楓花の頰ほおを愛いとしげにそっと撫なでる。くすぐったくてクスクスと笑うと、今度は髪かみを撫でる感かん触しよくを意識の遠くで感じた。

　髪の中に誰かの指先がそっとすべり込んで、大切なものを扱あつかうように梳すいていく。それが誰の指先なのかもわからないまま、楓花は極ごく彩さい色しきの夢に身を委ゆだねていった。

　にこにこと、安堵の笑みを浮かべながら。







（なんてふかふかの雲なの……ううん、これって雲じゃなくて、布ふ団とん……？）

　うっすらとまぶたを開けた楓花は、花々が刺し繡しゆうされた枕まくらを視界に入れて、こんなに素す敵てきな枕を持っていたかなと寝返りをうった。すると、黒髪の後頭部が視界に飛び込む。

（……って、うそでしょ！）

　慌あわてた楓花は、とっさにバッと跳はね起きた。寝しん台だいに身体を寄せていた黒髪の持ち主が、振ふり返る。書物を閉じ、楽しげに右の口角を上げると、

「やっと起きたな」

　からかうような声こわ音ねだった。寝台の上でちょこんと正座した楓花は、わなわなと震ふるえ出す。なんという失態！　あろうことか、皇こう帝てい陛下の寝台で眠ねむりこけてしまうとは……！

　しかも、ここで眠っていたということは、誰かが運んでくれたはず。それをしたのは煌慶以外にありえない。

（わっ……わあっ……！　わたしったら、なんてこと!!）

「も、もも、申し訳ございません！」

　慌てなくていいと笑う煌慶の言葉を聞かず、楓花は急いで腰こしを上げ、寝台から足を投げ出した。そのときに足が煌慶の肩かたをかすめてしまい、うっかり軽く蹴けってしまった。

「あっ！　ごっ、ごめんなさい、申し訳ありません！　どうしよう……！」

　処しよ罰ばつされてもしかたのない過あやまちである。ぺたんと床ゆかに座り込んだ楓花は、ずるずると煌慶から離はなれて後ろに下がり、震えながら額を床に押し付けて謝った。

　名を呼ぶようになって、気安くなりすぎていたのだと、楓花は自じ戒かいしながらきつくまぶたを閉じる。どくどくと波打つ鼓こ動どうが激しくて、室内に響ひびきわたってしまいそうだ。

　すると、煌慶は低い声音を放った。

「……あなたにそういう態度をとられると、意地の悪いことをすればよかったと後こう悔かいをするから、やめてくれ」

　楓花はおそるおそる顔を上げた。黒くろ水ずい晶しようの艶つやめいた眼差しが、すぐそばにあった。

「い、意地の……？」

　目の前にしゃがんだ煌慶は、腹立たしそうに口角をぐっと下げた。

「やせ我が慢まんなどせずに、いっそあなたの隣となりで眠ってしまえばよかったと思うからだ。そうしても、あなたには文句など言えないはずだものな」

　その意味を嚙かみ砕くだいた楓花は、ボッと顔を赤くして身を硬かたくした。なにか言うべきだ。けれど、なにを言ったらいいのか思いつかない。視線を泳がせて怯おびえる楓花の頰に、突とつ然ぜん煌慶の右手が触ふれた。ビクッとした楓花がとっさに目を瞑つぶると、耳元に煌慶の息がかかる。

「俺の前で、いまのような態度を二度ととるな。また同じような態度を見せたら、次は容よう赦しやしないぞ」

　有う無むを言わせない語調に驚き、思わず目を開けた楓花の視界に、熱っぽく輝かがやく煌慶の瞳ひとみが間近だ。楓花の鼓動はこれ以上ないほど高鳴り、言葉が出てこない。

「……わかったな」

　煌慶の右手の指先が、花びらを愛めでるように楓花のあごをなぞり、耳たぶに触れた。煌慶がなにをしたいのかわからなくて、返事をする余よ裕ゆうがない。戸と惑まどう楓花がぎゅっと肩に力を入れた瞬間、

「……兎うさぎのように怯えるのだな」

　そうささやき、名残なごり惜おしげにその手を離した。これみよがしに嘆たん息そくすると、煌慶は立ち上がり、楓花に右手を差し出した。

「つかめ。引っ張ってやる」

　おずおずと楓花が手を差し伸のばしたとたん、強く握られて引き上げられた。

「わかったなと俺は言った。あなたの返事は？」

　握られた手が熱い。ドキドキして胸が苦しくて、楓花は顔を上げられなくなる。

「返事はどうした」

　声が近い。煌慶の唇がいまにも額に触れそうだ。きつく目を閉じた楓花は、うつむいたまま大きくうなずいた。

「は、はいっ」

　どくんどくんと脈打つ鼓動に耐たえていると、煌慶はまた息をついた。

「……まだ暗い。あなたを送る」

　すっと手を放して後ろに下がった煌慶は、背中を向けると寝台に近づく。剣けんを手にすると帯剣し、それを褙はい子しで隠かくしながら扉とびらに近づく。

　煌慶に安らいでもらうために、楓花はここへ来ている。それなのに寝台を占せん拠きよして、煌慶の眠りを妨さまたげたのだ。送っていただくわけにはいかないと、焦あせった楓花は手を伸ばして、煌慶の袖そでをとっさにつかんで引いた。

「い、いけません！　煌慶様はお休みください。わたしはいつものように、冬輝さんに送っていただきますから。お願いします！」

　振り返った煌慶は、射るような視線で楓花を見下ろした。

「……ならば、せめて門まで送らせろ」

　そう言うやいなや、扉を開けてしまった。

　廊ろう下かの壁かべに背中を預けて、腕うでを組んで立っていた冬輝は、二人を見るなりニッと笑った。

「もうすぐ朝だぞ、ご両人。安心しろ、無ぶ粋すいなことは聞かない。聞きたいけどな」
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「な、なんでもないんです！　わたしが眠ってしまったんです、それだけです！」

「わーかってるって。慌てるなよ、楓花」

　前を歩く冬輝は、肩かた越ごしに振り返ると高らかに笑う。横を歩く煌慶は、そんなやりとりを無言でやりすごしている。

　外に出ると、空は白みはじめていた。庭園を歩きながらうつむいた楓花は、煌慶をそっと盗ぬすみ見た。とたんに先ほどのやりとりが蘇よみがえってしまい、楓花の顔はボッといっきに赤くなった。

（……あれって、いったいなんだったの……？）

　煌慶に触れられた頰も耳も手もまだ熱くて、頭がくらくらしてくる。すでに見慣れた道筋なのに、どこを歩いているのかわからなくなるほど、思考が正しく働かない。すぐそばにいる煌慶の気配に全身が緊きん張ちようして、こわばって、なのに頭はぼうっとして、鼓動だけがいつまでもうるさくて静まらない。

　それでも、煌慶を怒おこらせたことだけは、楓花にもわかっていた。もう一度、きちんと謝ったほうがいいのだろうか。きっとそうしたほうがいい。

　湖にかかる橋を渡わたりはじめて、心に決めた楓花が口を開きかけた──直後だ。

　立ち止まった煌慶が、はっとしたように前方を見すえた。

「木こ陰かげに誰だれかいる──気をつけろ、冬輝！」

　声を荒あららげた煌慶は、楓花の腕をつかんで引き寄せると、かばうようにして抱だきかかえ、欄らん干かんのそばにしゃがみ込んだ。

　──ガッ！

　前にいる冬輝の剣が、飛んできたなにかを弾はじいた。それは湖に落ち、楓花は震えながら目だけを動かして、欄干から下を見た。矢だった。

（うそ──なに!?）

「逃にげたぞ。追うか」

　剣を構えながら冬輝が言う。黒い人ひと影かげが木陰から去っていくのが、楓花の目にも映った。すぐに立ち上がった煌慶は、鋭するどい視線でそれを追いながら言った。

「見つけても殺すな。捕とらえられなければ、目立つ傷を付けろ。捜さがす目印になる」

「御ぎよ意い！」

　その冬輝の声音は、楓花がはじめて耳にした険しさだった。駆かけ出した冬輝の姿が、あっという間に見えなくなる。

「あなたはすぐにここを出ろ。急ぐぞ」

　そう言うやいなや、煌慶は楓花の手首をつかむと強ごう引いんに引き上げ、足早に橋を渡りきる。

「こ、煌慶様は狙ねらわれているんですか!?」

　煌慶は答えない。楓花の息が上がる。庭園を走り四阿あずまやの横を過ぎようとした寸前、楓花はその柱に身を潜ひそめる黒い人影を一いつ瞬しゆん見た。

「──あっ、誰かいます！」

　思わず叫さけんだ。同時に、四阿から人影が飛び出す。黒い頭ず巾きんを目ま深ぶかにかぶった姿で、剣を掲かかげながら追って来た。歩みを止めた煌慶は、鞘さやから剣を抜ぬくと身を翻ひるがえして、楓花の前に立つ。

　──キンッ！

　剣の交わる甲かん高だかい音が、明けはじめた空にこだました。十字に交わった互たがいの剣が、ぎりぎりとにぶい音をたてる。恐おそろしさのあまりその場にへたり込んだ楓花は、指先に当たる固い感かん触しよくに気づいた。

（──石！）

　それを握にぎり締しめ、意を決して立ち上がった楓花は、相手に向かって思いきり投げつけた。

　ゴツッ、と相手の頭に当たった。煌慶はその隙すきを逃のがさず、剣に力を込めて相手の身体からだを押しやる。無む駄だのない動きで、煌慶は相手を退かせていく。と、重心を崩くずしてよろめいた相手の肩かたを、煌慶の剣がかすめた。さらに相手の足に、腕に、容赦なく傷が付けられていく。

　やがて、背中から地面に倒たおれた相手の胸をめがけて、煌慶が剣けん尖せんを向けた刹せつ那な。

　──カッ……！

　力なく、片手に剣を持った相手の剣尖が、ほんのかすかに──煌慶の額を突ついた。

　その、仮面の額に。

　またたきの間に、亀き裂れつの生じた仮面が二つに割れて地面に落ちた。同時に、東の空から昇のぼった黄金の光が、隠されていた煌慶の姿をまばゆく照らした。

　額に流れる黒くろ髪かみが、早朝の風になびき、凜り々りしい眉まゆに触ふれる。深しん淵えんを知る聡そう明めいな瞳は、相手を睨にらみすえたまま鋭く艶つやめき、輝いていた。すらりとした鼻筋は美しく、その神こう々ごうしい横顔に、楓花は息を止めた。

（──なんて、きれいな人──！）

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　遠くから冬輝の声がこだました直後、息を荒らげながら起き上がった相手は、背中を見せると駆け出した。

「ああ、クソッ！　待て！」

「冬輝、もう追わなくていい。刺し客かくではない」

　追いかけようとする冬輝を、煌慶はそう言って制した。

「剣の腕うで前まえはたいしたことがなかった。それに、少し顔を見た。見覚えがある」

「悪い、俺は顔を見られなかった。けど、ここに傷を付けておいたぞ」

　冬輝はそう言いながら、自分の右手の甲こうを、左手の人差し指でなぞって見せた。小さくうなずいた煌慶は、ねぎらうように冬輝の肩に手を置いた。

「ともかく助かった。ありがとう」

　冬輝はニッと笑い、仮面はどうしたと煌慶に訊たずねる。はっとした楓花は、足元に落ちている割れた仮面を拾い、煌慶に向かって差し出した。

「あの！　ここに」

「割れたのか？　なにがあったんだ」

「……少しな」

　楓花から仮面を受け取りながら、煌慶は神しん妙みような面おも持もちでつぶやいた。その顔が、表情があまりにも美しくて、楓花は目をそらすことができない。思っていたよりもずっと若かった。だが、憂うれいを秘ひめた瞳ひとみは大人びていて、形のいい唇くちびるから放たれる声こわ音ねは、どこまでも冷静だ。

　これが、煌慶の──熙龍帝の真の姿なのだ。

　まばたきを忘れて煌慶に見み惚とれる楓花の肩に、ぽんと冬輝が軽く手を置いた。

「楓花、ちょっとここで待ってろ。軒けん車しやを用意して来る」

　はっとした楓花は、小さく肩を上下させた。

「あっ、はい！　冬輝さん、さっきは助けてくれて、ありがとうございました！」

　楓花が慌あわてて礼を告げると、冬輝はいつもの笑えみを見せてから、背中を向けて歩き去る。門に向かう冬輝の背中からそっと視線を移して、煌慶をふたたび見ると目が合った。

　とっさに言葉が出てこない。何度も茶を交えて話した相手なのに、仮面が外されたとたんに、ほんの少し近づきはじめた距きよ離りが、突とつ如じよ消え去ってしまったかのように思えた。

（なんだろう……どうしてこんなに、寂さびしいの）

　胸の奥がぎゅっと握られたようにきしんで、苦しかった。

　割れた仮面を片手に持ちなおした煌慶が、身動きを忘れて立ちすくむ楓花に近づき、目の前に立った。吸い込まれそうな黒い瞳が間近に迫せまり、胸の痛みが激しさを増す。そのことを気づかれたくなくて、楓花がやっとの思いで目をそらしたとき、煌慶が言った。

「あなたの投げた石のおかげで、助かった。ありがとう」

「あっ、いえ！　煌慶様こそ助けてくださって、ありがとうございます」

　頭を下げて声にしたのと同時に、楓花は不安に襲おそわれた。いま感じている思いのほかに、もっと大切なことがある。煌慶の身の危あやうさだ。自分勝手な切ない気持ちを押し込めて、楓花は意志を強くして顔を上げた。

「教えてください。いまの人たちは、なんだったんですか」

　一瞬、きつく眉をひそめた煌慶は、言いにくそうに重い口を開いた。

「あなたには正直に言う。俺を狙っていたのではない。たぶん、あなただ」

「わたし!?　どうしてですか！」

「あなたを邪じや魔まに思う者がいる。それはあなたが、茶の力で俺を変えているからだ。それは俺にも自覚がある。それを好ましく思わない者が、〝もうここへは来るな〟とあなたを威い嚇かくするために、先ほどの者たちを雇やとったのだと思う。あれは……叔父おじの屋や敷しきにいる使用人だった」

　──斐周！　深くうつむいた楓花は両手の拳こぶしをきつくした。

「わたしのせいで、冬輝さんと煌慶様が、こんな目にあったんですか！」

「それは違ちがう。相手にそうさせる隙を見せている、俺の弱さのせいだ」

　煌慶の言葉に驚おどろき、楓花は顔を上げた。煌慶は割れた仮面を見下ろしていた。
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「……兄が守ってくれたな。これがなければ、額に傷ができていたかもしれない」

「それ、直りますか？」

「兄の形見だ。直させる」

　そう言うと、小さく笑った煌慶は、仮面を両手に持って軽く掲げた。

「その後は、どこかに飾かざるか」

　飾る？　耳を疑い、目を見張った楓花に向かって、煌慶は輝かがやく瞳を移した。

「あなたが淹いれてくれた銀球茶に励はげまされた。大事な者を守り、いまの座を守るためには、真の力を出さなくてはな。たったいま──決意した」

　初夏の風が吹ふき抜ける。昇る朝日に目を細めた煌慶は、仮面を重ね合わせて左手に持つと、楓花を見つめながらはっきりと告げた。

「──極ごく上じようの、銀球茶になろう」

　黄金こがね色いろの光に映はえたその笑顔は、楓花がいままで目にしたどんなものよりも美しく、眩まぶしかった。
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　正せい殿でんの広間に立つ斐周は、段上の玉座に向かって拝礼した。

　座っているのは、仮面を外した煌慶である。ひそひそとした声音があちこちから聞こえる中、煌慶はその場に集まっている人々に向かって、笑みを浮うかべながら言った。

「影かげ武む者しやではないから安心しろ。正しよう真しん正しよう銘めい、余が熙龍帝である。噂うわさをしたければ、ここを出てから楽しむがいい」

　ぴたりと声が止やんだ。煌慶は斐周を見すえる。

「左さ丞じよう相しよう、獅国への旅、ご苦労であった。貴き殿でんがあちらに渡わたることになったいきさつを、まずはあらためてこの場でのべよ」

　拝礼を止めた斐周は、背筋を伸のばして語った。

「ご存知のとおり、我が国と獅国とは十年前の戦いくさを最後に、獅国王が新たになったのがきっかけで、先せん帝てい陛下との間で休戦の約束を交かわしております。しかし、その獅国王が即そく位い十年で床とこに臥ふし、崩ほう御ぎよ寸前とのこと。次なる玉座に座るのは王太子殿でん下かでありますが、二月ほど前に殿下より、左丞相である私のもとへ使者が遣つかわされてまいりました。それによれば、自身が王になったあかつきには、先帝陛下との約束を白紙に戻もどすとのこと」

　とたんに広間がざわついた。煌慶は右手を挙げて人々を静め、斐周に先をうながす。

「これを受け、開戦を回かい避ひするための策を練り、あちらに渡った次し第だいです。私が独断で進めたことにおかれましては、陛下の体調がかんばしくなかったゆえのこと。健すこやかなお心を願う私の、ささやかな思いやりと受け取っていただきたい」

　煌慶は苦く笑しようした。

「いまさらへりくだるな。貴殿の動きは知っていた。それで？　貴殿はどのような策を練ってあちらに渡り、どのような返事を携たずさえて戻って来たのだ」

「繰くり返された戦によって、我が国の財政は逼ひつ迫ぱくしております。先帝陛下がそれを先送りにしたため、今現在、民たみを思う主上陛下が宮きゆう廷てい内の予算を削けずり、帳ちよう尻じりを合わせるためにけなげな奮ふん闘とうをなさっているのは周知の事実。私としましてはそれをふまえたうえで、なんとしてでも戦を回避せんがため、あちらとの同盟を念頭に置いて提案をさせていただいた。つまり──」

　言葉をきって唇を弓なりにさせると、斐周は不気味に笑った。

「──陛下には獅国王族の姫ひめ君ぎみを、妃きさきに迎むかえていただきます」

　いっせいにどよめきが起こる。煌慶は、斐周の後方に座っている奨文と視線を交わした。奨文は焦あせることもなく、想定内だと言わんばかりに、冷静な様子で小さくうなずいて見せた。

「それだけか？」

　動じない煌慶に対して、斐周はいぶかしむように目を眇すがめた。

「いえ……こちらからも、皇族遠とお縁えんにあたる名家の令れい嬢じようを献けん上じようすることで、合意いたしました」

　今度は目をむいた奨文が、狼ろう狽ばいをあらわにして煌慶を見た。動どう揺ようを押し隠かくしながら、煌慶は玉座から立ち上がると、段上を下りて斐周に近づいた。

「皇族、遠縁……？」

「都で一番の美女、さらに舞まいの名手とくれば、名を告げずともおわかりでしょう。王太子殿下はたいそう喜ばれて、令嬢に会う日を楽しみにしておられます」

　冬輝の妹がとっさに頭の中に浮かび、瞠どう目もくした煌慶は、斐周を食い入るように凝ぎよう視しした。

「……その口ぶり。すでに交こう換かんの日取りも場も、決めてきているのだな」

　斐周はにんまりと口の端はしを上げた。

「あちらはすでに発たっておられます。せっかくの同盟を無下にするおつもりでしたら、王太子殿下を招く宴うたげの場で、主上自ら、あらたな交こう渉しようを持ちかけてはいかがか」

　斐周はその交渉に煌慶が失敗することを想定して、立ちまわったのだ。それを罪として煌慶を断罪し、己おのれが玉座に座る寸法である。斐周の腹の底を、煌慶は見通していた。慌あわててはならないと自じ戒かいした煌慶は、斐周に向かってほがらかに笑えんで見せた。

「さすが左丞相。よい提案だ。なるほど、あらたな交渉案を余がしめそう。とはいえ、同盟を無下にするつもりはない」

　堂々たる煌慶の語調に、斐周は瞬しゆん時じに笑みを消した。

「……一昨日おとといの謁えつ見けんから様子の変化に気づいてはいたが、私のいぬ間にずいぶんと変わられましたな──主上」

　ほかの誰だれにも聞こえないほどの声こわ音ねで、煌慶は斐周に耳打ちした。

「貴殿のいぬ間に、隠していた爪つめの研とぎ方を覚えたからな」

　まなじりを決した斐周は、煌慶を睨ねめ付ける。煌慶は斐周の目を鋭するどく見返しながら、威い嚇かくを込めてささやいた。

「俺の爪は鷹たかごときのそれではないぞ。龍りゆうの爪だ。この先、引き裂さかれぬように覚かく悟ごしろ」

　驚きよう愕がくした斐周は眉まゆ根ねを寄せた。煌慶は斐周の横を通り過ぎ様に、人々に向かって声を上げた。

「──すべて了りよう承しようした。宴の準備を進めろ！」







　養宝殿に戻った煌慶は、奨文を前にして嘆たん息そくした。

「妃を迎えろと迫せまるだろうことは、予想していたとおりだったが、まさか冬輝の妹に白羽の矢を立てるとはな。そんなことまでしなくても、断るつもりでいたものを」

「斐周はなんとしてでも、大切な宴の場で、陛下に失態を演じていただきたいのです。それをおさめるのが斐周であれば、さらなる信しん頼らいが斐周に集まる」

「是ぜが非でもあらたな交渉を持ちかけて、斐周の提案を白紙に戻し、友好を結ぶぞ。こちらの交渉案はすでに練っているが、いま一度精査しよう。冬輝を哀かなしませるわけにはいかないからな」

　奨文は、口元にかすかな笑みを浮かべた。

「御ぎよ意い」

「それがかなえば、いまは叔父おじの手中にある権力者たちも、俺への見方を変えるだろう。この機会、絶対に逃のがせないぞ」

　腕うでを組んだ煌慶は、険しい表情をゆるめない。奨文は静かに口を開いた。

「王太子についてはまだ調べている最中ですが、三年前、北方の小国との戦で、武功を挙げた平民出身の養子であることはたしかです」

「……初耳だぞ。本当か」

「はい。それと、もう一つ。どうやら平民ではなく──下僕上がり」

「下僕？　まさか、十五年前に獅国にのまれた、鳳国の者か」

　奨文はうなずいた。

「子宝に恵めぐまれなかった獅国王が、それを知ったうえで養子にしたほどです。けっして、ただの武人ではないでしょう。もしも陛下に対して、交渉の価値なしと見定めたが最後、王太子はこちらがなにを言おうとも、聞く耳を持たないかもしれません」

「叔父はすでに、俺は傀かい儡らいのごとく頼たよりない皇帝だとにおわせているだろう。だとすれば交渉する余地もなく、拒きよ絶ぜつされる可能性もあるわけだな。強ごう引いんに交渉を持ちかければ、友好を結ぶどころか、同盟すら白紙にされ、即そく戦になるかもしれない……」

　また小さくうなずいた奨文は、思案する煌慶に言った。

「……斐周の戯ざれ言を大きく覆くつがえすための策が、一つだけ残っております」

「なんだ」

「王太子は無類の茶好きだそうです。この条件を逃さずに、陛下の人ひと柄がらを正しく知っていただくために、陛下に寄り添そう聡そう明めいな者に、登場していただくのが一番だと考えます」

　眼まな差ざしを厳しくさせて、奨文は有う無むを言わせない声音で告げた。

「──茗聖の席が、空いております」
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　重く垂れ込めた空から、雨が降っていた。灰色の雲に日ひ射ざしはさえぎられ、流星茶房の店内も夜明け前のようにうす暗い。

　こんな日は客足も遠くて、茶葉を購こう入にゆうした女性客が帰ってしまうと、店内には楓花しかいない状態になってしまった。掃そう除じをして茶葉の整理をしたあとで、珠茶を淹いれた楓花は、椅い子すに座ると何度目かのため息をつく。

　宮廷からの招きはぱったりと止まって、すでに十日が過ぎていた。その間も頭の中を過よぎっていくのは、寝ねても覚めても煌慶のことばかりである。

「元気かな。あれからどうしているんだろう……」

　無事でいるのか、眠ねむれているのか。心配ごとは山のようにあって、本当はいますぐにでも、煌慶に会いたかった。けれど、斐周に目を付けられた自分が宮廷に押しかけてしまったら、煌慶だけではなく奨文や冬輝にまで迷めい惑わくがかかってしまうだろう。

　だからこのままでいいのだと、楓花は自分に強く言い聞かせた。

（もう二度と会えないかもしれないけど、煌慶様が元気で無事ならそれでいいわ）

　心の中でそう繰り返すと、切なさはやがて諦あきらめに変わっていく。珠茶を飲み、なにげなく外を見ると、いつの間にか雨は止やんでいた。







　雲間から西日が射し込みはじめた頃ころ、軒のき先さきに出た楓花は最後の客を見送った。橙だいだい色いろに包まれた空に、丸い月がうっすらとした輪りん郭かくで浮うかんでいる。そのすぐそばに、淡あわい七色の橋がかかっていた。虹にじだ。

　見上げていると、虹は夕ゆう闇やみに消えていき、代わりに月がくっきりと輝かがやきはじめる。楓花はふと、翠明が旅に出てから二月が過ぎていることを思い出した。

「そうだわ、もうすぐ翠明さんが帰って来るころじゃない！」

　落ち込んでばかりもいられない。嬉うれしいことだってちゃんとある。大きく息を吸い込んで微笑ほほえんだ楓花が、店内にきびすを返そうとしたときだ。

　バタバタと忙せわしなく駆かける足音が、路地の先から聞こえてきた。不思議に思ってそちらを向くと、頭ず巾きんを深くかぶり、刺し繡しゆうがきらびやかな桜色の外がい套とうをひるがえして駆けて来る小こ柄がらな人物が、楓花の視界に飛び込んだ。

「──あっ、あんた！　そこのあんた！」

　ぶんぶんと手を振ふりまわしながら、必死になって誰かをしめしている。それは誰かと楓花がきょろきょろとしていると、あれよという間にその人物が目の前に立った。

「誰もいやしないわ！　あんたのことよ！」

　ぜいぜいと息をきらせながら、ぐいっと楓花の胸むなぐらをつかみ上げた。

　ひゃっ！　と飛び上がりそうになりながら、なにごとかと楓花が身を硬かたくすると、相手は頭巾に覆おおわれた頭を、ぬっと楓花に近づけて叫さけんだ。

「あんた！　いますぐにあたくしをかくまいなさいっ!!」

「ええっ!?」

「〝ええっ!?〟じゃないのよ！　早くかくまいなさいって言っ……！」

　最後まで言わずにぐるんと頭を路地の先に向けた。人ひと影かげはまだ見えないが、こちらに近づく足音がどんどんと大きくなっている。チッ、と舌打ちをした頭巾の人物は、楓花を押しのけると、勢いよく勝手に店の中へ入ってしまった。

（もしかして、誰かに追われてる……!?）

　慌あわてて楓花も中に入ると、「扉とびらを閉めなさいよ！」と命じられた。わけがわからずに扉口でぽかんと突つっ立っていると、

「ったく、早く扉を閉めて鍵かぎをかけなさいよ！　鍵をっ!!」

　また叫ばれた。もしも泥どろ棒ぼうだったら目も当てられない！　意を決した楓花は、ドキドキしながら声を荒らげた。

「不ふ審しんな人を、かくまうなんてできません！」

「不審者なんかじゃないわよ!!」

　そう叫ぶやいなや、頭巾を背に払はらった。楓花はぱちぱちとまばたきをして、目を疑った。

　年の頃ころは楓花と変わらないだろう。長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみはきらきらと輝き、まるで愛あい玩がん人形のようだ。桃もも色いろの頰ほおはふっくらとしていて、ひかえめな鼻筋が小さな唇くちびるを際きわ立だたせていた。絹のように繊せん細さいでなめらかな黒くろ髪かみが額にかかる様は、まさに天てん女によか仙せん女によそのものである。

「きれい……！」

　なぜか鬼おにの形相になった絶世の美少女は、楓花に人差し指をピッと向ける。

「言わないでちょうだい！　それ、あたくしの前では禁句なのよっ!!」

「どうしてですか!?　褒ほめてるのに！」

　美少女はずずっと楓花に近づくと、ふたたび胸ぐらを摑つかんでぐらぐらと揺ゆらした。

「褒められるのが嫌いやなのよ！　この顔のせいで……この顔のせいで……っ!!」

　そう訴うつたえる少女の瞳に、ぼわっと涙なみだが浮かぶ。それがまた儚はかなげで美しくて、身体からだを揺らされているというのに、楓花はのん気に見み惚とれてしまった。

（……って、そんな場合じゃないわ！）

「どうしたって言うんですか」

「あたくしに敬語なんか使わないでよ！　ああーっ、もういや！　ほんっと、なにもかもいやだわ！　自分の顔にムカつくったらありゃしないっ!!」

「とにかく、落ち着いて！　あなたはいったいどこの誰だれなの!?」

　楓花がなんとかなだめようとした矢先だった。外で聞こえていた足音が、楓花の後ろでぴたりと止まった。

　美少女が楓花の後ろをキッと睨にらみつける。つられて、楓花もおそるおそる振り返った。

「……まったく！　楓花に迷惑をかけるな、春遥！」

　腰こしに両手をあてて立っていたのは、冬輝だった。
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　都で一番の美少女の妹に、まさかこんな形で会ってしまうとは。

　なにごとかと楓花が訊たずねると、冬輝はげっそりした顔で深くため息をついた。すると、思いきり顔をしかめた春遥は、ふるふると拳こぶしを握にぎりながら吐はき捨てた。

「……あんのクソじじいの髪かみを引きちぎって、ハゲ散らかしてやりたい!!」

「クソじ……って、誰？」

　冬輝はくしゃりと髪を握ると、また息をついて答えた。

「斐周だ」

「──斐丞じよう相しよう閣下!?」

「そうよ！　そのじじいの屋や敷しきに行く途と中ちゆう、馭ぎよ者しやをはがいじめにして軒けん車しやを停とめさせてやったわ。それからお兄様を突き飛ばして逃にげたのよ！　絶対に行くもんですかっ！」

「どうして斐丞相閣下のお屋敷に向かっていたの？」

　冬輝は卓たくを前にしてどさりと椅子に腰かけ、話しはじめた。獅国と同盟を結ぶために、斐周が交かわしたことについて教えられた楓花は、身体がひやりと冷たくなる感覚に襲おそわれて、動けなくなった。

（──煌慶様に……お妃きさき様が!?）

　それは、いまにも泣いてしまいそうなほどの衝しよう撃げきだった。

（どうしてわたしは、こんなに動どう揺ようしているの。煌慶様は皇こう帝ていだもの、いつかは必ず訪おとずれることじゃない）

　頭では理解できるのに、いまにも胸が張り裂さけてしまいそうで、楓花はとっさにうつむいた。すると、冬輝が言った。

「陛下は断るつもりで、奨文とあらたな交こう渉しよう案を詰つめてるところだ」

　たったそれだけの言葉で、楓花の胸はかすかに浮き立った。

「……本当ですか？」

「ああ。だから、俺はなにも心配してない。ほら、侍じ女じよが待ってるから行くぞ、春遥！」

　そう言うと、冬輝はおもむろに腰を上げた。

「じじいの髪をハゲ散らかしてやるんだろ？　ひとまず挨あい拶さつをするだけだ。なにも軟なん禁きんされるわけじゃない」

「いっ、いやよ!!」

「春遥。俺だっておまえを、このまま黙だまって敵国に行かせるつもりはない。みんなそうだ。ただ、おまえがこのまま逃げているとな、俺だけじゃなく鄭家一族の全員が、斐周の目の敵かたきにされちまうんだよ」

　拳を握り、冬輝は心底悔くやしげに顔をゆがませる。息をのんだ楓花の横で、春遥は押し黙った。

「鄭家は皇族の遠とお縁えんだ。いまは中ちゆう庸ようのふりをしていても、一族は俺と同じく陛下の側にいる。それを斐周は、面おも白しろく思っていない。だからおまえに白羽の矢を立てたんだろう。おまえが美人なのはたしかだが、あいつは一族を没ぼつ落らくさせるきっかけを常に探さぐってるんだ。とにかくいまは陛下を信じて、おとなしくしてくれ」

「しっ……信じろったって、どうにもできなかったらどうすんのよ!!」

　春遥が涙なみだ声ごえで叫ぶと、冬輝は眼光を強くして言った。

「そのときは、俺がおまえを連れて逃げてやるから！」

「ホ、ホントに逃げてくれるんでしょうね!?」

「俺は噓うそは言わねーぞ。知ってるだろ！」

　楓花の後ろに隠かくれた春遥は、ぎゅっと楓花の袖そでを握った。その手が震ふるえているのが、楓花にはわかった。強気な言動とは裏腹に、本当は怖こわいのだ。

（このままだと、敵国の後宮に住むことになるんだもの。無理もないわ。でも、煌慶様がきっと……交渉してやめさせてくれる！）

　両の拳をきつくさせて、楓花は春遥を振ふり返った。

「春遥さん、きっと陛下が助けてくれるわ。だから、いまは信じて。お願いします」

　口を尖とがらせてむくれた春遥は、冬輝と楓花を交こう互ごに見る。一族への責任を感じはじめたらしく、じっとりとした半目を二人からそらすと、

「……ったく、わーかったわよ！　ああーやだやだ！　男に生まれたらよかった!!」

　つんとあごを上向かせ、ふんっ、と大おお股またで店を出て行った。そんな妹を見つめる冬輝の眼まな差ざしは、険しいままだった。

「冬輝さん。絶対大だい丈じよう夫ぶです。わたしは陛下を信じます」

　励はげますように楓花が声をかけると、冬輝はうなずいた。

「ああ、わかってる。俺もそうだよ」

　冬輝は楓花の肩かたを軽く叩たたいて、扉とびら口から出て行く。だが、すぐに振り返った。

「そうだ、楓花。陛下はきみに会えなくて、寂さびしがってるぞ。そうは言わないけど、表情でわかる。もう仮面を着けていないからな」

　ニッと口角を上げた冬輝の笑え顔がおには、少しだけ、いつもの軽かろやかさが戻もどっていた。
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　店内の奥の扉を開けると、ささやかな回かい廊ろうに出る。小さな中庭に面して平屋が連なっており、そのうちの一いつ軒けんが楓花と翠明の住まいだ。けれどこの夜、楓花はなんとなく部屋に戻りたくなくて、閉めた店内の椅い子すに腰かけて、珠茶を飲んでいた。

　そうしていても、胸のざわつきはおさまらない。煌慶や冬輝、春遥のことを思えば思うほど、いてもたってもいられなくなってくる。

（こんなとき、茗聖様ならどうするだろう。そう、きっと……）

「茶師にできることはないか、訊ねるはずだわ。明日の朝宮きゆう殿でんに行って、衛兵の方にこっそり奨文さんを呼んでもらおうかな」

　斐周に知られないよう、変装して行けばいい。たとえば、男のような格好をするとか。

「どうして思いつかなかったんだろ。それがいいわ、そうしてみよう！」

　楓花が固く決意をしたときだ。コツン、と扉が優やさしく叩かれた気がした。気のせいかと思ったが、また叩かれる。楓花は扉に近づいて、どなたですかと声をかけた。

「私だ」

　その声にはっとした楓花は、慌あわてて扉を開けた。

「こんな夜分にすまない。……まずは一いつ杯ぱいもらえるだろうか」

　奨文の顔は、すっかりやつれ果てていた。いまにも倒たおれそうな勢いで、店内に入った奨文は椅子に座った。楓花は天湖龍井茶の茶葉を用意し、手て際ぎわよく準備をはじめた。そうしてやがて茶ちや杯はいに注いだそれを、そっと奨文へ差し出した。

　楓花の淹いれた茶を口にすると、まぶたを閉じた奨文は、ほうっと深く息を吐いた。

「……ああ、あなたの淹れた茶は本当に生き返る心地ここちがする。ありがたい」

　だが、奨文の表情は晴れない。ここを訪れたのは、斐周に関することを話すために違ちがいない。そう思った楓花は、すぐに口火をきった。

「夕方、冬輝さんと春遥さんが来て、斐丞相閣下が獅国の王太子殿下と取り引きをしたことを、教えてくれました。それでわたし、明日宮殿へ行こうと思っていたんです」

「……なぜ？」

「なにかわたしにできることはないかと、思ったからです」

　目を見張った奨文は、まじまじと楓花を見つめた。

「あなたには驚おどろかされてばかりだ。そうであれば、話は早い。まさに、あなたに頼たのみがあって来たのだ」

　そう言った奨文は、茶杯を置くと椅子から立った。

「楓花。あなたにはその宴うたげの場で、茶を出してもらいたい」

　迷いを見せない奨文の依い頼らいに、楓花の背筋が伸のびた。

「──う、宴の場で……わたしがお茶を!?」

「獅国王太子殿下は酒よりも茶を好むとの情報を、すでに得ている。あなたの淹れてくれた茶があれば、王太子殿下は必ず喜ばれるはず。それはこちらの交渉にも有利に働くと、私は見ている。ただしこれは私の強ごう引いんな考えであって、陛下は賛同していない」

「えっ!?　どうしてですか」

「あなたを巻き込みたくないとのお考えだ。たぶんいまも、納なつ得とくはしていらっしゃらない。だが、どうしても必要なことだと私は考えている」

　奨文の眉み間けんの皺しわが、ぐっと強く刻まれた。

「陛下の人ひと柄がらを、王太子殿下に正しく知っていただくためには、陛下に寄り添そう聡そう明めいな者が不可欠だ。それは私のような肩かた書がきの者でも、権力を持つ者でもなく、この国を代表する文化を純じゆん粋すいに愛する者であるほど、放つ言葉は素す直なおに伝わり、心に響ひびく。茶でもてなす以外にそのような役割も、あなたには担になっていただきたいのだ」

　楓花を見つめながら、奨文ははっきりと告げた。

「楓花。このたびの宴の場にかぎり、あなたには茗聖の席に──着いていただきたい」

　その言葉に心を打たれた楓花は、奨文を視界に映したまま立ちすくんだ。

　茗聖の席に着く──。それはすなわち、一日限りとはいえ、宮きゆう廷ていの茶師としての振る舞まいが求められることを意味していた。奨文の眼差しに、鋭えい利りな光が一いつ瞬しゆん走った。

「あなたには、正しいことを伝えたい。それを知ったうえで、了りよう承しようしてもらいたい。この宴で交渉に失敗すれば、あちらは戦いくさをしかけてくるかもしれない。表向きは宴だが、これはそのような場だと理解していただきたい」

　──戦！

「戦に、なるんですか！」

「それを避さけるために、私も陛下も尽じん力りよくする。あなたにはそれを、支えてもらいたいのだ。あなたの淹れた茶で」

　少しでもなにかを間違えば、また戦がはじまる。細い糸の上を渡わたるかのような宴の席で、茶を淹れる意味は重かった。だからひるむ。けれど、自分を信じてくれるからこそ、奨文は切実な思いを携たずさえて来てくれたのだと、楓花は強く思いなおす。

　霊れい廟びようで煌慶に誓ちかったはずだ。茗聖に近づくために、背せ伸のびをすると。

　この役目に背を向けたなら、一生後こう悔かいするだろう。その思い以上に、熱いものが楓花の胸に湧わき上がっていた。

（迷ってる場合じゃないわ。みんなを、煌慶様を助けたい。それにもう二度と、戦は起きてほしくないもの！）

「わかりました、奨文さん。ぜひ、やらせていただきます」

　きっぱりと楓花が告げた瞬間、奨文は安あん堵どの息を、長く深く吐はき出した。

「ありがとう。そう言ってくれるだろうと信じていた。宴は三日後、ここより西南の清せい恩おん湖こ湖こ畔はんにある離り宮きゆう、月げつ光こう園えんで行う。道程を考えれば、明後日の朝には紅を発たたねばならない」

「茶葉はなにをご用意すればいいですか」

「もてなすのはこちら側だ。王太子殿下をはじめとした彼らの喜びそうな銘めい柄がらを、用意していただきたい。敵と味方の境が消える、美しい味のものが望まれる」

　その言葉で、楓花はとっさにひらめいた。

「獅国と龍国、それぞれの国を産地とした茶葉を、一つに配合するのはどうですか？」

　奨文は、瞳ひとみをきらめかせてうなずいた。

「なるほど、それはいい！　宴ではその茶について、あなたに説明していただこう。その場にいる誰だれもが、おおいに讃たたえてくれることだろう。ぜひ、お願いする」

「はい！」

　微笑ほほえんだ奨文は、扉に向かい店を出た。夜の帳とばりが落ちた路地を、奨文の背中が去って行く。その姿が見えなくなるまで見送っていた楓花の両手は、しかし、ひどく震ふるえていた。
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　店内に立った楓花は、息をととのえて心を落ち着かせた。震えはまだ止まらないが、引き受けたのだ。なにがあってもやりとげなければならない。

　まず必要なのは、目指す味である。それがあってはじめて、適した茶葉を選ぶことができるからだ。

「……美しい味って、奨文さんは言ってたわ」

　飲んだ瞬間はさっぱりとした味わいだが、喉のどへ落とす寸前に甘さとこくが深く刻まれて、みずみずしい果実を連想させる芳ほう潤じゆんな香かおりが、全身を包み込むような……。

　楓花の脳のう裏りに、夕方見上げた虹にじが過よぎった。

「……雨上がりの虹みたいな、儚はかなくて美しくて、でも記き憶おくに残るおいしさ」

　──そう。目指すのは、空に輝かがやく虹のような味のお茶。







　夜が明けても店を閉めたままで、楓花は一心に配合をし、湯の温度を調節しながら、試飲を繰くり返した。

　やっと納得のいくものに仕上がったのは、午後も遅おそい時間になってからだった。

　寝しん食しよくをまともにしていなかったため、安心した楓花はいったん部屋に戻もどって少し眠ねむった。

　目覚めると部屋は闇やみに包まれており、急いで起き上がり軽く食事をとった。ふたたび茶さ房ぼうへ引き返した楓花は、配合した茶をあらためて淹れて飲んだ。

「……あれ？」

　舌の感覚がおかしいのか。満足できると思っていた茶の味が、眠る前に飲んだものとあきらかに違った。蘭らんの花か香こうが爽さわやかな、獅国原産の清茶。数種類の花茶をほんの少しだけ加えて、香りが濃こく残り長続きする、龍国原産の緑茶。混ざり合ったそれらの茶葉の味が、かすかに青あお臭くさく、渋しぶく感じた。

　もう一度、皿にのせたそれぞれの茶葉を天てん秤びんで量り、温めた急きゆう須すに落とす。柄ひ杓しやくで湯を注ぎ、茶杯の湯を茶ちや盤ばんに捨ててから、急須の茶を茶杯に注いだ。香りを確かめて焦あせりながら、楓花は茶を飲んだ。やはり、この渋みが気になる。

「……うそ、まさか！」

　瞬間、その理由に思いあたった。疲ひ労ろうした身体からだでなにも食べずに試飲を繰り返したために、味を正しく見み極きわめられなかったのだ。明日の朝には紅を発たなければならないのに、空はすでにとっぷりと暮れていた。急いで配合しなおさなければならない。

　それぞれの茶葉の量を調節しているうちに、渋みとともに深みも消えていく。そのために、別の茶葉をあらたに加えた。味の邪じや魔まをする茶葉は捨て、ほかの茶葉を混ぜてみる。配合する茶類が増えて、焦るほど口の中に広がる味が、枯かれ果てた大地のように殺さつ伐ばつとしていった。

（どうしよう、味がわからなくなってきたわ）

　急須の中の茶葉が、無む駄だになってしおれていく。それが哀かなしげで、泣いているかのように楓花の目に映った。

（でも、諦あきらめちゃ駄だ目め。のろのろしていたら朝になる。早く、急がないと！）

　何度目かに配合したものを、茶ちや杯はいに注いだ。祈いのる思いで口に運んだそれは、目指した虹のような味ではなかった。それぞれの茶葉が喧けん嘩かをし、叫さけび、そして泣いている。

　それはまるで──戦の味。愕がく然ぜんとした楓花の手から、茶杯が滑すべり落ちた。

「……あっ！」

　──ガチャンッ！

　とっさにしゃがんだ楓花は、割れた茶杯と床ゆかを濡ぬらす茶の残ざん骸がいを見下ろして息が止まり、そのままうなだれた。とたんに、目に大おお粒つぶの涙なみだが溜たまりはじめた。飲んだ茶名を当てることはできる。茶を極ごく上じように淹いれることもできる。煌慶を眠らせ、励はげますこともできた。そのことでいつの間にか、過信していたのかもしれない。

　茗聖であれば、すぐにできていることだろう。なのにこんなにも、手こずっている。

（──わたしは、茗聖様に近づけない。背伸びをしたって、力が全然及およばない……）

　悔くやし涙が、ぽとんと床に落ちた。

「……だからって、なに。わたしはわたしだわ。引き受けたんだもの。絶対に最後まで、ちゃんとやりとげるの」

　楓花は涙をぬぐって割れた茶杯を集め、濡れた床を拭ふいた。立ち上がり、一いつ杯ぱい白さ湯ゆを飲んで口の中を整え、茶葉に謝りながらいままでのものをすべて捨てた。そうして、はじめに配合した茶葉にいったん戻す。

「……大だい丈じよう夫ぶ。朝になるまでは、まだ時間があるから」

　自分を励ましながら、楓花が柄杓を手にしたときだった。突とつ然ぜん、激しく扉とびらが叩たたかれた。驚おどろいた楓花が返事をすると、外から声がした。

「夜分にすみません！　文士見習いの采さい向こうです！」

　賀孟の屋や敷しきに住み込んでいる、顔見知りの青年だ。急いで扉を開けると、灰色の道どう袍ほうに身を包み、黒い皮弁をかぶっているひょろりとした青年が、息をきらせて立っていた。

「采向さん？　どうしたんですか」

「す、翠明さんが屋敷の前で倒たおれていまして！　それで、先生があなたを呼んで来いとおっしゃったので！」

（──翠明さんが、倒れていた!?）

「すぐに行きます！」

　青ざめた楓花は急いでろうそくを消し、扉を閉めて、采向とともに賀孟の屋敷へ向かった。
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　采向とともに軺よう車しやに乗り、楓花は賀孟の屋敷を目指した。

「門の前で倒れているのを見つけたとき、意識はあったのですが、とにかくあちこち傷だらけだったんです。医者が来ていると思うんですが、もう帰ったかもしれません」

　旅からの帰り道で、盗とう賊ぞくにでも襲おそわれたのではないか。そう思うと心配でたまらなくなり、楓花は足の上で両手をきつく握にぎり締しめた。

　立派な門構えの前で軺車から降り、楓花は采向の後ろに続いた。華か美びさを抑おさえた上品な庭園を渡わたり、屋敷内へ入る。やがて、廊ろう下かの奥で立ち止まった采向が、扉を開けた。

　宮灯に照らされた客間に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、楓花はよろめきそうになった。

「す……翠明さん？」

　頭や手首に包帯を巻いた翠明が、なんと、円えん卓たくを前にして元気に座っていたからだ。

　包子パオズを両手でわしづかみ、もぐもぐと頰ほお張ばる顔を楓花に向けた翠明は、ごっくんとのどへ流し込むと晴れやかに笑った。

「いやあ、ごめんごめん！　心配かけて悪かったね。なにしろ半日なーんにも食べてなかったもんだから、腹が減って腹が減って。我が慢まんできるかと思ったけど無理だったみたいだ」

　大食いの翠明にとって、半日空腹であるというのは死活問題なのだ。どうやら倒れたのは、空腹だったせいらしい。

「でも、その包帯はどうしたんですか!?」

「これかい？　下山するときうっかり足を滑らせてさ。そのままちょっとばかしズルッとね。けど、たいしたことはないんだよ。それからここまでちゃんと帰って来られたんだから」

　翠明が元気だとわかって安あん堵どした楓花は、へなへなとその場にへたり込んでしまった。

「わあっ、楓花さん、大丈夫ですか！」

　采向が楓花の腕うでを取って立ち上がらせた。椅い子すを引いた賀孟が、そこに楓花を座らせた。

「すまんかったなあ、楓花。わしもすっかり慌あわててしまって、呼びに行かせてしまった」

「いいんです。無事だってわかったので、安心しました。ありがとうございます」

　楓花がほうっと息をつくと、賀孟は大ぶりの急須を持ち、無骨な陶とう器きの碗わんに注いだ。

「姐ねえさん茶師殿どのよりもおまえさんのほうが、げっそりしておるではないか。ほれ」

　賀孟が楓花に碗を差し出した。甘く香こうばしい香りとともに、碗の中でのんびりとたゆたう茶の水すい色しよくは、若緑色だった。

「あっ、擂茶ですね。作ってくれたんですか？」

「おまえさんのように、旨うまい味になっておるかは保証できんぞ？」

　髭ひげを撫なでながら賀孟が謙けん遜そんすると、翠明は自分の碗を掲かかげて言った。

「いやいや、冷めても旨いよ。包子によく合って最高だ」

　楓花は礼を言って、少し冷めた擂茶を飲んだ。甘いのど越ごしに癒いやされると、張りつめていた糸がぷちんと切れた。

「……おいしいです。とっても」

　声にしたとたんに、涙が目に浮うかんできて止められず、楓花はぽろぽろと頰ほおに滴しずくをこぼした。

「楓花、どうした」

　包子を皿に置いた翠明が、心配そうに楓花を覗のぞき込む。

「はじめて一人で店を守っておったんだ。姐さん茶師殿とゆっくり話すがよろしい」

　気を利きかせた賀孟が、采向を連れて客間から出て行った。

　うつむいた楓花は、宮きゆう廷ていの内情については避さけながら、いままでのことを語った。皇こう帝てい陛下に茶を淹れるために、店を閉めて白和園へ赴おもむいたこと。明日の朝には紅を発たち、獅国王太子を招いた離り宮きゆうでの宴うたげで、茶を淹れることになっていること。そして、そのための茶葉を配合していたこと。

　茗聖であったなら、すぐにできたであろうそれが──自分ではかなわないことを。

「……さっき茶杯を割ってしまいました。それに、何日かお店を閉めてしまったことも、本当にごめんなさい」

　楓花が足の上で拳こぶしを握ると、翠明が言った。

「あんたに店を任せた間は、閉めようが開けようがあんたの裁量だ。それも含ふくめて、あんたを一人前と認めたんだもの。引き受けた仕事をやりとげるために必要だったんなら、謝らなくていいよ」

　それでも楓花の気はおさまらない。深くうつむき続けていると、翠明はふっと笑った。

「なにをしょんぼりしてるんだか。皇帝陛下に茶を淹れただなんて、すごいじゃないか！」

　偉えらい偉いと楓花の頭を手でつかみ、わしゃわしゃとかき混ぜはじめたものの、手首の打だ撲ぼくがひびいたのだろう。「痛っ！」と叫ぶと、ふるふると手を震ふるわせはじめた。

「だ、大丈夫ですかっ！」

「平気だよ。ったく、やれやれだ」

　苦く笑しようを浮かべた翠明は、両手首をそっと卓に置いた。

「楓花、そう焦あせりなさんな。気が急せいてちゃ、正しい味が見極められなくなって当然だ。心は常に凪ないだ湖こ畔はん、思考は静せい謐ひつな森の中。そうしてはじめて、正しい味が見み極きわめられる……ってね。とにかくさ、あんたには、あったみたいじゃないか」

「あったって、なにがですか？」

　ニッと翠明は笑った。

「天命だよ。じゃなきゃ、平民の茶師が皇帝に茶を淹れるなんて、ありえないことだ。天があんたを選んで、皇帝のもとへ送らせたんだ。なら、なにがあってもまっとうするだけだよ。違ちがうかい？」

　そのとおりだと、楓花は思う。身分の隔へだたりを超こえた煌慶との出会いは、たしかに天命の計らいとしか思えない。もしもそれにそむいて逃にげたならば、煌慶のそばにはいられなくなる。それが哀かなしい。なによりも悔しい。だからこそ、逃げるわけにはいかないのだ。

「ねえ、楓花。茗聖ならすぐにできたはずだって、あんたは言うけどさ、あたしは違うと思うよ。茗聖だって、思い悩なやむことは山ほどあっただろう。目指す山が高ければ高いほど、それを乗り越える努力は並なみ大たい抵ていのことじゃない。天才に生まれるってのは、その運命を背負うことでもあるんだ。そしてあたしは、あんたも同じだと思ってる」

　思いもかけない翠明の言葉にびっくりし、楓花は目を見張った。

「……わたしも？」

「そうだよ。賀孟殿はあんたを、茗聖の生まれ変わりだって信じてる。でも正直なところ、あたしにはわからない。けど、そうじゃなくてもあんたには、〝茗聖に匹ひつ敵てきする才能〟があると思ってる。十年前、あんたが珠茶を当てたときからね」

　翠明は楓花を見つめると、安心させるかのように口角を上げた。

「だからそういうあんたにも、茗聖に与あたえられたような高い山が、この先きっと目の前にいくつもそびえるはずだ。その最初の一つ目が、いまなんだろう。それを登りきるなら、まずは目の前の坂道を歩きはじめないとね。気負わずに、諦あきらめないで、前だけを見てひたすらに。たとえ、息が上がってもね」

　翠明の励はげましが、楓花の胸に強く響ひびいた。翠明はいつもそうだった。楓花が転んでも、自力で起き上がる力を授さずけてくれる。けっして甘やかさない厳しさには、常に深い優やさしさが秘ひめられていた。そのことに気づかされるたびに、楓花はあらためて思うのだ。

　この人のもとで働けて、本当に幸せだと。

「まあ、いまは余計はことは考えなさんな。もう一度、落ち着いて、大切な誰だれかを思い浮かべながら、配合しなおしてごらん。その人が、おいしいって喜ぶ顔を想像すれば、あんたの求める虹にじの味になるかもしれないよ。それがあんたの、山登りの一歩目だ」

　落ち込みの涙なみだが励まされた喜びの涙に変わって、楓花の目に押し寄せた。だらだらと滴を頰に流しながら、楓花は思わず翠明に抱だきついた。

「う……っ！　翠明さん、わたし最後まで絶対に、ちゃんとやりとげます！」

「うわっ！　いきなりなんだい──ってか、痛い！　楓花、痛いよ！」

「そうだったわっ、ごめんなさい！」

　慌てて腕をゆるめた楓花に、翠明はクスクスと笑った。それにつられて楓花も、やっと笑えみを見せることができた。すると、翠明がぽつりと言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。あんたを一人前と認めたのはあたしなんだから、あんたはちゃんとやりとげるよ」

「はい！」

「うん。素す直なおで大変よろしい」

　ハハッと笑った翠明は、荷に袋ぶくろを取ってくれと楓花にせがんだ。床ゆかに置かれた荷袋を楓花が抱かかえ上げると、翠明はそれを足にのせ、中から一本の茶ちや筒づつを取り出した。

　差し出された茶筒には〝神しん仙せん虹こう茶ちや〟と刻まれてある。

「あっ……もしかして、それって！」

「そう、西黄峰に住まう雁族の岩茶だよ。けどさ、正直かなり苦労したよ。彼らは自分たちのためだけに茶を作ってるから、売り買いする欲よくがないぶん分けてもくれない。なんとか頼たのみ込んで手に入ったのはこれだけだ。珍めずらしさで言えば特級だけど、かなり個性のある岩茶だから好みが分かれそうだ。使っていいから、飲んでみて決めたらいい」

「いいんですか！　ホントに!?」

　目を丸める楓花に、翠明はけらけらと声を上げて笑った。

「いま使わなくていつ使うのさ。売れるほどの量もないから、賀孟殿の分とあたしらの分をよけておいてくれたら、あとは全部使っていいよ」

　両りよう腕うでに茶筒を抱いて、楓花は大きくうなずいた。

「ありがとうございます。大切に使わせてもらいます！」
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　西黄峰の岩いわ肌はだに生えた茶樹の茶葉は、蒼あお緑みどり色だった。人の手で丁てい寧ねいに揉じゆう捻ねんされた半はん発はつ酵こうの茶葉の香かおりは、清すが々すがしくも濃のう厚こうだ。

　賀孟の屋や敷しきで一晩世話になると言う翠明のもとを去り、茶さ房ぼうに戻もどった楓花は、さっそくその茶葉に湯を注ぎ、茶ちや杯はいに淹いれた。茶の水すい色しよくは橙だいだい。一口飲んだ瞬しゆん間かん、濃厚な甘さが強く刻まれた後で、ほんのかすかに苦みが残った。

「わたしは好きだけれど、たしかに好みが分かれる味かも」

　この苦みを消し去ってくれて、みずみずしい奥深さを与えてくれる茶葉と配合したら、もしかしたら……。

（……心は常に凪いだ湖畔、思考は静謐な森の中）

　深呼吸をした楓花はゆっくりと目を瞑つぶり、煌慶の姿を思い浮うかべた。おいしいと言って微笑ほほえむ顔を脳のう裏りに描えがいたとたん、素直な思いが心の中にふわりとふくらんだ。

（……会いたいな）

　そのとき、煌慶と闘とう茶ちやをしたときのことが、ふいに楓花の脳裏を過よぎった。あっ、とすぐに目を開けた楓花は、作業台に並んだ茶ちや壺つぼの一つを引き寄せ、茶葉を茶さじですくった。それは、闘茶のときに煌慶が淹れてくれた、でたらめに配合された銘めい柄がらの一つ。

　白武烏龍──原産地は、獅国だ。

　青茶に分類される龍国の神仙虹茶も、烏龍茶である。これに白武烏龍を配合し、後はなにも混ぜないのはどうだろう。

（相あい性しようは絶対にいいわ。試ためしてみよう！）

　楓花は少しずつ茶葉の量を変えながら配合し、口の中に残った味を白さ湯ゆで洗いながら、時間をかけて何度も試飲を繰くり返した。

　一つまみが味を変える。丁寧に、焦らずに、何度目かに量を調節した茶葉を急きゆう須すに落とした。湯を注いで、蓋ふたを閉めた急須の上に、さらに熱湯をかけて保温させる。

　細長い聞もん香こう杯はいに茶を注ぎ、香りを確かめる。水色は堂々たる黄金。雨上がりの日ひ射ざしを思わせる歓かん喜きの香りが、楓花の全身を包んだ。

「……うん。香りは素す敵てき」

　聞香杯の茶を茶杯に注ぐ。両手で茶杯を包み込み、まぶたを閉じて茶杯を口に寄せた。

　──すっ。

　すっきりとした味わいが、口に広がる。その味に寄り添そうように、深みを増した優しい甘さが、そよ風のように一瞬過ぎ去る。あっけなく思われた直後、果実を連想させる爽さわやかな味が、楓花ののどを通った──刹せつ那な。

　七色の虹のように、幾いく重えにも折り重なった芳ほう潤じゆんで濃厚な旨うまみが、思いがけず口の中に広がり、残り、そして、清々しく刻まれた。

「──わっ、なにこれ、おいしい！」

　信じられない思いで、楓花は茶杯に見入った。煌慶の喜ぶ笑顔がありありと頭の中に浮かんで、楓花の顔も自然にほころんでいく。

　そう、これはたしかに、求めていた味だ。これを、飲んでほしかったのだ。

「……このお茶を淹れられるなんて、すっごく嬉うれしい！」

　そう言葉にした瞬間、黄金こがね色いろの光が窓から射し込んだ。

「ああ、翠明さんのおかげだわ。間に合ってよかった……！」

　運命の旅立ちを知らせる日射しに、楓花は目を細めて微笑んだ。
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　清恩湖湖こ畔はんの離り宮きゆう、月光園を目指す隊列に、楓花と奨文を乗せた軒けん車しやも加わった。

　先頭を行く騎き兵へいの後ろを、ひときわ豪ごう奢しやな軒車が走る。乗っているのは、おそらく煌慶だろう。ずっと会っていない煌慶の姿がそこにあると思っただけで、楓花の胸は高鳴った。

　煌慶が乗っている軒車の後ろにも騎兵が付き、楓花と奨文の軒車、数台のそれが続く。さらにその後ろにも、騎兵がずらりと隊列を組んで走っていた。

「冬輝さんと春遥さんは、どの軒車に乗っているんですか」

「冬輝たちは、文官や女によ官かんたちとともに先に発たち、準備をはじめている。斐周も一いつ緒しよだ」

「斐丞じよう相しよう閣下も一緒なんですか!?」

「心配しなくても大丈夫だ。表現は悪いが、春遥は大事な献けん上じよう品だ。斐周といえどもむやみな手出しはしないだろう。ただし冬輝のほうは、なにかあれば鄭家の親族に影えい響きようが及およぶとわかっているから、相当な我が慢まんを強しいられているだろうが」

　奨文は足の上に広げた文書に視線を落とすと、「眠ねむりなさい」と優しく言った。

「今夜は李家の親族が所有している屋敷に泊とまる手はずだ。茶葉を用意するために、かなり無理をしてくれたのだろう。なにも心配せずに、いまは眠りなさい」

　その声が心地ここちよくて、「はい」と返事をしながら目を瞑った楓花は、足の上に置いた布包みに両手を添えた。茶さじと茶ちや巾きんを入れた巾着、必要と思われた身のまわりの物、そして、配合した茶葉をおさめた紫し砂さの茶壺を指でなぞっていく。

（この茶葉は絶対に失なくせない。肌はだ身み離はなさず持ち歩かないと）

　心の中で繰り返しながら、うとうとしはじめた楓花は、やがてすっかり眠ってしまった。







　日暮れ間近になって、軒車が停とまった。

　風ふう雅がな庭園に囲まれた屋敷では、老ろう夫ふう婦ふと使用人たちが外に並んで出で迎むかえてくれた。武官を従えた煌慶を前にした彼らは、いまにもひれ伏ふさんばかりな勢いである。その様子を、楓花は遠目にしていた。

　金糸の刺し繡しゆうが彩いろどる緋ひ色いろの袞こん衣えはまばゆく、艶つややかな黒くろ髪かみが風にそよいでいる。そんな煌慶の後ろ姿を目にしたきりで、楓花は使用人によって、屋敷内の一室に通された。

　しばらくしてから運ばれた食事もそこで取り、もう少し眠りたくて寝しん台だいに横たわろうとしたときだ。扉とびらが叩たたかれて、返事をした楓花が開けると、立っていたのは奨文だった。

「少し時間ができた。陛下があなたに茶を淹れてもらいたいそうだ。頼たのめるか？」

　煌慶に会えるとわかったとたんに、楓花の心は浮き立った。

「宴うたげでお出しする茶葉を、淹れてもいいですか？」

「もちろんだ」

　珍めずらしく晴れやかな笑顔で、奨文はうなずいた。

　ばくばくと波打つ胸を押さえながら、茶壺と巾着を抱だいた楓花は奨文の後ろを歩き、回かい廊ろうを過ぎた。中庭に面した扉の前で立ち止まると、左右に立つ武官が両開き扉を開けた。

　屋敷内でもっとも上等な部屋なのだろう。広くはないが、床ゆかに置かれた宮灯をはじめとして、調度品はどれも漆うるし塗ぬりの施ほどこされた流りゆう麗れいなものだった。

　その奥で、細長く大きな文ふ机づくえを前にして、煌慶は座っていた。

　楓花を見ると、涼すずしげで凜り々りしい眉まゆがかすかに上がり、黒くろ水ずい晶しようのように輝かがやく瞳ひとみが、嬉しげに見開かれる。同時に形のよい唇くちびるの右の口角が、喜びをあらわすかのように頰ほおに寄った。

　煌慶はその表情のままなにも言わず、くいと右の掌てのひらを上に向けて軽く振ふった。こちらへ来い、という仕草だ。けれど楓花は一歩も動けない。視界に飛び込んだ煌慶の姿があまりにも眩まぶしくて、足がすくんでしまったからだ。

　いぶかしげに奨文が振り返る。楓花はドキドキしながら、ぎこちなく部屋に足を踏ふみ入れた。すれ違ちがいに奨文は出て行き、楓花の背後で扉が閉まった。

　文机のすみに寄せられてある茶道具を、煌慶が引き寄せる。立ちすくんでいた楓花ははっとして、

「あっ、わたしがやります！」

　慌あわてて駆かけ寄り、文机を前にしてぺたんと座った。

「お、お久しぶりです。陛下」

「なんだそれは。約束を忘れたのか？」

　一瞬きょとんとしてしまったが、そうだったと思い出す。心の中では名前を呼んでいたものの、実際に口にすることがなかったため、約束ごとをすっかり忘れてしまっていたのだ。

　顔を上げた楓花は、いたずらっぽい眼まな差ざしで見つめてくる煌慶にどぎまぎしてしまい、なかなか名前を声にできない。

「……どうした」

　煌慶がけげんそうに片眉を下げる。楓花はすぐに下を向いて、呼吸をととのえながら茶壺を置き、巾着の紐ひもをほどく。しかし指先が震ふるえてうまくいかない。

　やっと紐がほどけたと思うと、今度は茶さじを持つ手がありえないほど震える。

　煌慶の顔をまともに見られない。こんなことでちゃんと茶が淹いれられるのだろうかと、楓花が不安に思ったとき、衣きぬ擦ずれの音がした。煌慶がそばに来たのだと思うと、嬉しさと緊きん張ちようが入り交じる。と、煌慶が目の前で屈かがんだのがわかった。

　うつむいたままでいる楓花のあごに、そっと煌慶の手先が触ふれた。えっ、と思う間もなくその手先が動き、楓花は顔を上向かせられた。

「下ばかり見ずに、あなたの顔をきちんと俺に見せろ」

　鼻先が触れるほどの近さに、煌慶の顔がある。鋭するどい瞳の奥に、苛いら立だったような熱っぽさが過よぎった瞬しゆん間かん、煌慶は言った。

「ずっとあなたに会いたかったのに、下を向かれてばかりではたまらない」

（──わたしに、会いたかった？）

　冬輝の言葉は本当だったのだ。それが、どうしようもなく嬉しい。わたしもですと返事をしたいのに、煌慶の眼差しが近すぎて胸が苦しい。代わりに発することができたのは、あまりにも間ま抜ぬけな言葉だった。

「て、手を放してください。お茶を……淹れられません」

　あなたの答えはそれなのかと言わんばかりに、煌慶は眉まゆ根ねを寄せた。

「……あなたは違うのか」

　不ふ機き嫌げんそうにささやいて、煌慶は手を引いた。腕うでを組むように両手を袖そでの中へおさめると、背中を向けて文机をまわり込み、ムッとしたように黙だまり込んで座った。

（あ……怒おこらせてしまったみたい。せっかく会えたのに、このままじゃお茶を淹れても喜んでもらえないわ）

　それどころか、思いを素す直なおに打ち明けてくれた煌慶を、傷つけてしまったのかもしれない。そのことに気づいた楓花は、やっとの思いで言った。

「お、お名前を口にすることがなかったので、約束を忘れていたんです。ごめんなさい」

　声が震えた。けれど思いをちゃんと伝えたくて、楓花は顔を上げて背筋を正した。

「煌慶様のことはずっと考えていました。でも、もう二度と会えないかもしれないなあって、思ってもいたんです。だから、あの……こんなふうにお会いできて、とても……」

　煌慶の視線が、楓花からちらりとも動かない。

「とても、なんだ」

「と、とても……嬉うれしいし、ドキドキしてしまって。それで、あの……お顔をまっすぐに見られなかったんです！」

　仮面を着けていないいま、煌慶の瞠どう目もくがはっきりと楓花の目に映る。照れくさくていたたまれず、楓花はきつくまぶたを閉じてうつむいた。

　煌慶の深い嘆たん息そくが楓花に聞こえた。馬ば鹿かな理由を告げられて、きっと呆あきれてしまったのだ。情けなさに襲おそわれて、肩かたを縮ませて小さくなる楓花に、しかし煌慶は言った。

「……そんなかわいいことを言われたら、下を向かれても文句を言えないではないか」

（……えっ？）

　いまのは空耳だろうかと、楓花がおそるおそる上うわ目め遣づかいにすると、煌慶は口角を上げて満足そうに笑えんでいた。目が合ったとたん、ボッ、と楓花の耳に熱が帯びた。

「お、お茶を淹れます！」

「そうしてくれ」

「へい……煌慶様に飲んでもらいたくて、明日お出しする茶葉を持って来ました」

　意識をしすぎて震える指先も、茶を淹れる準備をはじめるとともに、おさまっていく。慣れた手順で急きゆう須すを温めてから、楓花は大ぶりの茶ちや壺つぼを開けた。急須に茶葉を落とし入れて、湯を注ぐ。その芳ほう潤じゆんな茶の香かおりに、煌慶はうっとりと目を細めた。

「いい香りだ」

　茶ちや杯はいに注がれたきらめく黄金こがね色いろを、楓花は煌慶に差し出した。両袖から手を出した煌慶は、上品な仕草でそれを両手に持ち、静かに口へ寄せた。

　口の中に含ふくみ、飲む。頰がゆるんで口角が上がり、満面の笑みをその顔に浮うかべた。

（うん！　そう、この笑顔。この表情が、見たかったの……！）

　楓花の高鳴る鼓こ動どうが、喜びに変わっていく。夢に見たその笑顔を目に焼き付けていると、煌慶は感かん嘆たんの息をもらした。

「ああ……なんて旨うまい茶だ！　こんな茶は、飲んだことがない」

「獅国原産の白武烏龍と、翠明さんが手に入れてくれた神仙虹茶を配合したものです」

「配合された茶葉は、たったのそれだけか？」

「はい」

　まじまじと楓花を見つめてから、煌慶はふと視線を落として茶杯を置いた。

「奨文があなたに頼むと言ったとき、俺は反対した。あなたを巻き込みたくなかったからだ。だが、自分でも矛む盾じゆんしていると思った。霊れい廟びようで〝自分を試ためせ〟とあなたに言ったくせに、その絶好の機会が目の前に訪おとずれたとたんに……腰こしが引けたのだからな」

「それは……わたしには無理だと思ったからですか？」

「違う。けっしてそうではない」

　ふたたび両袖に手を入れた煌慶は、無言のまま楓花を凝ぎよう視しする。言いたい言葉があるのに、それをのみ込もうとしているかのような苦く悶もんが、引き結んだ唇に一瞬過る。どうしたのかと推おし測る楓花から、視線をそらした煌慶は、おもむろに立ち上がった。

「あなたに、渡わたしたい物がある」

　そう言って背中を向けると、簞たん笥すの上にあった黄金の紋もん織おり物ものの包みを持った。

「楓花。立って、目を閉じろ」

　なんだろうといぶかしみながら、言われるがままに腰を上げた楓花は、目を閉じた。そばに煌慶の気配がある。それが、楓花の後ろに立ったのが伝わったときだ。

　──ふわり。肩になにかがかけられた。かすかな白びやく檀だんの香りが、楓花の鼻先をくすぐる。そのとき、煌慶の吐と息いき交じりのささやきが、右の耳にそっとかかった。

「目を開けろ」

　ゆっくりと目を開けた楓花は、肩に羽織らされた袍ほうに驚おどろいた。目の覚めるような光こう沢たくのある緋ひ色いろ。短い袖そで丈たけのすそには、流雲の空を舞まう龍りゆうが、金糸の微び細さいな刺し繡しゆうとなって輝かがやいていた。

「こ、これは……？」

「袖を通していない俺の袍を、あなたに合うよう仕立てなおさせた。裳もも用意してある。明日、あなたに着てもらいたい」

「えっ！　でも、待ってください。これは緋色です。龍国で緋色の袍が許されているのは、皇こう帝てい陛下だけです！」

　思わず右を向いた楓花の間近に、煌慶の顔があった。わっ、とのけぞりそうになった楓花の両りよう肩かたを、煌慶は力強くつかんだまま放さない。

「許されているのだ。一人だけ。俺が──皇帝が認めた、茶師だけにな」

　楓花の肩に置かれた煌慶の指先が動き、衿えりに触れ、楓花のうなじをかすめた。とたんに全身に熱が走って、楓花は身を硬かたくする。すると、目の前に立った煌慶は、楓花の羽織る袍の衿を両手に持ち、重ね合わせながら、強い意志を込めた眼差しを向けてきた。

「皇帝と運命を共にする。その意味が、茶師に与あたえられた緋色の袍にはある。これを与えられたあなたは、明日、俺と運命を共にするのだ」

　はじめて知らされたことに楓花が言葉を失っていると、煌慶は少し意地悪そうに笑んだ。

「いやか」
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「い、いやじゃありません！」

「声が震ふるえているぞ」

「だ、だって……こんなの、光栄すぎて……！」

　戦いくさを避さけるために、春遥の運命を変えるために、冬輝を守るために。

　煌慶と同じ目的を持って、同じ場にいて、同じ時間を過ごす。その意味が袍となって、いま、楓花の肩にかかっていた。これを着ることが、煌慶の願いであるのなら──。

「──わたしに、お任せください！」

　思わず、声になっていた。楓花は煌慶を見つめ返して、もう一度繰くり返す。

「これを着て、なにがあってもわたしのお茶で、煌慶様を支えます！」

　楓花がそう言った瞬しゆん間かん、煌慶の瞳ひとみに抗あらがえない衝しよう動どうが走った。

　眼まな差ざしを鋭するどくさせると、衿を持つ手に力が込もる。袍ごと引き寄せられそうになって、楓花はあっ、と息をのむ。と、きつくまぶたを閉じた煌慶は、冷静になろうとしているかのように嘆息すると、名残なごり惜おしげに袍の衿から手を放した。

（……び、びっくりした。いま一瞬、抱だきしめられそうになった気がしたけど、気のせいみたい。こんな勘かん違ちがい、身の程ほど知らずにもほどがあるわ。恥はずかしい！）

　そうは思っても、鼓動は激しく脈打っていた。勘違いの気まずさに耐たえきれず、楓花がかすかにうつむくと、煌慶が一歩退いた。

「……まだ、あなたに礼を伝えていなかった」

　高ぶる気持ちを振ふり払はらうかのように、ふたたび深く嘆たん息そくした煌慶は、両袖に手を入れながら背筋を正した。

「最高の茶葉に礼を言う。ありがとう──楓花」

　楓花の胸に熱いものが込み上がる。その言葉だけで、どんなことでも乗り越こえられる気がして、楓花は羽織っている袍の衿を強く握にぎり締しめた。

「わたしこそ、素す晴ばらしい袍をありがとうございます！」

　どこか切なげな眼差しで楓花を見返しながら、煌慶は小さくうなずいた。
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　翌日。雲一つない快晴の午後。

　紺こん碧ぺきの水面みなもを輝かせる清恩湖が、樹木のすき間から見えはじめた。若葉に覆おおわれた小山に囲まれている湖の対岸に、紅色と蒼あお色いろに彩いろどられた流りゆう麗れいな破は風ふの月げつ光こう閣かくが、湖に突つき出すように建っている。湖こ畔はんを走る軒けん車しやが進むたびに、その楼ろう閣かくが楓花の視界で大きくなっていった。

　龍の彫ちよう像ぞうが左右に配された離り宮きゆうの入り口で、隊列がいっせいに停とまった。

　出で迎むかえてくれたのは、入り口へと続く階段に立つ武官、文官たちと、彼らを背後にしたがえた斐周である。こちらを見下ろすその様は、まるで自分こそが皇帝だと言わんばかりの風ふう体ていだ。

　そこに、冬輝と春遥の姿はない。

「冬輝さんと春遥さんがいないわ」

「春遥は宴うたげが終わるまで、外へ出られない。冬輝はその見張りを引き受けているのだろう」

　奨文が答えた直後、煌慶が軒車から降りた。斐周の後ろにいた全員が、いっせいに拝礼して頭こうべを垂れ、左右に分かれて階段を空けた。

　斐周もいっとき遅おくれて拝礼する。だが、煌慶は斐周の横を、無視同然で颯さつ爽そうと素通りした。そのとき、斐周が悪あつ鬼きのような形相になったのを、まだ階段下にいた楓花は見み逃のがさなかった。奨文もそれを見ていたようだ。端たん整せいな横顔を険しげにゆがめた。

「……楓花。あなたに護衛を付ける」

　奨文は楓花に向きなおり、壮そう年ねんの武官を一人呼んだ。頑がん強きような体格でたくましく、温和な笑えみを浮うかべた顔は、浅黒く日に焼けていた。

「來らいと言う。腕うではたしかだし、信しん頼らいできる李家側の者だ。庖ほう厨ちゆうの場所や宴が行われる天てん雲うん殿でんも、來に案内してもらうといい」

　よろしくお願いしますと楓花が深く頭を下げると、來は笑顔でうなずいた。奨文が続ける。

「獅国の方々が着くのは夕方だ。銅ど鑼らの音が五度鳴ったら、湖畔に彼らの姿が見えた合図。三度鳴ったら、離宮に着いた合図だ。そして、一度だけ鳴ったときが、宴のはじまりの合図だ。茶を出す機会を見て、私が女官に指示を出す。それまでに茶の準備をととのえて、庖厨で待っていていただきたい。もしもなにかあれば、私と陛下は龍りゆう寿じゆ殿でんの政務室にいる」

「わかりました」

　楓花がうなずくと、奨文も小さくうなずき返して、背中を向けた。

　奨文が階段を上って行く。背筋を伸のばして立つ斐周と奨文が、刹せつ那な視線を交かわした。だが、互たがいに顔をそむけてすれ違う。と、両袖に手を入れた斐周が、楓花を見下ろした。

　獲え物ものを狙ねらう蛇へびのごときその眼まなこを、楓花は身み震ぶるいする思いで見返したのだった。
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　來に伴ともなわれて楓花が落ち着いたのは、月光閣より東に位置する龍寿殿から、回かい廊ろうでつながっている一室である。貴き賓ひん客のための部屋らしく、窓からは庭園が見え、寝しん台だいには天てん蓋がいが付いており、すみに配された鏡の横には、着き替がえのための衝つい立たてまで用意されていた。

「楓花殿、すぐに案内しよう」

「はい。いま行きます！」

　煌慶から贈おくられた紋もん織おり物ものの包みと、持って来た包みを簞たん笥すの上に置いた楓花は、茶ちや壺つぼを小さな布で包みなおし、それだけを抱かかえて部屋を出る。來が扉とびらに錠じようをかけた。

　來に伴われながら、色とりどりの花々が咲さき誇ほこる庭園を歩く。すると、四阿あずまやで茶を飲んでいる数人の文官が視界に飛び込んだ。茶師の癖くせで、飲んでいる茶に興味が湧わく。

「來さん。あの方たちが飲んでいるお茶がなにか、わかりますか」

「いや、すまない、私にはわからない。庖厨に行けば茶ちや筒づつがあるだろう」

　離宮の中心に建つ月光閣は、天に昇のぼるほどの高さを誇る楼閣だ。その手前に天雲殿があり、回廊で続いている平屋の離はなれがあった。ここが、庖厨である。

　庖厨内では、すでに女によ官かんたちによって料理の準備がはじめられていた。楓花はすぐに棚たなを見まわす。茶筒や茶壺を探したものの、目に入ったのはたったの一個。銘めい柄がらの記されていない茶筒だけだった。

「あなた、誰だれ？　ここは関係者以外立ち入り禁止よ」

　楓花が茶筒を手にしたとき、熟年の女官がけげんそうに話しかけてきた。茶師であることを伝えると、その場にいた女官たちは顔を見合わせて困こん惑わくした。

「茶師が来るだなんて聞いていないわ。お酒はたくさん用意したけれど、お茶は不要だって左さ丞じよう相しよう様にきつく言われたものだから、宮きゆう廷ていで出しているような茶葉はなにもないのよ」

「茶器ならなんでも揃そろってるけど、あなた、茶葉を持参してくれた？」

「はい、茶葉は用意しています。でもあの、さっき四阿で、文官の方々がお茶を飲んでいるのを見かけたんですが、それはこれですか？」

　茶筒をしめすと、細身の女官が近づいて来た。

「ええ。あたくしの従弟いとこが持って来た安い緑茶よ。あとでみんなで飲めって、残りをこっそりもらったの」

「茶葉を見てもいいですか」

　お好きにどうぞと言われて、蓋ふたを開けた楓花は香かおりを嗅かぐ。青あお臭くささが少し強い。茶葉の形は不ふ揃ぞろいに縮んでおり、等級の低い無名の茶葉だとすぐにわかった。

（わたしの用意した茶葉がなければ、宴で出せるお茶はほかにないんだわ）

　斐周の眼が、とっさに楓花の頭の中に浮かんだ。ゾワリと背筋に悪お寒かんが走る。眉まゆ根ねを寄せた楓花は、茶筒を棚に戻もどしてから、布に包まれた茶壺を両手で強く抱え込んだ。

（──これは失なくせない。絶対に！）







　天雲殿の殿内を來に案内されている間も、楓花は気もそぞろで、持っている茶葉のことだけを考えていた。

　殿内を行き来する文官、周囲に立っている武官を見るたびに、いまにも襲おそわれそうで怖こわくなる。けれど來がいてくれるおかげか、楓花のいやな予感は徒労に終わり、なにごともなく部屋に戻ることができた。

「私は扉の外に立っている。内から錠はかけずに、なにかあればすぐに呼びなさい」

　安あん堵どの息をついた楓花は、來に礼をのべてから部屋に入った。扉が閉まったとたんにいっきに気が抜ぬけて、楓花はよろめくように寝台に腰こしを下ろした。

「……考えすぎなのかな。でも……」

　獅国王太子は茶好きだと、奨文は言っていた。それなのにいまこの離宮にある茶葉は、宴で出すのははばかられる緑茶と、楓花の用意している茶葉しかない。斐周はあきらかに、煌慶に恥はじをかかせて陥おとしいれようとしていたのだ。

　その恥をかばい、うまく説得できるのが斐周であれば、その場にいる誰もが、さらなる信頼を彼に寄せる。おそらくはそういう魂こん胆たんなのだろう。

「……大だい丈じよう夫ぶ。この茶葉があるもの」

　そうつぶやいた楓花は、抱きかかえた茶壺しか見ていなかった。だから、衝立ての奥に潜ひそんでいた気配に気づけなかった。

　はっとして顔を上げた直後、目の前に立ちはだかった黒い人ひと影かげの拳こぶしが、振り上げられる。その右手の甲こうに、楓花は傷を見た。

「──あっ!!」

　楓花が叫さけんだ刹那、來は扉を開けるやいなや剣けんを抜いた。

「部屋に潜んでいたのか！　卑ひ怯きような！」

　相手は振ふり向き様に、腰の短剣を抜き取って來に投げつけた。それは剣を持つ來の右みぎ腕うでを射て、彼の動きに一いつ瞬しゆんの隙すきができる。血がにじんでいく。とっさの判断がつかず、衝しよう撃げきのあまり身をこわばらせた楓花のこめかみに、その隙を逃のがさない相手の拳が振り落とされた。

　──ゴッ！

　打だ撃げきを受けてよろめき、床ゆかで膝ひざを折った楓花の手から、相手は力任せに茶壺を奪うばい取った。

「うっ、うそ──！　やめ……やめてっ!!」

　こめかみに鈍どん痛つうが走る。ぐらぐらして視界が歪ゆがみ、立つことができない。相手は素す早ばやく窓を開け放つと、茶壺を抱えたまま外へ飛び出した。駆かけ寄った來は楓花を気き遣づかい、大丈夫かと訊たずねながら腕を取って立たせてくれる。

「わ、わたしは平気です。それよりも來さんの腕から血が！」

「たいしたことはない。私は盗人ぬすつとを追いかける。茶壺を取り返し、必ず捕とらえる！　あなたは李丞相閣下と陛下に知らせてください！」

「わかりました！」

　窓から外へ出た來は、侵しん入にゆう者を知らせる指笛を吹ふいて、庭園を駆けて行った。

　顔を覆おおい隠かくすように頭ず巾きんを深くかぶっていた姿は、宮廷で襲って来た者と同じだった。さらに右手の甲の傷は、あの日冬輝が刻んだものだろう。あきらかに、斐周に命じられて動いている者だ。

　いつから衝立ての陰かげに潜んでいたのか。ここを出るとき、錠はかけていた。だからそれ以前。もしかしたら楓花がここに着く前から、そうして機会をうかがっていたのかもしれない。だが、真実を追つい及きゆうしている暇ひまはない。

　──茶葉は、奪われたのだ。

　ほんの少しの間の油断。怒ど濤とうのように後こう悔かいの念が押し寄せてくる。握にぎった拳が怒いかりに震ふるえていた。

（……でも、來さんがきっと取り返してくれる！）

　怒りを胸の奥に押し込めながら、部屋を出た楓花は、一目散に政務室を目指した。




[image: ]




「なに!?　部屋に潜んでいただと！」

　すべてを知らされた奨文は、愕がく然ぜんとしながら肩かたを落とした。

「気づけなくて申し訳ありません。本当に……」

　拳を握ってうつむく楓花の耳に、奨文の深い嘆たん息そくが聞こえた。すると、煌慶が冷静な声こわ音ねを放った。

「相手は気配を殺していたのだろう。訓練された武官ではないのだから、気づけなくて当然だ。だが、來に助けられたな。彼を待とう」

「でも、來さんは腕うでに傷が……！」

　血がにじんでいた。心配でたまらなくなり、うつむいた楓花はきつくまぶたを閉じた。

「來は頑がん強きような武官だ。案ずるな」

　それでも、楓花は顔を上げることができない。理由はどうであれ、茶葉を奪われてしまったことが、悔くやしくてたまらない。なによりも、傷のある來を頼たよるしか術すべのないことが、心苦しくてならなかった。

　煌慶の衣きぬ擦ずれの音が近づく。やがて、目の前で立ち止まったのが伝わった。

「あなたが無事で、なによりだ」

　噓うそ偽いつわりのない、穏おだやかな語調だった。驚おどろいた楓花が顔を上げると、煌慶は静かな眼まな差ざしでこちらを見下ろしていた。

「けがはないか」

「……はい。來さんがいてくれたので、わたしは平気です」

　安堵するように息を吐はいた煌慶は、かすかに笑えんだ。直後、政務室の扉が開いて、來が肩で息いきをしながら入って来た。その表情は暗く沈しずんでいた。

「……取り押さえて、牢ろうにつなぎましたが、これを」

　そう言って差し出されたものを見て、楓花は言葉を失った。紫し砂さの茶ちや壺つぼの欠片かけらである。割れたのだ。ということは、茶葉は──。

「捕つかまると思ったらしく、茶壺を投げつけて割り、茶葉をばら撒まきました。止められず、申し訳ありません」

　──茶葉はない。もう、どこにもないのだ。

　落らく胆たんした楓花は、いまにもその場に頽くずおれそうになった。けれど來の血のにじんだ腕を見て、身勝手な動どう揺ようを押し殺した。

　茶葉のことばかりを考えて油断して、気配に気づけなかったのは誰だれでもない、自分である。いまは茶葉よりも、來が無事だったことがなにより大切だ。もしも來がいなければ、ひどい傷を負っていたのは、楓花かもしれなかったのだから。

「捕まえてくれてありがとうございます。來さん、すぐに傷の手当てをしてください！」

「楓花殿どの。あなたと茶葉を守りきれず、本当に申し訳ない」

　深々と頭を下げた來に、奨文は言った。

「捕まえたのは手て柄がらだ。目的は、あきらかに楓花の茶葉だろう。それがないいまとなっては、もう敵は姿を見せないはずだ。來、傷の手当てをしてから、配下の者と牢を見張ってくれるか。その者に命じた誰かが、逃にがすかもしれない。さもなくば口くち封ふうじに殺すだろう」

　御ぎよ意い、と答えた來は、荒あらい息のまま政務室を後にした。

　來を見送る煌慶の両手が、悔しげに固く握られて震えているのを、楓花は見た。と、煌慶はその手を隠すように、両りよう袖そでの中へすっと差し入れる。

「奨文。少し楓花と話したい」

　厳しい表情を崩くずさないまま、うなずいた奨文は政務室を出て行った。

「間ま違ちがいなく、叔父おじの手による者だな」

　楓花を見つめた煌慶は、安心させようとするかのように、小さく笑んだ。

「楓花。今夜のことは心配しなくてもいい。すべて、俺が成すべきことだ。この許せない仕打ちは、必ず、俺が晴らす」

　微笑ほほえんではいても、黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみには、怒りをたぎらせた熱が宿っていた。斐周への憤ふん怒ぬの念を、必死に抑おさえているのだと楓花は悟さとった。

「別の部屋を用意させる。今夜はそこで休め。宴うたげが終わった後、あなたに会いに行く」

「……でも！」

「もともと、俺が成すべきことなのだ。あなたは充じゆう分ぶんに支えてくれた。だから、こうなったことについて自分を責めるな。あなたが無事だったのだ。俺はそれだけでいい」

　そっと袖から手を出すと、煌慶はいたわるように、楓花の頰ほおを包んだ。

「わかったな」

　煌慶のきらめく瞳を見返していると、優やさしい人だと言った冬輝の言葉が、楓花の頭の中を駆け巡めぐっていく。激しい怒りを胸の内に抱いだいていても、けっして声を荒らげずに、冷静に状じよう況きようを見定める。無情の仕打ちに耐たえながらも、どこまでも優しく聡そう明めいで、知的だった。

　そのことにあらためて気づかされた楓花の胸に、突とつ如じよ強い思いが湧わき上がった。

　──この人の、そばにいたい。そばにいて、力になりたい。

「返事はどうした」

　いつかのように、煌慶が聞き返してくる。楓花はその目から視線をそらさずに答えた。

「……わかりました。でも、わかりません」

　瞠どう目もくした煌慶は、楓花の頰からゆっくりと手を放す。

「わからない？　どういうことだ」

（茶葉を奪われて落ち込むために、わたしはここへ来たんじゃない。煌慶様や奨文さん、冬輝さんや春遥さん、そして、この国を助けるために来たんだもの。だから──）

　──このままでは、終われない！

「宴が終わるまで、部屋でじっとなんてしていられません。わたしは昨日、任せてくださいと煌慶様に申しました。それを噓うそにはしたくないんです。最後まで、やりとげたい……」

　茶葉ならば、まだある。宴にはふさわしくはないと、誰もが考える緑茶が──。

「あの！　教えてください。獅国王太子殿でん下かは、どのような方なのですか」

「突然、どうしたのだ」

「庖ほう厨ちゆうに緑茶がありました。等級の低い茶葉ですが、もしも王太子殿下が、庶しよ民みんのお茶を楽しめるような人ひと柄がらだったら、わたしなりにそれを淹いれてお出ししても、喜んでいただけるんじゃないかと思うんです」

　思案げにうつむいた煌慶は、嘆息しながら腕を組む。

「……獅国王太子は、純血の王族ではない。武人上がりの養子だ。龍国との戦いくさを避さけていた間も、獅国はほかの国々に攻せめ入っていた。三年前、北方の小国との戦で武功を挙げてから、嫡ちやく男なんに恵めぐまれなかった獅国王が気に入り、正式な養子とした。もとは平民の男だ」

「平民!?」

「そうだ。しかも、ただの平民ではない。王太子は、十五年前に獅国に平定された鳳国の民たみだ。だから、正しくは平民ではなく──下僕」

　──下僕！

　獅国に平定された国。それはつまり、戦に負けた国である。龍国に逃のがれられた人々は幸運で、そうではない人々は、獅国民の下僕──使し役えきされる運命にあった。

「その運命は、よほどのことがなければ覆くつがえせない。鳳国出身で下僕の男が、剣けんの腕だけで王太子にまでのし上がったのだ。己おのれを誇ほこりに思い、自尊心が高ければ、その緑茶をあなたがどのように淹れようとも、低く見られていると感じて顔をしかめるだろう。やめたほうがいい」

　煌慶の言うことには一理あった。それでも、かすかな希望がいやおうなしに、楓花の背中を押した。

「……鳳国の、方なんですね」

「そうだ」

「でしたら、ぜひ、お出ししたいお茶があります」

「なんだ」

「──擂茶です」

　片かた眉まゆをくいと上げて、煌慶はいぶかしんだ。

「はじめて聞く茶名だな。それは、どんな茶だ」

「緑茶と食材を混ぜて作る、鳳国の人たちが愛しているお茶です」

　煌慶の眉根が厳しげに寄った。

「楓花。獅国は龍国のような大国ではない。その分、閉へい鎖さ的なところがある。あなたの言う擂茶が、亡国の民の愛した茶であるのならば、たとえこの国では歓かん迎げいされたとしても、獅国にとっては〝下僕の茶〟だ。悪いが、賛同できない」

　──下僕の茶。

　うつむいた楓花の心に、ひやりとした冷たい哀かなしみが広がっていく。煌慶の言葉は正しく、そのとおりだと納なつ得とくできる。けれど──。

「──でも、だったらなおさら王太子殿下は、懐なつかしい故郷のお茶を味わいたいはずです。獅国の宮きゆう廷ていにいては、きっと飲めないはずですから。それに、擂茶はとてもおいしいお茶なんです。そのことを、獅国の人に知ってほしいとわたしは思います。飲んで、おいしいって喜んでほしい」

　顔を上げた楓花は、煌慶の瞳をまっすぐに見つめた。

「それに、お茶には下僕も平民も、貴族も王族もありません。身分なんて忘れて、鳳国の人たちと仲良くしてほしい。そのことを、わたしは獅国の人たちに、わかってもらいたい！」

　はっとした煌慶は、目を見開いた。押し黙だまり、楓花を凝ぎよう視しする。沈ちん黙もくがしばし続いた後で、諦あきらめたように嘆たん息そくした煌慶は、重たげに口を開いた。

「あなたの言い分はわかった。しかし激げき昂こうを招く恐おそれのある茶だ。一国の皇こう帝ていとしては、うなずくわけにはいかない。もういい、あなたの思いは痛いほど伝わっている。だから──」

「──いやです！」

　楓花は拳こぶしを握にぎって食い下がる。

「王太子殿下について、はじめからそうだと知っていたら、わたしは真っ先に擂茶を思い浮うかべたと思います。誰にでも懐かしい味があり、それは人々をほっとさせて喜ばせ、心をほぐしてくれるものだからです。殿下をもてなすのに、これ以上のお茶はありません」

「奪うばわれた茶葉よりもか」

「そうです」

　大切な交こう渉しようを控ひかえた宴の場で、擂茶を出す意味は、賭かけ以外のなにものでもないのだろう。だが、希望もある。それに賭ける価値はあるはずだ。

（このまま引き下がるなんて、したくない。斐周の思いどおりには、絶対にさせない！）

「たしかに、これは賭けです。でもこのままでは、わたしは煌慶様の力になれない。それが悔くやしいんです。獅国の人たちが、擂茶を〝下僕の茶〟だと言うのなら、その価値を覆してみせます。だから、お願いです。そうさせてください！」

　だからこそ、賭けに負けたそのとき、いっさいの責任を負う覚かく悟ごを決めなければ、この国が、宮廷が、そして煌慶が、断罪の的になる。一方で、賭けをしなければこのかすかな希望さえ、つかむことはできない。

　どちらも天てん秤びんにかけられないからこそ、楓花にできることが一つだけあった。

「……煌慶様に、お願いがあります」

「なんだ」

　そうすることで獅国側は納得し、煌慶は罪に問われず、宮廷は守られる。その方法が、たった一つだけ残っていた。

「擂茶をお出しして、もしもわたしが説得できなくて、獅国の人たちや王太子殿下の激昂を招いてしまったら、そのときは──」

　押し黙る煌慶の瞳を真しん摯しに見つめ、腹を決めた楓花は告げた。

「──誰だれよりも先に、わたしを斬きってください」

　激しく瞠目した煌慶は、息をのみ、絶句した。

「わたしは、このままでは帰れません。緋ひ色いろの袍ほうを用意してくれた煌慶様の思いに、応こたえたいんです。それに、このまま逃にげたくない。煌慶様と一いつ緒しよに、立ち向かいたいんです！」

　目を吊つり上げた煌慶が、楓花の肩かたをとっさにつかんだ。

「なんてことを──なんてことを言うんだ、あなたは！」

　鼻先が触ふれるほど顔を近づけた煌慶は、のどの奥から絞しぼり出すように叫さけんだ。はじめて耳にした煌慶の荒あらい声こわ音ねに、楓花は一いつ驚きようした。

「お手をわずらわせてしまいますが、でも──」

「──そうではない！　俺の手などどうでもいい!!」

　激しい怒ど号ごう。眉根をきつく寄せ、辛つらそうに楓花を睨にらみすえる。楓花の肩をつかむ煌慶の手が、怒いかりのせいか憤いきどおりのせいか、ひどく震ふるえていた。

「命を賭けて茶を淹れると言うのか、あなたは！」

　煌慶になんと言われても、いまこのとき、この瞬しゆん間かん、後こう悔かいをしたくない。茶師としての、全すべての力を使いきりたい。その一心で、楓花は答えた。

「そうです。それが必要だと思うなら、わたしはそうします」

　凜りんとした楓花の迷いのない言葉に、煌慶は驚きよう愕がくする。長い沈黙のときが流れた後、やがて煌慶はひどく切なげな声音でささやいた。

「……俺がなにを言っても、あなたの思いは変わらないようだな」

　うなずいた楓花の肩に、煌慶の指がぐっと食い込み、力が増した。

「ならば、あなたの願いどおりにしてやる。だが、そうはならないと──俺は信じる」

　熱の込もった煌慶の眼まな差ざしが、楓花をとらえて離はなれなかった。その瞳ひとみに吸い込まれそうで、楓花の胸は荒あれ狂くるったように脈打ちはじめた。苦しげに、さらに深く眉をひそめた煌慶は、息をつくとうつむきながら、楓花の肩から手を放した。

　楓花から退いた煌慶は、皇帝然とした態度で居ずまいを正した。

「いいだろう。茶師風花、俺が許可する。擂茶を淹れろ」

　強く、まばゆく、煌慶の瞳が輝かがやく。

「俺は飲んだことがない。獅国の者たちに文句など言わせないほどの、最高に旨うまい茶を期待している」

「はい」

「奨文には伝えておくが、叔父おじには内ない緒しよにしておく。すみやかに準備を進めろ」

「わかりました。お任せください！」

　楓花は政務室を出た。廊ろう下かに立っていた奨文が、入れ替かわりに室内へ入り扉とびらを閉めた。

　廊下を歩きはじめた楓花は、自分のことながらどこか奇き妙みように感じていた。

　皇帝に盾たてを突ついてまでも、自分にはできると信じきっている。煌慶の力になりたい、卑ひ怯きような斐周に一いつ矢し報むくいたい、その思いがあるのはたしかだ。それにしても、なにかがおかしい。

（なんだか、いつものわたしじゃないみたい。このみなぎるような自信は、いったいどこから湧わき上がってくるの……？）

　遠くで、銅ど鑼らの音がこだまする。五度目を鳴らして、その音は途と絶だえた。獅国の人々が湖こ畔はんにあらわれた合図である。
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　鏡の前に立った楓花は、娘むすめらしく結ゆい上げていた髪かみをほどいた。茗聖の髪型を真似まねて、櫛くしを通して一つに編んで束ね、背中に流す。

　寝しん台だいに置いた紋もん織おり物ものの包みをほどき、緋色の袍に着き替がえ、赤あか墨ずみ色いろの裳もを穿はいた。くるぶしが隠かくれる長さの裳は上等な品で、動くたびに細かな襞ひだが優ゆう雅がに揺ゆれる。胸の下できつく帯を締しめると、楓花の背筋は自然に伸のびた。

　もう一度鏡の前に立ち、目を瞑つぶった楓花は大きく深呼吸をした。胸を手で押さえると、なめらかな絹の感かん触しよくが励はげましてくれる。

（……これを着ていると、煌慶様が守ってくれているような気がする）

　そう思うと、心は不思議に凪ないでいく。音もなく静かな静せい寂じやくの中に、魂たましいごと誘いざなわれていくかのようだ。

　楓花がゆっくりとまぶたを開けたとき、獅国の人々の到とう着ちやくを知らせる銅鑼の音が、三度響ひびきわたった。

「……よし！」

（今日だけでも、わたしは龍国宮きゆう廷ていに仕える茶師だもの。茗聖様の名に恥はじない振ふる舞まいをする。そしてみんなのために、煌慶様のために──）

　──この高い山、絶対に登りきる！







　離れを出た庭園の先に、天雲殿まで続く湖畔を見下ろせる長ちよう廊ろうがある。紅色の梁はりと柱に支えられたそこを歩く一群が視界に飛び込み、楓花は足を止めた。

　紅と蒼あおが龍国を象しよう徴ちようする色だとすれば、獅国のそれは黄と黒だ。使節大使である高官や文官、武官たちの誰もが、黒こく檀たん色の袍に身を包んでいた。

　その中に一人だけ、銀糸の刺し繡しゆうが輝く鬱う金こん色いろの袞こん衣えをまとった人物が先頭にいる。

　遠すぎて顔をはっきりと見ることはできないが、楓花はその人物の髪の色に驚おどろいた。黒くろ髪かみではなく、淡あわい栗くり色いろだったのだ。あごの下ですっきりと切り揃そろえられたその髪が、肌はだ寒ざむい湖畔の風が吹ふくたびに、ゆるりと頰ほおで揺れていた。

（……あの人が、王太子殿でん下か？）

　長廊の先から、数名の文官を伴ともなった斐周が姿を見せた。煌慶に対するよりも丁てい寧ねいに腰こしを落として拝礼すると、王太子らしき男は立ち止まって斐周になにか言った。斐周は大げさに笑って見せると、彼らを招きながら長廊を歩きはじめる。

　高官と文官の後ろを、きらびやかな装よそおいの女性が歩いていた。煌慶の妃きさきになるはずの女性だと、楓花はすぐに察した。その女性を囲むようにして、侍じ女じよたちが歩いていく。

（なんてきれいなたたずまいなの。あの人を見たら、煌慶様は好きになるかもしれない）

　楓花の胸は、ちくりと痛んだ。けれどすぐに思いなおし、気持ちを切り替えるために頭を左右に振った。

（ううん！　いまはそんなこと考えるのやめよう。自分のすべきことだけを、考える！）

　女性たちの後ろに武官が列をなしており、五十名ほどの隊列は、やがて楓花の視界から消えた。群ぐん青じよう色に染まった空に、銅鑼の音が一度だけ鳴った。

　いよいよ──宴うたげのはじまりだ。
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「早く運んで！」

「違ちがうわ、それはあとよ！　はじめに鱶ふか鰭ひれと海鼠なまこの汁しるって言ったじゃない！」

　料理を作る者、きれいに飾かざって盛る者、運ぶ者。みな熟年の女によ官かんである。そんな彼女たちがバタバタと行き交かう庖ほう厨ちゆうに楓花が顔を出すと、はっとしたように誰だれもが立ち止まった。

「あら？　あなた、さっきの……」

　話しかけてきたのは、茶ちや筒づつの持ち主である細身の女官だった。

「その緋ひ色いろ……あなた、陛下に認められた茶師様だったのね！　いやだ、あたくしったら、さっきは気安く話してしまって……！」

　拝礼しようとするので、楓花は慌あわてて引き止めた。

「あっ、やめてください！　お手伝いに来ただけですし、これを着るのも今日だけのことなんです。どうぞ、楓花と呼んでください」

「いけません」

　そう言ったのは、涼すずやかな面おも差ざしの女官だった。その場にいる誰よりも年かさに見えたが、凜とした気品の漂ただよう姿態はどこか若々しく、美しい。

「女官長の香こう礼れいです。あなたのことを、左さ丞じよう相しよう閣下からはなにも聞いてはいませんでしたが、陛下のお考えがあってのことでしょう。それを着るのが本日限りだとしても、あなたはこの国を代表する茶師です。敬われることに慣れてください。そうでなければ、陛下が低く見られてしまうのです。あなたは今夜、胸を張って、わたくしたちに命じる立場にあるのです」

　香礼は楓花の目の前で、丁寧に拝礼した。それに続き、手を休めたほかの女官たちも、楓花に向かって同じくする。その瞬しゆん間かん楓花の全身に、快い緊きん張ちようが走はしった。

「わかりました。どうぞ、よろしくお願いいたします！」

　楓花も拝礼すると、顔を上げた香礼が言った。

「茶師様、用意するものがあれば言ってください。すぐにととのえます」

「はい！　ありがとうございます」

　棚たなに近づいた楓花は、さっそく茶筒を手に取った。蓋ふたを開けて、もう一度茶葉を確かめる。擂茶を作るのであればこれで充じゆう分ぶんだ。すると細身の女官が、ぎょっとしながら近づいて来た。

「ち、茶師様、お待ちください！　まさかその緑茶をお出しするつもりじゃないのでしょう？」

「いえ、そのつもりです。それでいまさらなんですが、この茶葉を使ってもいいですか？」

　女官はあんぐりと口を開ける。

「そ、それはかまいませんが、茶葉はご用意しているはずではありませんか？」

　長々と事情を説明するわけにはいかない。楓花はなんとか笑えみでごまかした。

「そうなんですが……ちょっと趣しゆ向こうを変えることにしました」

　忙せわしなく動きまわる恰かつ幅ぷくのよい女官を呼び止めて、楓花は言った。

「すみません。生しよう姜がと炊たいた雑穀、白しろ胡ご麻まか黒胡麻、あと大豆と、もしもあれば米べい菓か子しを分けてもらってもいいですか？」

「……えっ？　お分けするのはかまいませんが、あの……食材ですよ？」

「いいんです。それで、この緑茶が極ごく上じようのお茶に生まれ変わるんです」

　楓花が答えると、困こん惑わくした女官たちは、いっせいに首を傾かしげた。







　楓花は、大きなすり鉢ばちと小ぶりのものを、女官たちの邪じや魔まにならないようにすみの作業台に置いた。分けてもらった食材のそれぞれを小さなすり鉢に入れると、粉状になるまで順番にすっていく。そして、茶筒を開けた。

　茶葉にはたしかに等級がある。特級のものほど、茶葉の見目は美しく香かおりは芳ほう潤じゆんで、味は文句なしである。けれどそういった茶葉ではなくても、茶ちやの樹きを育てた誰かがおり、その葉を摘つまみ取り揉じゆう捻ねんした者がいる。誰もが「おいしい」と言って喜ばれることを願って、茶葉を作っているのだ。どれも等しく、そして尊い。

　それにどんな茶葉であっても〝使いどころ〟が必ずある。適切な役割を与あたえたとき、茶葉は喜び、その旨うま味みを最大限に発揮してくれる。

　形が不ふ揃ぞろいに縮んでいる茶葉を掌てのひらにのせて、楓花は心の中で伝えた。

（──あなたのおかげで、素す敵てきなお茶が作れます。ありがとう）

　茶葉を大きなすり鉢に優やさしく落として、粉々になるまですった。その間、女官たちは不安半分興味半分の表情で、動きまわりながら楓花を見守っていた。

　茶葉が粉状になったところで、すべてを一つにまとめ、糊のり状になるまでふたたびする。それを何度も繰くり返し、人数分になったと思われた頃ころ、陶とう製せいの鍋なべに入れ替かえて湯を注ぎ、塩を一つまみ落として、柄ひ杓しやくで優しく混ぜ合わせた。茶の水すい色しよくは、食しよく欲よくをうながす若緑色だ。かすかに甘い焼き菓子のような香りが、湯気とともに鍋から立ち上った。

「……まあ、いい香りですね！」

　通りすがりの女官が言った。それを合図に、わらわらと女官たちが楓花を囲みはじめる。しかし、料理を運び終わった女官が次々に戻もどって来ると、彼女たちの興味はすぐさまそちらに向いた。

　王太子の姿と人ひと柄がらについて問いかけられた一人の女官は、大げさに息をついて料理の盛られている皿を持った。

「すごくお若くて驚いたわ。きっと陛下と変わらないお年とし頃ごろよ。陛下は話しかける機会をうかがっている感じなのだけれど、殿下は春遥様と侍女の方々の舞まいに見み惚とれてばかりで、ちっとも会話をしようとしないの。なんだか失礼だし、態度も粗そ野やだし、とてもじゃないけれど王族の方とは思えないわ」

　養子であることまでは知らないようだ。すると、別の女官が口を挟はさんだ。

「お顔立ちは美しいけれど、仮面を外された陛下ほどではないわね。そういえば陛下はどうして、仮面を外されたのかしら？」

　うっ、と楓花が柄杓を持った手を止めると、料理を作っている女官が豪ごう快かいに笑った。

「陛下が仮面を外そうがどうしようが、あたくしたちには関係ないでしょ。だって、あたくしたちの子どもって言ってもいいお年なんですもの！」

　それもそうだと、庖厨内にいた女官はどっと笑った。

「お若いのに、行き場のないわたくしたちを、まだ召めし抱かかえてくださっているのです。感謝しなくてはいけません。さあ、無む駄だ口ぐちは終わりです！　次を運びなさい！」

　香礼が言った後だ。息をきらせた女官が、庖厨に飛び込んで来た。

「──ちゃ、ちゃっ、茶師様！」

「はい！」

　楓花が返事をすると、その女官が言った。

「お、王太子殿でん下かがお酒はもういいから、お茶が飲みたいっておっしゃって！　茶師様がいてくれて助かりました。そうでなければお出しできるお茶なんて、ここにはなんにもなかったんですもの！」

　女官たちがいっせいに楓花を見た。楓花は、彼女たちににっこりと微笑ほほえみ返した。

「温かいうちに味わっていただきましょう。どなたか運ぶのを、手伝っていただけますか？」
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　茶ちや杯はいを載のせた盆ぼんを運ぶ数名の女官を伴ともない、楓花は回かい廊ろうを歩いた。

　天雲殿の広間から琵び琶わの音は聞こえず、辺りはしんと静まり返っている。

　広間の両開き扉とびらは開け放たれており、淡あわい光が外に漏もれていた。扉の左側には獅国側の武官、右側には龍国側の武官たちがずらりと列をなして立っていた。その先頭に、冬輝と翼仁がいた。

「あっ、楓花さん！」

　女官を従えた楓花を見て、翼仁は満面の笑みを向けてくる。冬輝はなにか言いたげに、薄うすく唇くちびるを開けた。楓花の身に起きたことを、奨文から聞いているのだろう。眼光を鋭するどくさせると、楓花の耳元でささやいた。

「斐周が王太子に帯たい剣けんを許してる。気をつけろ」

「わかりました」

　気を引き締しめながら楓花が答えると、冬輝はいつものようにニッと口元をゆるませた。

「陛下の緋色がよく似合ってるぞ。我が国の茶師殿どの」

　そう言って扉の先を右手でしめし、楓花をうながした。背筋を伸のばした楓花は笑顔でうなずき、広間へと足を踏ふみ入れた。ぴたりと会話は途と切ぎれ、全員の視線がいっせいに楓花に移った。

　壁かべ際ぎわに等とう間かん隔かくで配された宮灯が、広間を黄金こがね色いろに染めている。

　左側に、細ほそ面おもての美女と侍じ女じよたちを従えた、黒こく檀たん色の一群が座っている。右側は、春遥と侍女を同じくした藍あい色いろの一群だ。春遥はやつれた顔で楓花を見ると、驚おどろいたように大きな瞳ひとみをさらに見開いた。

　互たがいの文官たちが対たい峙じしている奥に、一段高い板いた床どこが設けられている。獅国高官と王太子、そして煌慶と斐周、奨文が、こちらを向いて横一列に並び、座していた。

　煌慶と奨文はまばたきもせず、楓花をしっかりと見つめていた。対する斐周は中ちゆう腰ごしになる勢いで嫌けん悪おをあらわにし、眉まゆをひそめて目を剝むいた。楓花は、獅国王太子を視界に入れた。

　年ねん齢れいは煌慶と同じか、少し上だろう。耳みみ飾かざりが揺ゆれる片側の耳に、栗くり色いろがかった髪かみを流しており、長い前髪がはらりと額に触ふれていた。そのすき間から、琥こ珀はく色いろに輝かがやく野や獣じゆうのような鋭い瞳がのぞいていた。

　どことなく異人のような風ふ情ぜいがあり、彫ほりの深い顔立ちは美しく端たん整せいだ。だが、立てた右みぎ膝ひざに右みぎ腕うでをのせて座っている野や卑ひな態度に、武人特有の冷れい徹てつな気配が漂ただよっている。

　いつもであれば緊きん張ちようして身がすくみ、言葉を発することさえできなくなるところだ。けれど煌慶の姿が視線の先にあるだけで、恐おそれも思い惑まどうことも、なにもかもが消え去っていく。

（……不思議。なにもかもがはじめてのことなのに、どうしてこんなに、怖こわくないんだろう。この気持ちは、まるで──）

　──ただ静かに、茶杯の中で優しくたゆたう、茶のよう──。

「お茶を、お持ちいたしました」

　広間の中央に立った楓花は、両膝を折って拝礼してから、その場に座った。王太子は不敵な笑みを浮うかべて言った。

「……へえ。娘むすめの茶師とは粋いきな余興じゃないか。どんな銘めい茶ちやか、楽しませてもらおう」

　女によ官かんたちが列から離はなれて、それぞれに茶杯を運びはじめる。

　王太子や煌慶のもとに運ばれたのと同時に、龍国の文官たちははじめて見る茶の水色に眉をひそめ、獅国側の者たちはざわめき出す──直後。

「これは──擂茶ではないか！」

　獅国側の誰だれかが声を荒あららげた。

「なんと無礼な！　これは我が国の下僕どもの茶であるぞ!!」

「我われらは下僕であると言いたいのか！」

　とたんに、王太子は眉を吊つり上げた。斐周は戸と惑まどいながらもほくそ笑む。奨文は楓花を凝ぎよう視しした。煌慶は焦あせりを押し殺すかのように、必死の形相で楓花を見つめていた。

　剣けんを手にした王太子がすっくと立ち、段上を降りる。まっすぐに楓花に向かいながら、剣を鞘さやから抜ぬいた。

「────！」

　瞬しゆん間かん、息をのんだ煌慶と奨文が、同時に立ち上がった。

「──キャッ！」

　短い声を発して、怯おびえた女官たちが広間から一目散に出て行く。王太子は抜いた鞘を床ゆかに放ほうり投げ、楓花の前に立ちはだかると、喉のど元もとにそれを突つきつけた。

　剣けん尖せんが──キラリと光る。

「──貴様、どういうつもりだ」

　扉口にいた武官たちが広間に踏み込んで来た直後、両国の文官たちが腰を上げた。

「楓花──！」

　冬輝の声が広間に響ひびく。一いつ触しよく即そく発はつの緊張が広間を覆おおい、楓花を罵ば倒とうする声が獅国側から放たれる。いましも王太子の剣尖が、楓花の喉のどに触れ、貫つらぬきそうだ。




　──落ち着け。




　そのとき、楓花の心の奥底から、もう一人の自分の声が、そよ風のように吹ふき抜けた。




　──慌あわてるな。この者はおまえを斬きらない。試ためしているのだ。




　深く息を吐はいた楓花は、王太子の瞳を見返した。琥こ珀はくに輝く瞳の奥には、こちらを探さぐるような冷静さがたしかに宿っていた。




　──おまえは間ま違ちがってはいない。だから堂々と──この場を静めろ！




　喉に剣を突きつけられたままで、楓花はすっと両手を掲かかげ、両国の喧けん噪そうを制した。ぴたりとざわめきは静まり、楓花は腕うでを下ろして足の上にのせた。

「剣をおおさめください、王太子殿下」

「貴様がどのようなつもりで茶を出したのか、その答えで決める」

　王太子の矢のような眼まな差ざしが、楓花をとらえていた。

「擂茶は、ご存知のとおり鳳国で愛飲されていたものです。このお茶は、わたしの茶さ房ぼうに訪おとずれたお客様に教えてもらいました。以後、わたしはこのお茶を楽しむ機会に恵めぐまれました」

　素す直なおな思いを伝えるだけでいい。楓花は背筋を正して、王太子を見上げた。

「ここは龍国。そちらの土地ではない場においては、わたしのお出ししたお茶に、〝下僕〟などという名めい称しようは付きません」

　はっとした王太子は、激しく瞠どう目もくした。楓花は穏おだやかな声こわ音ねで言葉をつむいだ。

「擂茶は、冷えた身体からだを温めてくれる、知ち恵えのつまった優やさしいお茶です。獅国からここまでの道のり、さぞや遠かったことでしょう。初夏とはいえ、夜はまだ肌はだ寒ざむい風が吹きます。風邪かぜなど召めされて帰られては、申しわけがたちません」

　真意を測るかのように、王太子はまばたきも忘れて、楓花の言葉に耳を傾かたむけていた。

「鳳国を平定された皆みな様さまには、このお茶を文化として受け継つぐ喜ばしい権利があり、わたしはそれを讃たたえたく思います」

　言葉をきった楓花は、腹の底に力を込めて、精せい一いつ杯ぱいの思いを声に込めた。

「このお茶は──宝です。ですから、このお茶を生み、愛している人々もまた、平等の宝であると、わたしは思っております。その宝の価値を一いつ緒しよに堪たん能のうしていただきたく思い、この一いつ煎せん、お出しさせていただいた次し第だいです」

　王太子が、驚きよう嘆たんした。

「宝、だと──？」

「はい」

「……貴様。茶にかけて鳳国の民たみも宝だと、まさかそう言いたいのか」

「そうです」

「……下僕にしておくのはやめろと、そう言いたいんだな」

「そのように解かい釈しやくしていただいたのであれば、本ほん望もうです」

　じわり、と王太子の口角が上がった。楓花は続けた。
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「とにかく、飲まずして帰られては、わたしの立場がございません。どうぞ一度召されてください。わたしを斬りたければ、殿でん下かの手をわずらわせずとも、主上陛下が自らの手でわたしを斬ってくださいます。とはいえ、物ぶつ騒そうなことはまず、その一煎を飲んでからにしていただきましょう」

　しん、と広間が静まった。王太子の肩かた越ごしに、煌慶の姿が見えていた。これ以上ないほど目を見開いて、楓花を一心に見守っている。と、突とつ如じよ静せい寂じやくの広間に、クスクスと笑う王太子の声が響き出す。それはやがて、高らかな笑い声に変わった。

「誰か、俺に茶ちや杯はいを持って来い！」

　まだ剣をおさめずに、左手を掲げて王太子が叫さけんだ。文官の一人が、茶杯を持って駆かけ寄った。それを手にした王太子は、楓花を見すえながら、酒をあおるように口に含ふくんだ。

「────！」

　一いつ驚きようを喫きつして茶杯を見下ろし、王太子は楓花を流し見てから、ふたたびそれを口に寄せた。

　一口……二口……。たしかめるように、深く味わうように、王太子は茶を飲み続けた。

　最後にぐっと上向きながら、喉を鳴らして飲み干すと、長く深く息を吐く。目を閉じて、口元にゆるやかな笑えみを浮かべたとたんに、王太子はゆっくりと剣を下げた。

「……この味を、ずっと求めていた。だが、なにを飲んでもこれに勝まさらない」

　王太子が茶好きである理由を、楓花は思いがけず知った。目を開けた王太子は、楓花に向かってニヤリと笑んだ。

「まさか、貴様は俺の出自を知ったうえで、この茶を出したのか」

「はい」

　ハッと王太子は、呆あきれたように鼻で笑った。

「とんでもない茶師だな！　娘むすめのくせにいい度胸だ。褒ほめてやる」

「ありがとうございます。では、わたしの命は奪うばわれずに済むのでしょうか」

「主上が貴様を斬ったならば、俺が主上を斬るはめになるぞ」

　そう言うと、空になった茶杯を愛めでるように、手の中で左右に揺ゆり動かした。

「これを知ってはいても、正しく作れる茶師は獅国に存在していない。宴うたげで堂々と擂茶を出されたのははじめてだった。飲んだのもガキのころ以来だ。懐なつかしい……祖母の味が誇ほこりに変わった。見事だ。本当に、旨うまかった！」

　顔を上げた王太子は、自国の文官を見わたした。

「貴様ら、ぐずぐずしていたら俺がもらうぞ。宝の茶だ、さっさと飲め！」

　茶杯を持った誰だれもが、おずおずと飲み出した。

「……なんだ、旨いぞ」

「……こんなに旨いものだったのか」

　そんなささやきは龍国側からも聞こえてきて、楓花は心の底から胸を撫なで下ろした。

「おい、娘。貴様は、龍国宮きゆう廷ていに仕えている茶師か」

　王太子に問われた楓花は、まだ険しい表情でいる煌慶を視界に入れる。目が合うと、煌慶は小さくうなずいて見せた。楓花は迷いなく答えた。

「そうです」

「では、教えろ。貴様から見て主上はどのような人物だ。どうにも俺に会いに来た左さ丞じよう相しよう閣下は、主上は無力な傀かい儡らいだと俺に思わせたいようでな。傀儡ならば腹を割って話す価値もないと高をくくっていたが、貴様の返答であらためたい。答えろ──」

「──殿下！　私はけっしてそのようなことは──！」

　斐周の声に、煌慶は語気を荒あららげて制した。

「口を慎つつしめ！　殿下はいま、我が国の茶師に訊たずねている！」

　斐周は憤ふん然ぜんとした顔で煌慶を睨ねめ付ける。振ふり返らずに、王太子は乾かわいた笑い声を上げた。

「そのとおりだ、閣下！　悪いが俺はいま、この茶師の言葉だけ聞きたい！」

　物言いや素そ振ぶりは粗そ野やだが、獅国王太子はただの武人ではないと、楓花はあらためて思った。国王が目にかけるほどの素質を、やはり持っているのだ。

　楓花は姿勢を正して、きっぱりと告げた。

「主上陛下は、常に民のことを考え、成すべきことを成そうとする素す晴ばらしい方です。けっして、傀儡などではありません」

「二言はないな」

「ございません」

　楓花の返答に、王太子はニヤッと口の端はしを持ち上げた。

「いいだろう。ならば、主上！　貴き殿でんとゆっくり話したい！　二人だけでな！」

　振り返った王太子に向かって、煌慶は言った。

「では、場所を移す。やっと貴殿と話せるようだ」

「この茶師に感謝しろ。いい茶師だ。せいぜい手放さないようにするんだな」

　楓花から目をそらさずに、煌慶は強い声こわ音ねを放った。

「言われずとも、そのつもりだ」

　段上を降りた煌慶が歩いて来る。横を通り過ぎるとき、煌慶は前を向いたまま、楓花の肩かたに左手を置いた。その手が離はなれる間ま際ぎわ、指先にぐっと力が込められる。

　楓花が見上げると、一いつ瞬しゆんだけ目が合う。と、煌慶は声にせず口を動かした。

　──ここから先は、俺の役目だ。

　背中を向けた煌慶の姿が、扉とびらの向こうに消えた。その後ろに続いて、剣けんを武官に預けた王太子も、颯さつ爽そうと広間から出て行った。
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　廊ろう下かに出たとたんに、楓花の足から力が抜ぬけきった。一歩も立っていられなくなり、よろめいた楓花は廊下のすみで、ぺたんとへたり込んでしまった。

（えっ……え？　いきなりどうしちゃったの！）

　いまさら全身に激しい震ふるえが走る。たったいま成したことが鮮あざやかに脳のう裏りに蘇よみがえり、恐きよう怖ふと緊きん張ちようのあまり、楓花は小刻みに息をした。

「──楓花！」

　後ろから放たれた声に振り返ると、奨文が興奮気味に駆け寄って来る。「大だい丈じよう夫ぶか」と手を差し出されたものの、まだ立てる気がしない。楓花はへらりと笑って、足が震えて立てないでいることをごまかした。

「だ、大丈夫です。ちょっとだけ、ここで休もうかと思って」

　目の前で両りよう膝ひざを突ついた奨文は、楓花の両手を取ると強く握にぎり締しめた。

「どうなるかと懸け念ねんしたが、あなたに助けられた。楓花、本当にありがとう。あなたのおかげで、陛下は機会を得られた。あなたが命を賭かけて淹いれた擂茶がなければ、王太子とは会談できぬままに終わっていたかもしれないのだ」

　奨文の純じゆん粋すいな讃さん辞じに、楓花の心は満足な気持ちに包まれた。自分はやりぬいたのだ。課せられた役目を、ちゃんと果たすことができたのだ。

「あなたは、ただの茶師ではない。私はそう確信した。きっと陛下も同じことを思っておられることだろう」

　奨文がそう言ったとき、武官の一人が彼を呼んだ。楓花の手を放した奨文は立ち上がり、感謝の思いを込めるように、力強く楓花の肩に手を置いた。

「楓花。私は心から、あなたに感謝する！」

　そう言い残して、奨文は広間へ戻もどって行った。入れ替かわるようにして姿を見せたのは、春遥である。

「ちょっ！　あんた、平気？」

「うっ……うん！　平気！……じゃない、かも」

　足の力はまだ戻らない。なんとか立ち上がろうとしたものの、ガクガクと膝が激しく震えてしまい、うっかり尻しり餅もちをついてしまった。

「無理しないでよ！　震えて立てないんでしょ」

「こ、怖こわかったみたい」

「そりゃそうでしょうよ。だけどあんた、ホントに立派だったわ。堂々として、ちっとも震えてなんていなくて、すごくかっこよくてびっくりしたわ。あんたと友達でよかったって、心底思ったんだから！」

「ええっ!?」

　茶さ房ぼうで一度話したきりなのに、いつの間にか〝友達〟にされていた。楓花は思わず吹ふき出した。すると、震えは小気味のいいおかしさに変わっていき、楓花は声を上げて笑った。

「な、なによ！　なんなの!?」

　そばにしゃがんだ春遥は、楓花の両肩をつかんでゆらゆらと揺すった。

「ねえ、なんで笑うのよ！　なにがおかしいのか教えなさいよ！」

　そう言う春遥も、楓花の笑いが伝でん染せんしたのかクスクスと笑いをもらす。やがて二人は、廊下で転がるように笑いはじめる。扉の前に立っている武官たちが、そんな二人を不思議そうに見ていた。そこに冬輝と翼仁の姿はない。

「あれ？　冬輝さんと翼仁さんがいないわ」

「陛下の護衛に付いたんでしょ。あたくしの見張りは終わりってことよ」

　煌慶と王太子がどこへ場所を移したのか、楓花は知らない。だが、その会談にすべてがかかっていることはたしかだった。

（煌慶様なら、きっと大丈夫。必ず、目的を果たしてくれる）

　楓花が思ったそのとき、笑えみを消した春遥が楓花の後ろを見上げた。その視線をたどって振り返った楓花の目に、こちらに向かって歩いて来る斐周の姿が飛び込んだ。

　敵意をむき出しにした表情で、斐周は押し黙だまったまま二人の横を過ぎる。だが、すれ違ちがい様に注がれた眼まな差ざしの奥に、楓花ははっきりとした害意を感じた。

　斐周の背中が廊下を渡わたって行く。意を決した楓花は、壁かべに手をつきながら立ち上がった。

「──まっ、待ってください！」

　歩みを止めた斐周が、ちらりと肩かた越ごしに振り返った。

「ち、茶葉を──わたしの茶葉を奪うばったのは、あなたが命じた人なんじゃないんですか」

　引き止める春遥にかまわず、楓花はなんとか歩みを進めながら斐周に近寄った。ゆっくりと向きなおった斐周は、燃えたぎる眼光で楓花を睨にらむ。

「証しよう拠こはどこにある」

「牢ろうにつながれています。きっと、あなたに頼たのまれたって話すはずです」

「話せるわけがない」

　笑った。不気味な斐周の笑みに、楓花はゾッとした。まさか、奨文が言っていたとおりに、逃にがしたのか。それとも、亡なき者としたのか。間違いなく、そのどちらかだ。

「どうして……どうして、誰だれかを哀かなしませるようなことばかり、するんですか」

　派は閥ばつを盾たてにして煌慶を苦しめ、陥おとしいれようとする心情が理解できない。茶葉を奪わせたことも、甥おいを退けてまでも、玉座に座ろうとする理由がわからない。その思いが言葉にしたとたん、憤ふん怒ぬに変わって荒あら波なみのように押し寄せてきて、楓花はしつこく食い下がった。

「あなたはどうして……ひどいことをするんですか！」

　カッと目を見開いて顔をゆがめた斐周は、楓花の頰ほおを掌てのひらで打った。

「楓花！」

　駆かけ寄って来た春遥が、楓花をかばうようにして前に立った。

「ちょっ！　なにすんのよ!!　女の子をぶつなんて最低の最低のもっと最低！」

　頰を手でおさえる楓花に向かって、斐周は春遥の言葉を遮さえぎり、言い放った。

「平民の茶師の分際で、私を貶おとしめるその言葉はなんだ。この場で捕とらえられても、貴様は文句の言えない立場にあるのだぞ。それを知っての狼ろう藉ぜきか」

「わかっています。でもそれでも、わたしには許せないことばかりだから……だから！」

「貴様に許されなければならぬことなど、私にはなに一つない。主上になにを吹き込まれているのか知ったことではないが、おまえの頭上に君臨する世界について、おまえごときが二度と口を挟はさむな！」

　激げき昂こうをあらわにした斐周は、息もつかずにたたみかけた。

「今こ宵よいの茗聖気取りはうまくいった。政まつりごとをうまく運ばせるための、貴様の役目はいまここで終わったのだ。せいぜいそれで満足し、〝己おのれの世界〟に戻るがいい。宮きゆう廷てい世界について、平民の貴様になにがわかる。聞きかじったことを鵜う吞のみにするだけの、身分のない貴様を、絶対に宮廷には上がらせん！　なにがあろうとも──貴様だけは、茗聖の席に着かせはせん！」

　語気を荒あららげて背中を向けると、斐周は廊下を歩き去った。

「……なんっ、なんだっつーのよ、クソじじい！　わけわかんない！」

　春遥はべーっと舌を出すと、楓花を覗のぞき込んだ。

「気にしなくていいわよ。あのじじい、宮廷に執しゆう着ちやくしてて身分にうるさいうえに、権力しか信じてないの。そういうじじいたちって、宮廷には腐くさるほどいるんだから。あたくしの父様は、そういう奴やつらを一番嫌きらってる」

「……権力しか、信じてない？」

　頰から手を離はなして楓花が訊きくと、春遥はしかめ面つらで答えた。

「権力があれば、いろんな人間が持ち上げてくれるじゃない。そういう世界しか知らないのよ、あのじじい。でもそういうじじいが一番怖いって、父様は言うの。平気で人を裏切って、切り捨てていくから」

「それって、誰のことも信用していない……ってこと？」

「知らないんでしょ？　誰かを信用するってことを」

　楓花は呆ぼう然ぜんと、斐周の去った廊ろう下かを見つめた。

　薄うす闇やみに包まれたその先が、斐周の背負う闇そのもののように思えて、楓花はなぜか怒いかりよりも、得体の知れない哀しみに襲おそわれたのだった。
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　龍寿殿の客間に王太子を招き入れてすぐ、椅い子すに座った煌慶は口火をきった。

「和なごやかな世間話からはじめたほうがいいのだろうが、俺にはそのような趣しゆ味みはない」

　卓たくを挟んで目の前に座る王太子は、腕うでを組むとニヤッと笑った。

「俺もだ」

「では、話が早い。まず、左さ丞じよう相しようからの申し出はいったん忘れていただきたい」

「……それで？」

　煌慶は王太子を見すえながら、冷静に言った。

「鉱山に囲まれた貴き殿でんの国が、長い間干ばつに見み舞まわれていることは知っている。茶ちやの樹き以外、まともに育つ作物がかぎられていることも、そのために肥ひ沃よくな大地を求めて、いくつもの国に攻せめ入っていたこともだ。そもそも貴殿がこちらに使者を遣つかわしたのは、南東の雀じやく国こくへ攻め入るために我が国と同盟を組み、雀国への道を空けさせるためなのだろうと俺は読んだ」

　王太子は笑みを消し、煌慶を見すえた。煌慶はさらに続けた。

「大河と海に面した雀国は、獅国よりも小さいが豊かな国だ。そこを平定し属国とする腹づもりだろう。だが、獅国から雀国へ向かうためには、大河を船で渡るか、龍国を渡るより術すべはない。水上の戦いくさであれば、雀国にはかなわない。とくれば、残るは我が国の土地を騎き馬ばで駆けるよりほかはない。同盟を組めばそれが成せると考えて、わざとあのような伝達をこちらに遣わしたのだろう」

　王太子は押し黙り、食い入るように煌慶を見つめる。と、やがて口の端はしを上げると、クスクスと笑った。

「……とんでもない茶師を召めし抱かかえるわけだな。貴殿もかなりとんでもないぞ」

　肩かたを揺ゆらしてひとしきり笑ってから、王太子は煌慶を見つめた。

「まさしく。そういうわけだ。道を空けろ」

「──断る」

　眉まゆ一つ動かさずに即そく答とうした煌慶に、王太子は絶句した。

「雀国は友好国だ。裏切るわけにはいかない。だが、そちらと戦をする気もない。そういうわけで、俺から一つ提案がある」

「……言ってみろ」

「段階をふみながら、すべてにおいての交易を行いたい。貴殿の国からは、主に鉱山で採れた石を宝ほう飾しよく品ひんとして、こちらからは作物全ぜん般ぱんを。戦はもとより、政略結けつ婚こんよりも有益な内容は、これに詳くわしくしるしてある」

　煌慶は袖そでの中から、丸められた文書を取り出して王太子に差し出した。受け取った王太子は、琥こ珀はくの瞳ひとみを大きく見開きながら、文書を広げた。押し黙り、時間をかけて目を通す。

　やがて、王太子は呆あきれ返ったように、嘆たん息そくした。

「……なるほど、微び細さいにまとめられている。……なにが傀かい儡らいだ。あの男を早くなんとかしたほうがいいぞ、主上」

「わかっている」

「なぜ斬きらない。俺ならばとっくの昔にそうしているぞ」

　煌慶は眼差しを鋭するどくさせた。

「それでは駄だ目めだ。俺自身がもっと力をつけてから──潰つぶす」

　唇くちびるを弓なりにさせると、王太子は煌慶を上目遣いにしながら苦く笑しようした。

「貴殿と俺の立場は似ているらしい。味方は少なく、敵だらけ。だが、俺は迷いなく斬ってきた。とは言っても、俺が斬るのは〝足を引っ張る使えない者〟であって、俺に文句を言おうが盾たて突つこうが、正しい意見をのべる公平な者は引き上げているぞ」

　ただの武人ではないと心の中で繰くり返しながら、煌慶は王太子を食い入るように凝ぎよう視しした。

「そのおかげで、この地位にのさばっていられる。それでも、くだらない自尊心が邪じや魔まをして、擂茶だけはどうしても飲めなかった。作り方は知っていたし、隠かくれて飲むこともできたんだが、それだけはどうしてもしたくなかった。堂々と、宮廷で、胸を張って飲みたかった。それを、あの茶師はかなえてくれた。……宝とはな、恐おそれ入った」

　小さく笑えんだ王太子は、考え深げに一いつ瞬しゆん口をつぐむと、真顔になった。

「腹を割れば、戦の犠ぎ牲せいは常に大きい。いろんな意味でな。だが、俺は武人だ。戦って手に入れる方法しか知らない。この件はひとまず、ここへは来ていない我が国の宰さい相しように託たくし、御ご前ぜん会議で決めたい。まあ、文句は出ないだろうが、筋を通さねばうるさいからな」

　王太子は文書を丸めて袖に入れ、席を立った。

「見事な舞まいを見せてくれた令れい嬢じようも気に入ったが、それよりも貴殿からの提案が好みだ。なにより、敵国に嫁とつぐと知った俺の義従姉いとこが、食いものを受け付けなくてな。やっと飯を食ってくれそうだ」

　小さく苦笑して、続ける。

「この場は友好、ということで終わらせよう。なにはともあれ、くだらぬ腹の探さぐり合いをしない貴殿が、俺は気に入ったぞ」

　言葉をきった王太子は、まだ椅子に座っている煌慶を見下ろし、ニヤリと不敵に笑んだ。

「──それと、あの茶師がな」
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　牢ろうにつながれていた盗人ぬすつとが、隙すきをついて逃にげたことを、楓花は奨文から聞かされた。喜べることではないにせよ、斐周に命を奪うばわれなかったのだと知って、楓花は少しほっとした。

　広間では若い女によ官かんが琵び琶わを弾ひいていた。斐周は戻もどらず、奨文は獅国高官と会話を続けている。引き続き料理が運ばれる中、春遥の隣となりに座った楓花は、なにも食べずに煌慶をひたすら待ち続けていた。

「ほら！　あんたも食べなさいよ。食べなきゃやってらんないわよ？」

　粽ちまきを突つき刺さした箸はしをずいっと差し出されて、おずおずと楓花が口を開けようとした寸前、護衛の冬輝たちを従えた煌慶が、扉とびら口に姿を見せた。

　奨文が腰こしを上げた。琵琶の音が止やみ、その場にいた誰だれもが口を閉とざす。緊きん迫ぱくした静せい寂じやくが広間に漂ただよいはじめた直後、煌慶に続いてあらわれた王太子が声を張り上げた。

「おい！　用事は済んだ、帰るぞ！」

　獅国側の高官の一人が、黒こく檀たん色の袍ほうをひるがえしながら王太子に駆かけ寄った。

「か、帰られるのですか？　いまから!?」

「なんだ、盗とう賊ぞくが怖こわいのか？　それとも飯がもったいないか。だったら、食いたい飯を包んでもらえ。貴様らもさっさと腰を上げろ！」

「それでは殿でん下か。あちらの姫ひめ君ぎみを連れて帰られるのですな？」

　高官が春遥を手でしめした。びくりと肩を上下させた春遥は、楓花の袖をぎゅっと握にぎった。楓花は祈いのる思いで、煌慶を見つめ続ける。と、一歩前に出た煌慶は、よく通る声こわ音ねでさらりと告げた。

「両国の姫君には、そのまま自国に帰っていただく。ご足労いただいて悪かった。しかし、龍国と獅国は友好を結んだ。互たがいの領土はおびやかさないとの約束は、引き続き継けい続ぞくされる。以上だ」

　わっ！　と春遥が楓花に抱だきついた。龍国側の文官たちは驚きよう愕がくの表情で煌慶を見つめ、奨文は清すが々すがしい笑みで眉み間けんの皺しわを消し、冬輝と翼仁は思いきり破顔した。

　両りよう袖そでに手を入れた王太子は、くるりと広間に背中を向けた。

「というわけだ。だから帰るぞ。他国の離り宮きゆうでは落ち着かないからな。野営を張れ」

　廊ろう下かへ出る寸前、王太子が楓花を流し見た。琥珀の瞳を猛たけ々だけしく細めると、意味深な笑みを浮うかべながら、扉の向こうへ歩き去った。

（……いまのなに？　もしかしてわたしの顔に、なにか付いてた？）

　慌あわてて頰ほおや唇を手でぬぐう楓花を尻しり目めに、黒檀色の一群ときらびやかな女性たちも、奨文に伴ともなわれながら順に去って行く。残された龍国の者たちは、このまま宴うたげを続けていいものかと、戸と惑まどいをあらわにした表情を浮かべて、互いの顔を見合わせた。すると、煌慶が言った。

「思う存分、宴を続けろ。今こ宵よいはどんなに酔よっても無礼講だ」

　煌慶が言ったそのとき。一人が、二人が、やがて広間にいた文官たちの全員が、床ゆかに両手を突くと、深々と頭こうべを垂れはじめた。それを見た武官たちも、その場に跪ひざまずく。

　その光景に、楓花の胸は熱くなった。嬉うれしさで込み上がる涙なみだを堪こらえながら、楓花も床に手を突こうとした矢先。

「もういい、やめろ。祝いの席だ、羽目を外せ」

　照れくさそうに、煌慶は笑む。その視線が、楓花に移った。

　ゆるやかに口の端を持ち上げると、いつものように右の掌てのひらを上に向けて軽く振ふる。来いと言っているのだ。楓花はすぐに立ち上がり、広間を出て行く煌慶を追った。

「おい、どこへ行く？」

　冬輝が煌慶を呼び止める。煌慶は肩かた越ごしに振り返ると、

「護衛はいい。宴を楽しめ」

　そう言って、駆け寄った楓花の手を握るやいなや、足早に廊下を曲がった。握られた手から煌慶の体温が伝わってきて、楓花の頰は上気し、どんどんと息が上がっていく。

「こ、煌慶様！　どこへ行くんですか？」

「あなたと見たいものがある」

　さらに左へ曲がると、前方に両開き扉が見えてくる。楓花の手を放さずに、煌慶は扉を開けた。

　満天の星に照らされて輝かがやく、瓦かわら屋根の破は風ふをいただいた月光閣が、庭園の先にそびえていた。

　その楼ろう閣かくを、煌慶は見上げた。

「あそこからの眺ながめを、あなたと見たい」







　楼閣からの眺ちよう望ぼうは、楓花から言葉を奪うほどの絶景だった。

　一望できる湖は鏡のように星空を映して、どちらが天か地かわからなくなる。ここに立っているだけで、夜空に浮かんでいるかのような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

「……なんてきれいなの！　こんな景色、はじめて見ました！」

　煌慶は湖を見下ろしながら、無む邪じや気きにはしゃぐ楓花の手を、死ぬまで放さないと言わんばかりにさらに強く握った。どきりとした楓花は、とっさに煌慶を見た。その横顔は、なぜか険しい。どうしたのかと楓花が不安を覚えはじめたとき、煌慶は静かに口を開いた。

「皇こう帝ていになった者には、課せられていることがいくつかある。たとえば、何人もの妃きさきを娶めとり、子孫を残すこと。だが俺はそれを、たぶん変えてしまうだろう」

　きらめく水面みなもに目を細めながら、煌慶は続けた。

「妃は一人だけでいい。心から愛した相手とともに、生しよう涯がいを終えたい。たとえ子宝に恵めぐまれなかったとしても、ほかには誰もいらない。そんなふうに思うのは、母を見て育ったからかもしれない。それに、妃は自分で選ぶと決めている」

　小さく微笑ほほえむと、いたずらっぽい眼まな差ざしで楓花を流し見た。

「だけど……あの。獅国の方は、とてもきれいでした」

　物静かそうなたたずまいの美女を思い浮かべて、楓花は目を伏ふせる。また湖を見下ろした煌慶は、そんな楓花を気き遣づかうように、少しだけ表情を和やわらげた。

「人の美び醜しゆうは主観的なものだ。あなたがそう思ったのだとしても、俺の心にはなにも響ひびかなかったぞ」

「……えっ！　そうなんですか？」

（あ……。わたし、すごくほっとしてる）

　煌慶の言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしている自分のことが、滑こつ稽けいに思えてくる。でも、どうしようもない。この気持ちがなんなのか、楓花にはわかっていた。けれどはっきりと自覚するのが怖くて、押し込めようとしていることにも気づいていた。

　いまならまだ──引き返せるから。この思いは、憧あこがれと尊敬の念だと、強く強く言い聞かせたい。

　複雑な胸の内を煌慶に悟さとられたくなくて、楓花は湖を見つめた。きらきらと輝く星々が、凪ないだ水面にたゆたう様は、ため息がもれるほど美しい。すると、煌慶が言った。

「……湖がきらきらとして、まるであなたの淹いれる茶のようだ」

　とたんに熱い思いが胸にあふれて、楓花はなぜか泣きそうになった。美しい湖を、自分の淹れる茶にたとえて言葉にし、褒ほめてくれるこの人の手を、放したくないという衝しよう動どうにかられる。そんな思いも、知られたくない。楓花はほがらかに笑ってごまかした。

「とってもとっても濃こい……黒茶ですね！　それにこんなに大きな茶ちや杯はいだと、巨きよ大だいな龍りゆうが何なん匹びきもいなくちゃ飲み干せないわ！」

　そんなことを言っておどける自分が、心のどこかでは許せなかった。

（いやだな……わたし。自分のことまで、ごまかそうとしてる）

　ため息がもれそうになった瞬しゆん間かん、楓花の手の指間に、長くきれいな煌慶の指がふいに絡からめられた。

（──あっ！）

　楓花の鼓こ動どうが、どきりと跳はね上がる。息を凝こらす楓花の手を、きつく包み込んだ煌慶は、それを自分の胸に引き寄せて強く押し付けた。

「……皇帝にはもう一つ、課せられていることがある。それは、茗聖の生まれ変わりを見つけることだ」

　どくん、どくんと波打つ煌慶の鼓動が、楓花の手の甲こうに触ふれる。しっかりとそうして握ったまま、煌慶は楓花に向きなおった。その眼差しには、真しん剣けんな熱が宿っていた。

「前にも言ったが、生まれ変わりなど俺は信じてはいない。だがこの宴で、あなたには〝茗聖に匹ひつ敵てきする才〟があると確信した。皇帝である俺がそう思うのだから、誰がなんと言おうとも、俺にとってあなたはまごうことなき、茶聖だ」

　──茶聖。

　声にならなくて立ちすくむ楓花に、煌慶はさらに言った。

「だからあなたを正式に、茗聖の席に迎むかえたいと考えている。しかし、いますぐではない」

　思いもかけない言葉に、楓花は息をするのもやっとだった。煌慶は、強い決意を込めた眼差しで続ける。

「宮きゆう廷ていで、俺の成すべきことがまだある。その荒あれた場に、あなたを迎えたくない。だから、すべてを鎮しずめて落ち着かせたそのとき、あの首くび飾かざりを、あなたに贈おくりたい」

　あの首飾り──霊れい廟びようで見た、茗聖の首飾りだ。

「い……いいんですか。わたしは生まれ変わりじゃないのに」

「いいも悪いも、決めるのは俺だ」

　煌慶は切実な瞳ひとみで言葉を重ねた。

「目指していたのだろ。いやとは言わせないぞ」

　思いもよらなかった言葉を投げかけられて、楓花は言葉を失った。まつげを伏せた煌慶は、愛いとしそうにいたわるように、握にぎり締しめている楓花の手の甲に、唇くちびるを寄せていく。と、まぶたを閉じた煌慶は、そこにそっと口づけた。

（わっ──！）

　柔やわらかな唇の感かん触しよくが伝わって、頰が紅潮するとともに、楓花の胸は大きく鳴り響く。
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「……いまは怯おびえないのだな。やっと俺に慣れたのか」

　ささやいた煌慶は、唇を離はなすと口の端はしを上げて、楓花を上うわ目め遣づかいにした。その眼差しは熱く、どこまでも一いち途ずだった。

「……いい香かおりがする。茶葉の香りだ」

　煌慶がこんなふうに、ときに熱く優やさしく接してくれるのも、茶聖だと認めてくれているからなのだと、楓花は気を強く引き締める。けれど一方では、どうにもならない感情が、堰せきを切ったようにあふれ出した。

　どうしたって、もうごまかしようがなかった。だったら素す直なおに、この感情を抱いだいていたい。

　──好き。わたしは、この人が好きだ。

　認めてしまうと、なぜだか清すが々すがしい笑みがこぼれた。好き、それだけでいい。この先になにがあろうとも、自分の気持ちに噓うそはつかないと、楓花はこのときはっきりと心に誓ちかった。

「返事はどうした」

　煌慶のそばにいられる。そばにいて、力になれる。その生涯を生きることができるのだ。たとえこの思いが報むくわれることがないとしても、迷いはなかった。

「もちろん──引き受けます！」

「一度引き受けた仕事は、最後までやりとげるのだろ」

「そうです」

　楓花が大きくうなずくと、煌慶は微笑んだ。

「ならば、俺と生涯をともにするのだな」

　まるで婚こん姻いんの約束のようだが、そうではないことは楓花にもわかっている。あくまでも宮廷の茶師として、これは茶聖としてそばにいる約束なのだ。

　そう。茗聖の生まれ変わりではなくても──そう思った楓花はふと、宴うたげのときのことを思い出す。あのとき、心の奥底から放たれたあの声はなんだったのか。

　もしかするとあれは、遠い過去に生きた魂たましいの、記き憶おくの名残なごりだったのだろうか。

　だとすれば翠明の言っていたとおりに、この先、立ちはだかるかもしれないいくつもの山を越こえていけば、あの声の謎なぞを解くことができるのかもしれない。その山を越える力をつけるために、まだまだやらなければならないことがあると、楓花は決意をあらたにした。

「煌慶様が宮廷での政務に励はげんでいる間、わたしは茶さ房ぼうでもっとたくさん、翠明さんのもとで学びます」

　そう言葉にしてすぐに、闇やみを引き連れた斐周の背中が思い浮うかんで、楓花の背筋にひやりとした悪お寒かんが走った。

「わたしは茶房にいます。だからいつでも頼たよってください。わたしにできることなら、どんなときでも飛んで行きますから！」

　楓花の手をまた握り締めると、煌慶は強ごう引いんな力で引き寄せ、ぐっと顔を近寄せた。

「むろん、そのつもりだ」

　もう一方の腕うでもつかまれる。身動きがとれなくなった楓花の間近に、煌慶の瞳が迫せまった。

（……えっ、えっ！　煌慶様、どうしたんだろ……近い!!）

　戸と惑まどう楓花の目の前で、煌慶がとろりと目を瞑つぶりそうになった──そのとき。

　楓花の視界の端で、すっと一筋の光が落ちた気がした。

「あっ！」

　眉まゆ根ねを寄せた煌慶が、動きを止めた。そんな煌慶にかまわず、楓花はぐっと頭を上向かせて闇夜を視界に映す。静かにまたたく光の粒つぶが、また音もなく落ちていく。

「わっ！　煌慶様、流れ星です！」

「……俺は流れ星に邪じや魔まされたのか」

　それは聞こえそうで聞こえないささやきだった。「え？」と楓花が聞き返すと、煌慶は楓花から顔をそむけて、クッと苦く笑しようした。

「なんでもない」

　また一つ、星が落ちていく。それをきっかけにするかのように、やがていくつもの星々が降り注いだ。

「すごいわ、あんなにたくさん！　こんなのはじめて見ました！」

「ああ、俺もはじめて見た。せっかくだ、祖そ霊れいに願いを託たくそう」

　楓花の手を握ったまま、煌慶はまぶたを閉じた。楓花も目を瞑り、強く願った。

　──煌慶様がなにごともなく過ごせますように。

　──そして、煌慶様をお茶で支えて、助けることができますように。

　楓花が目を開けると、煌慶が笑えみを浮かべて見つめていた。

「なにを願った？」

「内ない緒しよです。煌慶様は？」

　破顔した煌慶は、高らかに笑いながら答えた。

「俺も内緒だ」

　はじめて目にした少年のようなその笑顔を、楓花は流星とともに目に焼き付けた。

　会えないときに、いつでも思い出せるように。

　深くしっかりと、記憶に刻んでおくために。







[image: 終章　真夏の風とあらたな予感]




　真っ青な空に入道雲がむくむくと浮かび、爽さわやかな夏の風が皇都を流れる。

　宴から一月が過ぎた下町の片かた隅すみでは、なにやら人ひと垣がきができていた。

　流星茶房の入り口を囲み、格こう子し窓まどから顔をのぞかせて、誰だれもが固かた唾ずをのんで見守っているのは、窓まど際ぎわの卓たくを挟はさんで座っている賀孟と、楓花である。この二人が闘とう茶ちやをするとなると、下町の人々はこぞって集まり、見学にやって来るのが常なのだ。

「今日のはちょっとばかし難しいよ」

　ニヤニヤしながら二人の前に白磁の茶ちや杯はいを置いたのは、翠明だ。茶の水すい色しよくは濃こい杏子あんず色。腕を組んで茶杯を見下ろした賀孟は、むむむとしかめ面つらになった。

「青茶ときたか。しかし姐ねえさん茶師殿どののことだ。銘めい柄がら一種類というわけではあるまい」

「普ふ通つうに茶を淹いれて出したって、二人してすぐに当てちまうんだもの。引き分けじゃきりがないからね。飲んでのお楽しみだよ。さあ、準備はいいかい？」

　ごくりと賀孟は喉のどを鳴らす。それにつられて、野や次じ馬うまたちもつばを飲む。

「はじめ！」

　楓花は茶杯を手にして香かおりを嗅かいだ。強い甘さの奥にかすかな花か香こうが残る。同じく賀孟も茶杯に鼻を近づけて、うーむとふさふさの眉根を寄せた。

　楓花は茶杯を口に寄せて、一口含ふくむ。

（うん、上品な爽やかさだわ。おいしい……！）

「翠明さん、これ、すっごくおいしいです！」

「ふふん、そうだろう？」

「うう……旨うまいが、旨いと喜ぶ余よ裕ゆうがわしにはない……くそう……！」

　一口飲んだ賀孟は、腕を組んで首を捻ひねると、ふたたび茶杯を手にして香りを嗅ぐ。楓花は最後まで茶をゆっくりと飲み干し、うっとりしながらほうっと息を吐はいた。その様子を見た賀孟は、愕がく然ぜんとする。

「楓花。まさか、もうわかったのではあるまいな？」

「えっ？　う……はい。ごめんなさい、わかってしまいました……」

　かすかな罪悪感をぬぐいきれない。楓花が気まずくなりながら答えると、賀孟は「うぬーっ」と低くうなり、目を瞑って天てん井じようを仰あおいだ。と、意を決したようにカッと目を見開いた賀孟は、翠明に向かって手を差し伸のばした。

「よーし！　わしも決めたぞ、解答する！　筆と木簡をいただこう！」

　翠明から木簡を受け取った賀孟は、飲んだ茶名を一心不乱に書き記す。楓花も同じく記して、二人は書き終えた木簡を、ずいっと同時に翠明に差し出した。

　受け取った翠明は二人の木簡を見比べながら、これ以上ないほどにやける。そうして、賀孟と、楓花を交こう互ごに見ては、口を開いてじらすのだ。そのたびに野次馬たちの視線は移り、賀孟は中ちゆう腰ごしで息をのむ。やがて翠明の顔は、賀孟を向いてぴたりと止まった。

「賀孟殿──」

「──や、やったか……!?　わしか……わしなのかっ」

　爽やかな笑みを浮かべた翠明は、ざっくりと言い放った。

「の、負け！」

　椅い子すにどさりと座った賀孟は、抜ぬけ殻がらのように放心した。あららまた文士殿の負けかと、野次馬たちは一人二人と去って行く。

「が、賀孟さん……？　大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　天井を仰いで遠い目をしている賀孟が心配になり、楓花はおずおずと声をかけた。すると賀孟は、この世の終わりと言わんばかりに苦く悶もんする。

「くうっ。わしが楓花に勝てる日は来るのか！　うーむ悔くやしい!!　な・ん・と・も・悔・し・いっー!!」

　ふるふると握にぎった拳こぶしを震ふるわせて、賀孟が叫さけんだときだ。

「おや、お客だ」

　翠明が扉とびら口を見た。楓花もつられて振ふり返る。

「ここでは、茶を飲めると聞いたのだが」

　そう言った客の姿が視界に飛び込んだとたんに、楓花は驚おどろきのあまり椅子から転げ落ちそうになった。

（ちょっ、待って！　うそでしょ!!）

　文官然とした藍あい色いろの袍ほうに同色の褙はい子しを羽織ってはいるが、凜り々りしい眉まゆ、輝かがやく黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみ、すらりとした美しい鼻筋──。どう見ても何度見ても、龍国皇こう帝てい陛下ではないか！

（わ、わたしの見み間ま違ちがい……じゃない、正しよう真しん正しよう銘めい本人だわ！　どうしてここにいるの!?）

　驚きを声にしたいができない。あんぐりと口を開けている楓花に向かって、煌慶はいたずらっ子のようにニヤリと笑む。皇帝だと思いもしていない賀孟と翠明は、そんな煌慶と楓花を交互に見やりながら、なにを誤解したのか同時にほくそ笑んだ。

「なんじゃ。おまえさん、楓花の知り合いか。文官殿であれば、わしの甥おいも知っておるかな。名を李奨文と言う」

　煌慶は爽やかににっこりした。

「よく存じ上げておりますよ」

　それはそうだろう。側近なのだから。いったいなにが起きているのか、わけがわからなくて戸惑う楓花を見るのが楽しいのか、唇くちびるを引き結んだ煌慶は、笑みを嚙かみ殺している。

「もちろんお茶を飲めますよ。お好きなところに座ってくださいな」

　そう言った翠明は、先ほどよりもさらににやけながら、楓花に意味深な視線を送りつつ売り台へ向かった。それまで楓花を訪ねる若い男性客など、一人もいなかったのだ。あきらかに深読みしている顔つきである。

　どこからなにを突つっ込んでいいものやら。内心おろおろしつつも、目を丸めて固まる楓花を尻しり目めに、煌慶は奥の卓へと歩きはじめ、椅子を引いて座った。楓花はとっさに煌慶のそばへ駆かけ寄った。

「ど、どうしてここにいるんですかっ」

　声をひそめて訊たずねる楓花に、頰ほお杖づえをつく煌慶の態度は涼すずやかだ。

「息いき抜ぬきだ。それに、これからは市し井せいのことも知らねばと思ってな。たまにはいいだろう」

「た、たまには……って、そんな変装までしてっ」

　フッと煌慶はにこやかに笑えむ。

「慌あわてるあなたを見るのは楽しいな」

　眠ねむる前に思い出してばかりいた笑顔を間近にして、ボッと楓花が顔を赤くした直後。

「……さ、捜さがしました……！」

　ぜいぜいと息をきらせた奨文が、店内に飛び込んで来た。

「おや、奨文」

　賀孟に声をかけられて、奨文はぎょっとする。

「お、叔父おじ上うえ！　またこちらにいらしていたんですか」

「いらして悪いか。ここはわしのお気に入りだからの。して、おまえはなにをそんなに慌てておるのだ。部下らしき文官殿なら、ほれ。あそこにおる」

　賀孟が煌慶を指でしめす。息を吸った奨文は居ずまいを正すと、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で言った。

「せ……政務の途と中ちゆうで姿を消すとは、〝私の部下〟としてあるまじき行こう為い。さあ、戻もどっていただこう」

　大おお股またでこちらに近づくやいなや、ずいっと煌慶に顔を寄せて眉を下げた。

「い、いまの言葉は、お忘れください。ああでも言わねば……！」

「そうか？　わりと板についていたがな」

　クッと煌慶が苦く笑しようすると、奨文はうっ、と息をつめる。売り台を前にして立つ翠明が、明るく笑った。

「まあまあ、いいじゃないですか！　せっかく来たんですから、どうぞお茶でも飲んで行ってくださいな」

　賀孟がおもむろに、椅子から立った。

「どれ。闘茶に負けてむしゃくしゃしておるところだ。今度は文官殿と世事について語り、一発がつんと負かしてやろうかの。のう、奨文。おまえも座るがよろし！」

　叔父上……と遠い目をする奨文を無む理り矢や理り座らせて、その隣となりに賀孟が腰を下ろす。腕うでを組んだ煌慶は、楽しそうに笑った。

「ぜひ、語りましょう。〝おしゃべり〟はすべてが身になり、知ち恵えとなりますからね」

「ほう？　若いのによい心がけではないか。気に入ったぞ！　楓花、わしにはいつもの鉄てつ観かん音のんを淹いれてくれ」

　額に手をあててうなだれながら、奨文はぼそりと言った。

「では私も、叔父上と同じ茶を……」

　煌慶は楓花を見ると、晴れやかに笑った。

「俺も同じものをくれ」

　目の前におわす皇帝は、はじめて会ったとき、仮面の奥に真しん紅くの瞳をたぎらせていた。けれどいまは違う。どこまでも澄すんだ瞳は、あの日見た湖のように輝いている。

「はい、ただいまお持ちします！」

　楓花が満面の笑みで返したとき、外の風が茶さ房ぼうに流れ込んだ。

　かぐわしい茶の香りとともに、あたらしい日々のはじまりの予感を、楓花はたしかに感じたのだった。


了りよう









　あとがき







　皆みな様さま、こんにちは。羽はね倉くらせいと申します。

　このたびは「流星茶房物語」を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　王道ど真ん中を突つっ走ぱしってみたい。身近ななにかを……ネタにして！　という思いつきから、「なにかってなんだ？」と、悶もん絶ぜつと苦く闘とうの日々が幕を開けることになりました。

　七しち転てん八ばつ倒とうしていたとある日、ふと目にとまったのがペットボトルのお茶でした。「うおっ、これだ！」というわけで、あれから年も越こしてしまい、気づけば一年。やっと皆様にお届けすることができまして、嬉うれしさで胸が一いつ杯ぱいです。

　作品中に登場するお茶の茶名は、世界観にあったものにするために一部変えておりますが、実在するモデルがあります。調べるほどに種類が豊富で、お取り寄せ＆茶館でも飲みつつ、主人公の楓ふう花かになったつもりで楽しく書くことができました。いやあ、本当に楽しかった！

　しかし、気づけばおっさん率の高い作品になっておりまして、登場するメンズで十代なのは煌こう慶けいだけかもしれないという、驚きよう愕がくの現状。若いイケメンが、少なすぎるのでは……？

　お許しください……。完全なる私の趣しゆ味みです。

　そんなおっさん率の高さを許してくださった、懐ふところの深い二人の担当様に、ひたすら感謝、感謝です。「どうすればいいんだ、これ……」と思わずにはいられなかったであろう、斜ななめ上の初期プロットの数々を華か麗れいにさばいてくださった、一人目の担当様。こうして無事に出版することができました。励はげましのお手紙も、とても嬉しかったです。当時てんぱりまくっておりまして、お返事する機会を失ってしまい、申し訳ありませんでした。この場を借りて厚く御お礼れい申し上げます！　また、的確なアドバイスとともに、長い間根気よく改かい稿こうにつきあってくださった二人目の担当様。担当様のおかげで、形にすることができました。本当に本当にありがとうございます。これからも、どうぞよろしくお願いいたします！

　素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださった、霧きり夢むラテ先生。キャララフで歓かん喜きし、カバーイラストで雄お叫たけびを上げてしまうほどに、感激いたしました。細部にわたって丁てい寧ねいに描いていただいて、生きていてよかったと心から思うほどでした。ありがとうございました！

　そして、この本に携たずさわってくださったすべての方に、深い感謝と御礼を。

　最後になりましたが、読者の皆様。この本を手に取って読んでくださり、本当にありがとうございます！　少しでも楽しんでいただけましたことを、切に願うばかりです。

　それでは。ふたたび皆様にお会いできる日を、楽しみにしております。


羽倉せい　　


















カバー・本文イラスト／霧夢ラテ

デザイン／小沼早苗（coil）










流りゆう星せい茶さ房ぼう物もの語がたり




龍りゆうは天てんに恋こいを願ねがう








羽はね倉くらせい
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